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終了時評価調査結果要約表

1. ᱌௳の概要

国ྡ㸸パࣛ࢜ඹ࿴国 ᱌௳ྡ㸸サンࢦ♋ᓥᕋ⣔におけるẼೃኚ動による༴機と

のᑐ策プロジェクトศ㔝㸸⮬↛⎔ቃಖ全ࡑ

ᡤ㎄㒊⨫㸸国㝿協ຊ機構㸦JICA㸧地⌫⎔

ቃ㒊

協ຊᙧែ㸸地⌫つᶍㄢ㢟ᑐᛂ国㝿⛉Ꮫ技術協ຊプログࣛ

ム㸦SATREPS㸧
協ຊᮇ間㸸2013 ᖺ 4 ᭶㹼2018 ᖺ 3 ᭶㸦5
ᖺ間㸧

協ຊ㔠㢠㸸約 3.6 ൨෇㸦5 ᖺ間㸧

日本ഃ協ຊ機関㸸⌰⌫኱Ꮫࠊ⮬↛⎔ቃ研究

センターࠊᮾிᕤᴗ኱Ꮫ

ඛ方実施機関㸸パࣛ࢜国㝿サンࢦ♋センター㸦Palau 
International Coral Reef Center: PICRC㸧ࠊパࣛ࢜・コ࣑ュ

ニ࢕ࢸ・カレッジ㸦Palau Community Collage: PCC㸧
1-1 協ຊの背景と概要

サンࡣ♋ࢦᾏὒ⥲㠃✚の1㸣ᮍ‶にࡶかか93,000ࠊࡎࡽࢃ✀௨上の生物ࡀ生ᜥし࡚おりࠊ生物多様性

ࠊᾏᇦに位置し࡚おり࠸㧗ࡀの多様性✀ࢦ㐀♋サンࡶୡ⏺的にࠊࡣ࢜パࣛࠋる࠶ᾏᇦで࠸㧗࡚ࡵᴟࡀ

同国のサンࢦ♋生ែ⣔ಖ全の㔜要性ࡣ国㝿的にㄆ㆑され࡚࠸るࠋパࣛ࢜政ᗓࡣ⮬↛⎔ቃࢆ฼用したほ

ග㛤Ⓨࢆ⤒῭的Ⓨᒎの୺㍈とし࡚位置づけ࡚おりࠊサンࢦ♋生ែ⣔のಖ全ࡣ㔜要なㄢ㢟とな࠸࡚ࡗ

るࠋしかしࠊ㏆ᖺでࡣᅵ地㛤Ⓨ・ほග฼用のቑຍࠊẼೃኚ動のᙳ㡪によるサンࢦ♋生ែ⣔のᦆኻࡀᠱ

ᛕされ࡚࠸るࠋパࣛ࢜の持続的♫఍⤒῭㛤Ⓨの実現にࠊࡣサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔の⥔持⟶⌮に係る⥲合

ᑐ策ࢆ❧᱌・実㊶するᚲ要࠶ࡀるࠋ

୍方ࠊ⌰⌫኱ᏛࡣἈ⦖ㅖᓥࢆ中ᚰとした研究によࠊ࡚ࡗ㛤Ⓨ⾜Ⅽにక࠺ローカル・スケールの⎔ቃ

負Ⲵにຍࠊ࠼地⌫つᶍの ᬮ໬・ᾏὒ㓟性໬ࠊࡀサンࢦ♋の生物多様性ཬび生ែ⣔サービスのపୗࢆ

ᘬࡁ㉳ࡇしࠊᓥᕋ⤒῭および♫఍・ᩥ໬に多኱なᦆኻࢆ与࠼ᚓるࡇとࢆ実ドし࡚ࡁたࠋまたࠊ本プロ

ジェクトのカ࢘ンターパート㸦C/P㸧機関で࠶るパࣛ࢜国㝿サンࢦ♋センター㸦PICRC㸧とࠊࡣ኱Ꮫ

㝔生ࡸ研修ဨの受入れࠊ国㝿サンࢦ♋イニࢩアࣈ࢕ࢸにおける㆟ㄽなࢆ࡝㏻ࡌた活Ⓨな஺ὶࡀ進ࡽࡵ

れ࡚ࡁたࠋ

実施機関とする⛉Ꮫ研究の協ࢆ኱ᏛとPICRC⌫⌰ࠊ国にᑐしࡀࢃࡣ政ᗓ࢜パࣛࠊࡽした背景か࠺ࡇ

働᥎進ཬび人材⫱成ࢆ㏻ࠊࡌサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔の⥔持⟶⌮に向けた⥲合政策࢜プࣙࢩンࢆ提言する

地⌫つᶍㄢ㢟ᑐᛂ国㝿⛉Ꮫ技術協ຊ㸦SATREPS㸧᱌௳とし࡚ࢆ本プロジェクトࠊ目的とし࡚ࢆとࡇ

要ㄳしࠊᢎㄆされた2013ࠋ ᖺ2 ᭶に⥾結されたウ㆟㆟஦㘓㸦R/D㸧に基づࠊ࡚࠸本技術協ຊプロジェ

クト2013ࡀᖺ4᭶かࡽ㛤ጞされ2018ࠊᖺ3᭶までの5ᖺ間の予定で実施され࡚࠸るࠋ

合ពされたR/Dࢆ㋃まࠊ࠼当ヱプロジェクトの協ຊᮇ間の中間Ⅼの2015ᖺ10᭶にࠊࡣ日本ഃとパࣛ

2017ᖺ9᭶で残ࠋ実施されたࡀーにより構成される合同調査団により中間レビュー調査ࣂഃの࣓ン࢜

りの協ຊᮇ間ࡀ約6ࣨ᭶となࡗたࡇとかࠊࡽ終了時評価ࡀ実施されるࡇととなࡗたࠋ

1-2 協ຊෆᐜ

1) 上位目標

本プロジェクトの成果ࠊࡀパࣛ࢜におけるサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔の⥔持⟶⌮に係る政策の❧᱌・実施

に活用される 0F

ࠋ1

2) プロジェクト目標

パࣛ࢜におけるサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔に࡚࠸ࡘの研究⬟ຊおよび持続的な⥔持⟶⌮⬟ຊࡀᙉ໬され

る 1F

ࠋ2

3) 成果

(1) サンࢦ♋ᓥᕋᇦ生ែ⣔・ᾏὒ⎔ቃに関する⥅続的なࣔニタリングにᚲ要な⛉Ꮫ的ࢹータࢩスࢸ

ムࡀ整⌮される 2F

ࠋ3

(2) ⮬↛⛉Ꮫ的・♫఍⛉Ꮫ的なศᯒおよび評価ࢆ㏻ࠊࡌẼೃኚ動ᙳ㡪ୗにおけるサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ

⣔の持続的な⥔持⟶⌮に㈨する知見・ㄢ㢟ࡀᢳฟされるࠋ

(3) サンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全および生物多様性と生ែ⣔サービスにᑐするఫẸの⌮ゎࡀᗈࡀるࠋ

1 上位目標にかかるᣦ標で᫂☜にされ࡚࠸るとおりࠕࠊパࣛ࢜政ᗓによるࠖ政策の❧᱌・実施に活用されるࡀࠊ想定され࡚࠸るࠋ
2 パࣛ࢜ഃの研究実施機関で࠶る PICRC㸦および PCC㸧の研究⬟ຊおよび持続的な⥔持⟶⌮⬟ຊのᙉ໬ࡀࠊプロジェクト目標で࠶りࠊ

終了時評価ሗ࿌᭩ p11 のࠕプロジェクトのアプローチの適切性ࠖでࡶ☜ㄆされ࡚࠸るࠋ
3 れࡎ࠸

の成果ࠊࡶパࣛ࢜ഃの研究実施機関で࠶る PICRC㸦および PCC㸧にお࡚࠸達成されるࡁ࡭成果ࠊで࠶るࠋ
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(4) サンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全にᚲ要な専門的技術・知見ࡀඹ有されࠊ人材ࡀ⫱成されるࠋ

(5) サンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全に㈨する政策提言ࢃ⾜ࡀれるࠋ

4) 投入㸦終了時評価調査時Ⅼ㸧

㸦日本ഃ㸧専門家派遣㸸ࡇれまでィ 18 ྡの専門家・研究者ࡀ▷ᮇベースで派遣され࡚おりࠊ㛗ᮇ

ベースでࡣ 1 ྡのᴗົ調整専門家ࡀ PICRC ෆにタ置されたプロジェクト஦

ົス࣌ースで໅ົ

供与機材㸸調査用࣎ートࠊỈ㉁ 定関連機ჾࠊDNA ศᯒ機ჾࠊ㓟性໬・ ᬮ໬実㦂Ỉ

ᵴཬびࢩスࢸム

本邦ᣍへ࠸㸸㛗ᮇ研修㸦PICRC 研究ဨ 2 ኱Ꮫに࡚修ኈྕ㸧および▷ᮇの本邦ᣍ⌫⌰ࡀྡ

へ࠸

現地活動費㸸2017 ᖺ 9 ᭶まででィ 581,996 ᴗົ費㸧⯡୍ࠊᴗົዎ約ࠊル㸦⯟✵㈤ࢻ

㸦パࣛ࢜ഃ㸧人材配置㸸PICRC よりプロジェクト・ࢿ࣐ジࣕーࡴྵࢆ 15 ྡの研究者・スタッフࠊ

さࡽに PCC のᏛ㛗ࡴྵࢆ 4 ྡの研究者・⫋ဨ

プロジェクト活動費㸸PICRC の貢献ࡣ調査⯪౑用ᩱࠊỈග⇕費➼の⤒費負ᢸの他ࠊプロ

ジェクト活動にᚑ஦する⫋ဨࡸプロジェクトࡀ౑用するࣛࣛ࣎トリータ

ഛ・ჾලな࡝ in-kind による貢献ࠋ

2. 終了時評価調査団の概要

調査団構成 Steven Victor

Kimie Ngirchechol

Foober Skebong

評価

評価

評価

The Nature Conservancy Micronesia イレクࢲ

ター

スーパーࣂイࢨーࠊEQPB㸦⎔ቃရ㉁ಖ全ጤ

ဨ఍㸧

国家 PAN ス調整ᐁ࢕フ࢜

㕥ᮌ ࿴ಙ

㣤ሯ ௧Ꮚ

ዟ⏣ ᾈஅ

Ᏻᒸ ၿᩥ

ᰴ本 ᾈ㍤

⥲ᣓ

協ຊ௻⏬

評価ศᯒ

SATREPS ィ⏬・評価

SATREPS ィ⏬・評価

JICA 地⌫⎔ቃ㒊 ᳃ᯘ㺃⮬↛⎔ቃグループ

⮬↛⎔ቃ第୍チーム ㄢ㛗

JICA 地⌫⎔ቃ㒊 ᳃ᯘ・⮬↛⎔ቃグループ

⮬↛⎔ቃ第୍チーム 専門კク

合同఍♫適材適ᡤ コンサルタント

JST 研究୺ᖿ㸦ᮾி኱Ꮫྡ㄃ᩍᤵ㸧

JST ୺査

調査ᮇ間 2017 ᖺ 9 ᭶ 10 日㹼2017 ᖺ 9 ᭶ 30 日 調査✀㢮㸸終了時評価調査

3. 実績の☜ㄆ

3-1 成果の達成≧ἣ

プロジェクトの各成果レベルでの達成≧ἣに2016ࠊࡣ࡚࠸ࡘ ᖺ 9 ᭶ 28 日の M/M ⨫ྡにより合ព

された᭱新∧ PDM の定ࡵるᣦ標に基づุ᩿ࡁするࠋ成果レベルでタ定された 13 ᣦ標のࠊࡕ࠺現時

Ⅼでࡣ 6 ᣦ標ࡀ᪤にࠕ達成 4ࠊࠖ ᣦ標ࠕࡀ㒊ศ的に達成 3ࠊࠖ ᣦ標にࡣ࡚࠸ࡘ୺にプロジェクト 5 ᖺ目

の活動とし࡚現ᅾ実施中で࠶りプロジェクト終了時までにࠕ達成見込みࠖとな࠸࡚ࡗるࠋ
成果 ᣦ標 現時Ⅼでのアセス࣓ント

成果1 a. 㛤ጞ1.5年までに、ྛ海ᇦの⥲ྜ᝟報データ䝧ース

䛜HP にて㐠⏝・බ㛤䛥䜜、関ಀᶵ関の政策䛜཯ᫎ

䛥䜜る（ター䝀ットサイト：3カᡤ௨ୖ）。

㒊分ⓗに㐩成（15ᆅⅬでのサンゴ礁モニタリング

にಀるデータ䝧ース䛜作成・᭦᪂䛥䜜ている䛜、

ま䛰බ㛤䛥䜜ていない。）

b. 㛤ጞ2年までに、生≀✀リストのための基ᮏデータ

管理シス䝔ム䛜㛤Ⓨ・බ㛤䛥䜜る。

㒊ศ的に達成㸦ᾏὒ生物✀リストに係るࢹータ

ベースࡀస成・᭦新され࡚࠸るࠊࡀまࡔබ㛤

され࡚࠸なࠋ࠸㸧

c. 㛤ጞ 1.5 ᖺまでにࠊ⎔ቃストレス実㦂⿦置ࡀ

PICRC にタ置されるࠋ

達成㸦当ヱタഛࡀ PICRC にタ置されたࠋ㸧

d. 㛤ጞ 2.5 ᖺまでにࠊサンࢦ♋生物ࣔニタリング・

プロトコルࡀ国ෆで配ᕸ・活用されるࠋ

達成㸦サンࢦ♋ࣔニタリングにかかるプロトコ

ルཬび࣐ニュアルࡀస成されࠊパࣛ࢜ഃとඹ

有されたࠋ㸧

e. 㛤ጞ 5 ᖺまでにࠊ㑇ఏᏊࢹータベースࡀ㛤Ⓨ・

බ㛤されるࠋ

達成見込み㸦㑇ఏᏊࢹータベースに係る活動ࡣ

㛤ጞ 5 ᖺ目に実施中ࠋ㸧

成果 2 a. 㛤ጞ 4 ᖺまでにࠊ研究成果ࡀ日本国ෆ・国㝿Ꮫ

఍ࠊ国㝿ㄅで成果ሗ࿌される㸦ᑡなくとࡶ各活

動 1 ௳௨上㸧ࠋ

㒊ศ的に達成㸦多くの研究成果ࡀ国ෆእのᏛ఍

➼で各研究グループによりⓎ表されたࠊࡀ⮬

↛⛉Ꮫ・♫఍⛉Ꮫの⤫合にࡣ࡚࠸ࡘ現ᅾ進⾜

中ࠋ㸧
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成果 3 a. 㛤ጞ 1 ᖺ目にࠊプロジェクト活動に関するᅄ༙

ᮇࡈとの௻⏬ᒎ♧ࡀ実施されるࠋ

㐩成（PICRC水᪘㤋でパネルᒎ♧䛜ᐇ᪋䛥䜜た。）

b. 㛤ጞ 2.5 ᖺまでにࠊఫẸၨⓎࢆ目的としたレク

チࣕー・ࢩリーズཬび࣡ークࣙࢩップࡀ 1 ᅇ௨

上㛤ദされるࠋ

達成㸦国ෆでࡣ州 PAN ⮬↛ಖㆤᐁࠊJCC の機

఍ࢆ฼用した P-CoRIE セࢼ࣑ー➼ࠊ国እでࡣ

イ࣡ࣁ ICRS 2016 での≉ูセッࣙࢩン➼ࢆ㛤

ദࠋ㸧

成果4 a. 㛤ጞ3年までに、PICRCスタッフにより、分Ꮚ生≀学

ⓗᐇ㦂・生理学ⓗᐇ㦂プロトコル䛜作成・බ⾲䛥䜜

る。

㒊ศ的に達成㸦ᾏỈ໬Ꮫ⎔ቃの㔝እほ 㸭ᾏỈ

ศᯒᡭ法ࢆまとࡵたプロトコル・ㄝ᫂㈨ᩱࡀ

స成されࠊPICRC ⫋ဨに฼用され࡚࠸るࠋ㸧

b. プロジェクトᮇ間ෆにࠊPICRC スタッフస成の

ㄽᩥࠊࡀ査ㄞ௜ࡁ国㝿Ꮫ術ㄅに 1 ௳௨上受⌮さ

れるࠋ

達成㸦2 ௳のඹⴭㄽᩥࡀ受⌮されたࠋ㸧

成果 5 a. プロジェクトᮇ間ෆにࠊサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔の

地ᇦ的⎔ቃストレス基‽ࡀస成されるࠋ

達成見込み㸦現ᅾ各研究グループࡀస成中のࠕ技

術リ࣏ートࠖでグ㍕予定ࠋ㸧

b. 㛤ጞ 4 ᖺまでにࠊẼೃኚ動⎔ቃᙳ㡪ࢆ⪃៖した地

ᇦ的負Ⲵに࡚࠸ࡘのపῶ策の提᱌᭩ࡀస成され

るࠋ

達成㸦各研究グループによるపῶ策の提᱌ࡀᗄ

㸧ࠋる࠸かの機఍でస成され࡚ࡘ

c. プロジェクトᮇ間ෆにࠊほගࠊ῭⤒ࠊ生ែ⣔⟶⌮

に基づく持続ྍ⬟なパࣛ࢜♫఍のたࡵの⥲合的な

政策࢜プࣙࢩンࠊࡀパࣛ࢜政ᗓのẼೃኚ動適ᛂ策

の୍⎔とし࡚స成されるࠋ

達成見込み㸦௒ᚋࠕࠊ技術リ࣏ートࠖとࠕ政策Ỵ

定者向けサ࣐リーࠖにお࡚࠸政策࢜プࣙࢩン

㸧ࠋされる予定♧ࡀ

ᣦ標のなかでࠕ㒊ศ的に達成ࠖおよびࠕ達成見込みࠖに࠶るのࠊࡣ成果 1 のࢹータベース構⠏とබ

㛤ࠊ成果 2 の⮬↛⛉Ꮫ・♫఍⛉Ꮫの⤫合ࠊ成果 5 の政策提言に関するᣦ標で࠶りࡇࠊれࡎ࠸ࡣࡽれࡶ

残りの協ຊᮇ間中での達成ࢆ見込ࡇࡴとࡀでࡁるࠋ

3-2 プロジェクト目標の達成に向けた進捗

プロジェクト目標レベルでタ定された 3 ᣦ標のࠊࡕ࠺現時Ⅼでࡣ 1 ᣦ標ࡀ᪤にࠕ達成 2ࠊࠖ ᣦ標にࡘ

୺にプロジェクトࡣ࡚࠸ 5 ᖺ目の活動とし࡚現ᅾ実施中で࠶りプロジェクト終了時までにࠕ達成見込

みࠖで࠶るࠋ
ᣦ標 現時Ⅼでのアセス࣓ント

a. パࣛ࢜ഃによりࣔࠊニタリングࡀ⥅続的に実施さ

れるࠋ

㒊ศ的に達成㸦現ᅾ᪤に実施され࡚࠸る PICRC のサン

㸧ࠋウ᳨ࢆニタリングへの㏣ຍࣔ♋ࢦ

b. プロジェクトで㛤Ⓨされた᝟ሗࢹータベースࠊࡀ

関係機関のつ๎にᚑ࡚ࡗ⥅続的に⟶⌮されࠊබ㛤さ

れるࠋ

達成見込み㸦㛤Ⓨされた᝟ሗࢹータベースࠊࡣ௒ᚋパࣛ

㸧ࠋබ㛤される予定ࠊΏされࡁഃにᘬ࢜

c. ほගࠊ῭⤒ࠊ生ែ⣔⟶⌮に基づく持続ྍ⬟なパࣛ

࢜パࣛࠊࡀンࣙࢩプ࢜の⥲合的な政策ࡵ఍のた♫࢜

政ᗓのẼೃኚ動適ᛂ策とし࡚提᱌されるࠋ

達成見込み㸦提᱌に向けた᭱ึのプロセスとし࡚ࠊ

PICRC とパࣛ࢜㆟఍࣓ンࣂーとの間でึࠊ の⛉Ꮫ・

政策ᑐヰࡀ 2017 ᖺ 7 ᭶ 7 日に㛤ദされたࠋ㸧

ᣦ標(c) に関連し࡚ࠊPICRC けでなくࡔプロジェクトの成果ࠊࡣ PICRC タ❧ᚋ 17 ᖺ間の研究成果

に基づく政策提言のస成・提ฟ࡚࠼⪄ࢆおり2017ࠊ ᖺ 7 ᭶ 7 日に㛤ദしたࠕ㆟఍࣓ンࣂーとの⛉Ꮫ・

政策ᑐヰ ࠊ現ᅾࡣプロジェクトࠊしたὶれの中で࠺ࡇࠋる࠸のプロセスの第୍Ṍと位置づけ࡚ࡑࠊࠖࢆ

各研究グループでࠕ技術レ࣏ートࠖのస成ࢆ進࡚ࡵおりࡇࡑࠊかࡽ政策提言に係る㒊ศྲྀࢆりまとࡵ

2017ࠋる࠶స成するィ⏬でࢆリー࣐ࠖ政策Ỵ定者向けサࠕ࡚ ᖺ 12 ᭶ 7 日に予定のプロジェクト᭱ࠕ

終ࢩン࣏ジ࢘ムࠖでࠊプロジェクト 5 ᖺ間の活動に基づく持続ྍ⬟な政策࢜プࣙࢩン・提言ࢆ提ฟし
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3-3 上位目標に向けた進捗

上位目標レベルでタ定されたᣦ標ࠊࡣ現ᅾの活動≧ἣかࠕࡽ達成ྍ⬟ࠖと見込ࡇࡴとࡀでࡁるࠋ
ᣦ標 現時Ⅼでのアセス࣓ント

a. プロジェクトࡀ提᱌した政策௦᱌ࡀパࣛ࢜政ᗓの

Ẽೃኚ動適ᛂ策の୍⎔とし࡚᥇ᢥされるࠋ

達成ྍ⬟㸦PICRC とパࣛ࢜㆟఍࣓ンࣂーとの間でึࠊ

の⛉Ꮫ・政策ᑐヰࡀ㛤ദされた㸧

PICRC 2019ࠊおり࡚࠼⪄に㔜要とࡵ実㝿のインパクトⓎ現のたࡀ政策᱌の提ฟࠊࡣ ᖺ－2020 ᖺࢆ

目㏵に政策Ỵ定者に向け࡚実㉁の࠶る提᱌ࢆస成・提ฟしࠊ᥇ᢥされるࡇとࢆ目ᣦすとし࡚࠸るࠋ
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4-1 妥当性

プロジェクトの妥当性ࡣ㧗ࠋ࠸

・ パࣛ࢜のサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全にかかる関連法ไ・政策㸦ල体的にࡣ 2003 ᖺの法ᚊ第 6-39
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るࡺࢃ࠸ࠊྕ PAN 法ࠊおよび 2008 ᖺの法ᚊ第 7-42 ྕ㸧にࡑのᚋのኚ᭦ࡣなくࠊプロジェクトの

妥当性ࡣᘬࡁ続ࡁ㧗ࠋ࠸また2015ࠊ ᖺのࠕPalau Climate Change Policy 2015ࠖでࠊࡣᾏὒ生ែ⣔・

Ỉ⏘ᴗにᑐするᾏὒ㓟性໬のᙳ㡪に関する研究2016ࠊ ᖺのࠕPalau Responsible Tourism Policy 
Framework 2017-2021ࠖ にࠊࡣ持続ྍ⬟なࣕ࢟リング・ࣕ࢟パ࢕ࢸࢩのタ定➼ྵࡀまれ࡚おりࠊプ

ロジェクトの活動ࡇࠊࡣれࡽ政策ࡀᥖࡆる活動とࡶ整合し࡚࠸るࠋ     
・ 実施機関で࠶る PICRC の CEO および⌮஦㛗との終了時評価調査中の㠃఍におࠊ࡚࠸プロジェク

トࡀᘬࡁ続ࡁ PICRC のニーズ・ᮇᚅと整合し࡚࠸るࡇとࡀ☜ㄆでࡁたࠋまたࠊPICRC ࡀ 5 ᖺࡈと

に策定するࠕPICRC 5 ࣨᖺᡓ略ィ⏬㸦2013-2017㸧ࠖの中にࡶ本プロジェクトࡀ位置づけࡽれ࡚࠸るࠋ

・ パࣛ࢜のㄢ㢟ゎỴに向けたプロジェクトのアプローチࡣ適切で࠶るࠋPICRC ࡣ 2000 ᖺに日本の↓

ൾ㈨㔠協ຊによりᘓタされࡑࠊのᚋࠊ技術協ຊプロジェクトࠕPICRC ᙉ໬プロジェクトࠖ(2002㹼
2006 ᖺ)ࠕࠊサンࢦ♋ࣔニタリング⬟ຊ向上プロジェクト 㸦ࠖ2009㹼2012 ᖺ㸧の成果ࢆ㋃ま࡚࠼ィ

⏬・実施され࡚おりࠊᨭ援の୍㈏性ࡶ☜ಖされ࡚࠸るࠋPDM のプロジェクト目標と上位目標の間

の関係ࡣ᫂☜で࠶るࠊࡀᗄࡘかの PDM ᣦ標にࡣ࡚࠸ࡘ᭕᫕なグ㍕とな࡚ࡗおりࠊまたタ定された

ᣦ標の中にࡑࠊࡣのタイムࣛインࡀ実㝿の活動実施ࢆ཯ᫎし࡚࠸なࡶ࠸のࡗ࠶ࡶたࠋ

・ ᑐパࣛ࢜国ู援助方㔪㸦2012 ᖺ㸧ࠕࡣ⎔ቃಖ全およびẼೃኚ動ࠖࢆ㔜Ⅼ஦項の୍ࡘとし࡚おりࠊ

日本のパࣛࡣプロジェクトࠋる࠸れ࡚ࡽ位置づけࡶᓥᕋ⣔のಖ全に向けたᨭ援♋ࢦのୗにサンࡑ

ࠋる࠸整合し࡚ࡁ続ࡁᘬࡶにᑐする㛤Ⓨ協ຊ政策と࢜

4-2 有効性

プロジェクトの有効性ࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸

・ プロジェクトࡣ現時Ⅼで PDM ᣦ標の多くࢆ達成し࡚おりࠊ௒ᚋࡶ活動ࢆ実施し࡚࠸くࡇと

で全࡚の PDM ᣦ標ࢆ達成しࡑࠊれによりプロジェクト目標ࢆ達成するࡇとࡀ見込まれるࠋ

・ 成果レベルの PDM ᣦ標の達成に向け࡚ࠊ௒ᚋࠊᙉ໬・促進されるࡁ࡭活動ࠊࡣ᝟ሗࢹータ

ベース㸦ᣦ標 1-a1ࠊ-b1ࠊ-e㸧ࠊ♫఍⛉Ꮫと⮬↛⛉Ꮫの⤫合㸦ᣦ標 2-a㸧ࠊ政策࢜プࣙࢩン・提言のᩥ

᭩໬㸦ᣦ標 5-a5ࠊ-c㸧で࠶る2018ࠋ ᖺ 3 ᭶までの௒ᚋ 6 ࣨ᭶間にࡇࠊれࡽの活動ࡀ᏶了するよࠊ࠺

プロジェクトࡣ残りᮇ間のィ⏬ࢆ༑ศに᳨ウするᚲ要࠶ࡀるࠋ

・ プロジェクト目標レベルの PDM ᣦ標の達成に向け࡚ࠊࡣ≉にໟᣓ的な政策プロ࣏ーࢨルの

提ฟ㸦ᣦ標 c㸧にࠊ࡚࠸ࡘPICRC ࡣ 2017 ᖺ 10 ᭶ 2 日にෆ㒊఍㆟ࢆ㛤ദし࡚௒ᚋの㐨➽とスケジ

ュール᳨ࢆウしࠊさࡽに 10 ᭶の⌮஦఍㸦3 か᭶に 1 ᗘの㛤ദ㸧でࡶ協㆟する予定とし࡚࠸るࠋプ

ロジェクトࡣ協ຊᮇ間中に政策提言ࢆస成・提ฟしࠊPICRC ௒ᚋࠊ࡚࠼㋃まࢆれࡑࡣ 3 ᖺ間で᭱

終的な政策提言ࡀ提ฟ・᥇ᢥされるࡇとࢆ想定し࡚࠸るࠋ次ᅇ 10 ᭶の⌮஦఍でࠊࡣ政策提言にか

かる‽ഛࡴྵࢆ次ᮇࠕPICRC 5 ࣨᖺᡓ略ィ⏬㸦2018-2022㸧ࠖ ࠋる࠶ウ・ᢎㄆされる予定で᳨ࡀ

・ 中間レビューで⾜ࢃれたࠕタスクフォースのタ置 各成果の⤫合ࠕࠖ なࠖ࡝ 6 ࠊの提言にᑐしࡘ

現ᅾࠊ関連する活動ࡀ実施中で࠶るࠋタスクフォースの活動にࠊࡣ࡚࠸ࡘẖ᭶の PI ఍㆟の࡯かࠊ

ෆ㒊的なᡴ合ࠊࡏスカイプ・チࣕット఍㆟なࢆ࡝㏻し࡚進ࡽࡵれ࡚࠸るࠋ

4-3 効率性
プロジェクトの䛣䜜までのຠ⋡ᛶはẚ㍑ⓗ㧗い。

3.3.1 プロジェクトの活動ࠊࡣ全体的にࡰ࡯ࠊࡣスケジュール㏻りに進ࢇで࠸るࡇとかࠊࡽプ

ロジェクトの効率性ࡣẚ㍑的㧗࠸とุ᩿される୍ࠋ方ࠊ成果 1㹼4 の活動の⥲合で࠶ࡶる成果 5 の

政策提言にかかる活動にࡸࡸࠊࡣ࡚࠸ࡘィ⏬かࡽの㐜れࡶ見ࡽれるࠋ

3.3.2 概し࡚ࠊ日本ഃ専門家の派遣ࠊタഛのタ置ࠊ本邦研修な࡝の日本ഃかࡽのプロジェクト

への投入ࠊࡣ適切で効率的でࡗ࠶たࠋ≉に機材タ置にࠊࡣ࡚࠸ࡘ㔞ࠊ㉁ࡔけでなくࠊタ置のタイ

たとࡗ࠶効果的でࠋれたࡽࡵィ⏬㏻りに進ࡶング࣑ PICRC かࡽ言ཬࡗ࠶ࡀた投入とし࡚2ࠊࡣ 人

の PICRC ⫋ဨの日本での㛗ᮇ研修ࠊPICRC に導入された 定・実㦂機材で࠶るࠋ

3.3.3 効率性に寄与したタイムリーな活動とし࡚ࠊ中間レビューの提言にᚑࠊ࠸␗なる研究グ

ループの成果⤫合のたࡵのタスクフォースࡀタ置されࠊまた成果 5 の活動ࢆຍ㏿໬するたࡵのロ

ーカルコンサルタントとのዎ約ࡀプロジェクトにより結ࡤれたࠋỈ᪘㤋のタッチパࢿルᒎ♧ࠊࡣ

PICRC ᩍ⫱スタッフのᨭ援とࠊ㟷ᖺᾏእ協ຊ㝲ဨの協ຊࡶᚓ࡚タイムリーに導入されたࠋさࡽに

2017 ᖺ 6 ᭶にࠊࡣPICRC により政策提言プロセスࢆᢸ当する政策స成スタッフࡀ新たに雇用されࠊ

プロジェクトの᭱終ᖺに向け࡚ࡣれࡇ PICRC ഃかࡽの時ᐅࢆᚓた投入となࡗたࠋ     

4-4 インパクト
プロジェクトのインパクトࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸
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・ 上位目標の達成に向け࡚ࠕࠊパࣛ࢜㆟఍࣓ンࣂーとの⛉Ꮫ・政策ᑐヰࠖࢆ 2017 ᖺ 7 ᭶に㛤

ദしࠊPICRC PICRCࠋ㛤ጞしたࢆ政策提言の提ฟ・᥇ᢥに向けたプロセスࡣ の CEO 研究成果ࠊࡣ

PICRCࠕ現⾜のࠊるとᙉ調し࡚おり࠶㔜要でࡀとࡇく࠸࡚ࡏ政策Ỵ定に཯ᫎさࢆ 5 ࣨᖺᡓ略ィ⏬

㸦2013-2017㸧ࠖ におࠊࡶ࡚࠸パࣛ࢜㆟఍࣓ンࣂーにᑐする政策ࣈリーフ࢕ング࢟ࠕࡣー࣐イルスト

ーンࠖの୍ࡘとし࡚ᥖࡽࡆれ࡚࠸るࠋPICRC ⌮஦㛗࠺ࡇࠊࡣした政策提言のస成・提ฟ・᥇ᢥࠊࡣ

2019-2020 ᖺࢆ目㏵に௒ᚋ 3 ᖺ間ࢆかけ࡚実施し࡚࠸くのࡀ現実的で࠶ると⪃࠸࡚࠼るࡇࠋのよ࠺

に上位目標にࠊࡣ࡚࠸ࡘプロジェクトࡀ研究成果に基づく政策提言ࢆస成しࠊPICRC 受ࢆれࡑࡀ

け࡚ᘬࡁ続ࡁ✚ᴟ的にྲྀり⤌みࢆ進࠸࡚ࡵくࡇとで達成されるྍ⬟性࠶ࡀるࠋ       
・ プロジェクトによるインパクトの୍ࠊࡣࡘアイࣛイ州ࠊコロール州の PAN コーࢿ࢕ࢹータ

ཬびレンジࣕーの⬟ຊᙉ໬で࠶るࠋアイࣛイ州のサンࢦ♋ࣔニタリング現地研修㸦2016/2/8-17㸧
でࡣ約 10 アイࣛイ州のレンジࣕーࠋ策定されたࡶࠖ⏬ᾏὒ生ែ⣔ࣔニタリングィࠕࠊཧຍしࡀྡ

ࠋる࠸࡚࡭ると㏙࠶኱ኚ有用でࡣ⏬研修および同ィࠊࡣ

・ プロジェクトにより同国ึのศᏊ生物Ꮫࣛࣛ࣎トリーࡀ PCC にタ置されࠊ同ᰯのᏛ生ࡀプ

ロジェクト活動の中で DNA ゎᯒにᚑ஦する機఍ࢆᚓるととࡶにࠊPCC かࡽ同ศ㔝でのຮᏛࢆ目ᣦ

すᏛ生ࡶ㍮ฟされたࠋ

・ プロジェクトࠊPCS㸦パࣛ࢜ಖ全協఍㸧ࠊReef-World Foundation 㸦イࢠリスの NGO㸧のඹദ

でࠊ⎔ቃにࡸさしࢲ࠸イビング・スࣀーケリングの国㝿基‽に関するࠕGreen Fins Workshopࠖࡀ㛤

ദされ㸦2017/3/1㹼3㸧ࠊほගᒁࠊPalau Visitors AuthorityࠊPAN ஦ົᡤࠊコロール州➼かࡽ 45 ྡのཧ

ຍࡗ࠶ࡀたࠋ続ࠊ࡚࠸コロール州でࠕGreen Fins Assessors Trainingࠖࡀ㛤ദされ㸦2017/8/28-9/2㸧ࠊ
௒ᚋࠊパࣛ࢜の 2 ௳のࢲイビングᴗ者ࡀ Green Fins 評価ไᗘに基づࡁㄆドされる予定で࠶るࠋ

・ Ọஂ方ᙧ༊の写真ࢹータの多ᩘのࣆースࢆ㈞り合ࡏࢃるプロセス༙ࠊࡣ⮬動໬されたᡭ法

の導入により PICRC ⫋ဨࡀ現ᅾ実施し࡚࠸るࣔニタリングのపコスト໬・▷時間໬に貢献するࡇ

とࡀᮇᚅされる➼ࠊプロジェクトࡀ導入した新技術に࡚࠸ࡘ」ᩘのインパクトࡀ☜ㄆされたࠋ

・ プロジェクト活動の中で2016ࠊ ᖺにスࢠࢼンチࣕク㢮のᮍグ㍕✀ࡀⓎ見されࡕ࠺ࠊ 1 ࡀ✀

≉定されᏛ術ྡ Epizoanthus beriber またࠋれたࡽけࡘࡀ Nikko ‴の研究によりࠊ同‴ࡣ㧗࠸生物

多様性とᅛ有の⎔ቃࡀ⥔持され࡚࠸るࡇとࡀ♧されࠊ国ෆእの⛉Ꮫ⏺における Nikko ‴の価್と

パࣛ࢜にᑐするㄆ㆑の向上に貢献したࠋ      

4-5 持続性

プロジェクトの持続性ࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸

㸦政策・ไᗘ㠃㸸㧗࠸㸧

・ ㆟఍࣓ンࣂーࡸ州知஦とのⰋዲな関係に♧されるよ࠺にࠊパࣛ࢜政ᗓෆ୍ࡸ⯡の間での

PICRC にᑐするㄆ㆑ᩘࡇࡇࡣᖺ間の間に㧗ま࠸࡚ࡗると言࠼るࠋさࡽに PICRC の⤒Ⴀ・㐠Ⴀ㠃に

ࠋる࠸のᩘᖺ間で向上し࡚ࡇࡽ予⟬および人材のほⅬかࠊࡶ࡚࠸ࡘ

・ プロジェクトの活動ࠊࡣパࣛ࢜の関連法ᚊ・政策に合⮴し࡚おりࠊ現時Ⅼでࠊࡣサンࢦ♋

ᓥᕋ生ែ⣔に関連する政策の኱ࡁなኚ໬ࡣ予見されなࠋ࠸

㸦⤌⧊体ไ・人材㠃㸸ẚ㍑的㧗࠸㸧

・ プロジェクトにより PICRC ⫋ဨの⬟ຊᙉ໬ࡀ進ࠋࡔࢇ現ᅾࠊᾏእの኱ᏛでᏛࢇで࠸る 4 ྡ

の研究者ࢆຍ࡚࠼ PICRC にࡣィ 8 ྡの研究者ࡀおりࠊ研究者のᩘࡣ研究活動࠸࡚ࡗ⾜ࢆくのに༑

ศと⪃ࡽ࠼れるࠋ

・ PICRC と⌰⌫኱ᏛࠊࡣSATREPS にかかる現ᅾの MoU㸦ぬ᭩㸧にࠊ࡚࠸ࡘさࡽにプロジェ

クトᚋࡶඹ同研究ࢆ⥅続し࡚࠸けるよ࠺᭦新するࡇと᳨ࢆウし࡚࠸るࠋຍࠊ࡚࠼PICRC と▼ᇉᕷ

研究ࣔニタリングセンター㸦ࠖ⎔ቃ┬㸧との間でࢦ国㝿サンࠕ 2017 ᖺに結ࡤれた MoU によࠊࡶ࡚ࡗ

௒ᚋᗄࡘかの研究と᝟ሗ஺᥮ࡀ進ࢇで࠸くࡶのと見込まれるࠋ

㸦㈈政㠃㸸ẚ㍑的㧗࠸㸧

・ 予⟬にࡑࠊࡣ࡚࠸ࡘの時の国全体の⤒῭≧ἣࠊ政ᗓのඃඛᗘな࡝のእ的要因のᙳ㡪ࢆ受け

PICRCࠊࡀ࠸㞴しࡣ見㏻すのࢆ持続性ࠊすくࡸ ࡽ政ᗓか࢜パࣛࡣ 40 ୓ࢻルの予⟬๭り当࡚ࢆ受け

࡚おりࠊ㈈政㠃かࡣࡽ⤌⧊の持続性ࡀ㧗ࠋ࠸プロジェクトのᗄࡘかの活動にࠊࡶ࡚࠸ࡘ⥔持され

ࠋᮇᚅされるࡀとࡇく࠸࡚

・ プロジェクト実施ᮇ間中ࠊPICRC PICRCࠋたࡁ負ᢸし࡚ࢆ࡝Ỉග⇕費なࠊ調査⯪౑用ᩱࡣ
の㈈※ࠊࡣ政ᗓの予⟬๭り当࡚ࠊグࣛントཬびフ࢓ンࢻ・レイジングࠊ寄௜㔠ࢠࠊフト・ࣙࢩッ

プの኎り上ࣛ࣎ࣛࠊࡆトリー・ 定機ჾのレンタルᩱࠊ఍㆟ᐊのレンタルᩱࠊPAN 基㔠➼のࢼࢸ

ントᩱࠊỈ᪘㤋の入㤋ᩱ➼で࠶るࠋPICRC ࢆトリー・ 定機ჾのレンタルᩱ཰入ࣛ࣎ࣛࠊ௒ᚋࡣ

－ v －
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ቑࡸした࠸とし࡚࠸るࠋ

㸦技術㠃㸸ẚ㍑的㧗࠸㸧

・ 技術的なほⅬかࠊࡣࡽỌஂ方ᙧ༊とᾏỈ のࣔニタリングࡣ⥅続されるྍ⬟性ࡀ㧗ࠋ࠸

PICRC プロジェクࠊ௒ᚋࠊ続け࡚おりࢆᑐ㇟にࣔニタリングࢆ✀ࢦ全ᇦの୺なサン࢜᪤にパࣛࡣ

トࡣ PICRC と࡝ࠊのサイトおよびᡭ法ࣔࡀニタリング⥅続のたࡵに⤫合されるࡁ࡭かࢆ協㆟する

予定で࠶るࠋ

・ れࡒれࡑࠊࡣた生物多様性にかかる研究活動と⎔ቃኚ動の研究ࡵྵࢆータベースの⥔持ࢹ

⌰⌫኱Ꮫで㛗ᮇ研修ࢆ受けた 2 ྡの PICRC 研究者にᘬࡀ⥅ࡁれる予定で࠶るࠋ♫఍⛉Ꮫと政策提

言にࡣ࡚࠸ࡘ 2 ྡの PICRC スタッフࡀ௵࿨㸦᥇用㸧されࠊ୧ྡࠊࡣ関連活動ࢆ⥅続し࡚࠸くのに

ᚲ要な技術的⬟ຊࢆ有し࡚࠸るࠋ

・ 技術的なほⅬかࡽ表᫂のࡗ࠶たᠱᛕの୍ࠊࡣࡘPCC にタ置された DNA ࠶トリーでࣛ࣎ࣛ

るࡑࠋの⥔持⟶⌮にࠊࡣ࡚࠸ࡘ௒ᚋࡣㄡ࣓ࡀインࣘーࢨーとし࡚฼用し࡚࠸く見㏻し࠶ࡀるのか

PCCࠊ࡚ࡵྵࢆ と PICRC の間で協㆟されるᚲ要࠶ࡀるࠋ

4-6 プロジェクトの効果Ⓨ現ࢆ促進・阻害した୺な要因

・ 促進要因㸸PICRC によ࡚ࡗ言ཬのࡗ࠶た促進要因とし࡚ࠊࡣプロジェクトの実施プロセスに関ࢃ

るࡶのとし࡚ࠊ日本ഃのグループ௦表研究者ࡔけでなくࠊⱝ࠸㸦࣏スࢻクの㸧研究者ࡀ活Ⓨに活

動ࢆ促進したࡇとで࠶るࠋ

・ 阻害要因㸸日本ഃࠊパࣛ࢜ഃの཮方ࡀプロジェクトの阻害要因とし࡚ᣲࡆたのࠊࡀプロジェクト

の実施プロセスに関ࢃるࡶのとし࡚ࠊ♫఍⛉Ꮫのᢸ当スタッフの஺௦ࡇࠊࡵྵࢆの 5 ᖺ間の PICRC
⫋ဨの㢖⦾な␗動㸦ᾏእでのຮᏛࠊ㏥⫋ࠊ他の機関への㌿⫋な࡝㸧で࠶るࠋ

5. 評価結果

5-1 結ㄽ

ᗄࡘかの活動の㐜れ࠶ࡣるࠊࡀ中間レビュー௨㝆ࡶ全体的にプロジェクトࡣⰋዲに実施され࡚おりࠊ

残りの協ຊᮇ間中にࢹータベースࡀパࣛ࢜ഃに⛣されるととࡶに研究者向けにබ㛤されࠊサンࢦ♋ᓥ

ᕋ生ែ⣔のಖ全にかかる政策提言ࡀパࣛ࢜政ᗓに提ฟされるࡇとでࠊプロジェクト目標の協ຊᮇ間中

の達成ࡀ見込ࡵるࠋプロジェクトによりࠊパࣛ࢜におけるサンࢦ♋ᓥᕋ⣔の持続的⟶⌮にかかる⬟ຊ

PICRCࠊࡣプロジェクトࠊにࡶᙉ໬されるととࡀ の⾜࠸࡚ࡗるᴗົの国ෆእにおけるㄆ知ᗘの向上に

ඛ⾜するࠊ኱Ꮫの間のⰋዲな関係と⌫⌰ࠊPCCࠊPICRCࠊまたࠋ貢献したࡶ JICA 技術協ຊプロジェ

クトの成果ࠊࡀ本プロジェクトの成果・目標の達成に貢献し࡚࠸るࠋ

評価 5 項目にࠊࡣ࡚࠸ࡘプロジェクトࡣパࣛ࢜のサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全にかかる関連法ไおよ

びẼೃኚ動政策➼と整合し࡚おりࡑࠊの妥当性ࡣᘬࡁ続ࡁ㧗ࠋ࠸プロジェクトࠊࡣ残りのᮇ間でプロ

ジェクト目標の達成ࢆ見込ࡵる≧ែに࠶りࡑࠊの有効性ࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸プロジェクトの進捗に࡚࠸ࡘ

スケジュールࡰ࡯ࡣ全体的にࠊࡀれるࡽ見ࡀ㐜れࡸࡸࠊࡣ࡚࠸ࡘ政策提言のస成にかかる活動にࠊࡣ

㏻りに進ࢇでおりࠊプロジェクトの効率性とし࡚ࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸パࣛ࢜㆟఍࣓ンࣂーとの⛉Ꮫ・政策

ᑐヰࡀ 2017 ᖺ 7 ᭶に㛤ദされࠊ上位目標の達成に向けたල体的な活動ࡀ PICRC により進ࡽࡵれ࡚࠸

るࡇとかࠊࡽインパクトにࡣ࡚࠸ࡘẚ㍑的㧗ࠋ࠸持続性の見㏻しにࡣ࡚࠸ࡘ政策・体ไ㠃ࠊ⤌⧊・人

材㠃ࠊ㈈政㠃ࠊ技術㠃の各ほⅬかࠊࡽプロジェクトの効果・౽益ࡣ⥔持され࡚࠸くྍ⬟性ࡀẚ㍑的㧗

ࠋるࡁとุ᩿で࠸

5-2 提言

㸦プロジェクト終了ᚋにᑐᛂするࡇとࢆồࡵるパࣛ࢜ഃにᑐする提言㸧

1) PICRC と PCC のリーࢲーࢩップࠊࡀプロジェクト活動の実施にお࡚࠸㔜要なᙺ๭ࢆ果たし

ࢩーࢲしたリー࠺ࡇࠊプロジェクト活動の⥅続および上位目標の達成に向け࡚ࠊࡽとかࡇたࡁ࡚

ップࢆ௒ᚋࡶ⥔持し࡚࠸くࡇとࠋ

2) プロジェクトࢆ㏻し࡚ࠊPICRC の持続的⟶⌮にかかるඛ進的ࡑࠊᓥᕋ生ែ⣔と♋ࢦサンࡣ

な知㆑・᝟ሗྲྀࢆᚓしࠊ⬟ຊᙉ໬ࡀ進ࡇࡔࢇとかࠊࡽさࡽにࠊアジア・ኴᖹὒ地ᇦのサンࢦ♋ᓥ

ᕋ生ែ⣔の持続的⟶⌮の促進にࡴけた Center of Excellence となるよ᳨࠺ウࢆ㛤ጞするࠋ

3) ୍⯡の人ࠎとのコ࣑ュニケーࣙࢩンの㔜要性ࢆ༑ศㄆ㆑し࡚ࠊPICRC Ꮫศ㔝におけ⛉ࠊࡣ

るコ࣑ュニケーࣙࢩン専門家な࡝の人材ཬびࡑࠊのたࡵの㈈※の☜ಖ᳨ࢆウするࠋ

5-3 ᩍカ

1) プロジェクトࢆ実施し࡚࠸く中でࠊ実㝿の活動と当ึィ⏬の PDM との間に஋㞳ࡀ生࡚ࡌく

るࡇと࠶ࡀるࡑࠋれࢆᅇ㑊するたࠊࡵプロジェクトチームࠊࡣ定ᮇ的にᡴ合ࢆࡏ持࡚ࡗ活動の進
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ቑࡸした࠸とし࡚࠸るࠋ
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・ 技術的なほⅬかࠊࡣࡽỌஂ方ᙧ༊とᾏỈ のࣔニタリングࡣ⥅続されるྍ⬟性ࡀ㧗ࠋ࠸

PICRC プロジェクࠊ௒ᚋࠊ続け࡚おりࢆᑐ㇟にࣔニタリングࢆ✀ࢦ全ᇦの୺なサン࢜᪤にパࣛࡣ

トࡣ PICRC と࡝ࠊのサイトおよびᡭ法ࣔࡀニタリング⥅続のたࡵに⤫合されるࡁ࡭かࢆ協㆟する

予定で࠶るࠋ

・ れࡒれࡑࠊࡣた生物多様性にかかる研究活動と⎔ቃኚ動の研究ࡵྵࢆータベースの⥔持ࢹ

⌰⌫኱Ꮫで㛗ᮇ研修ࢆ受けた 2 ྡの PICRC 研究者にᘬࡀ⥅ࡁれる予定で࠶るࠋ♫఍⛉Ꮫと政策提

言にࡣ࡚࠸ࡘ 2 ྡの PICRC スタッフࡀ௵࿨㸦᥇用㸧されࠊ୧ྡࠊࡣ関連活動ࢆ⥅続し࡚࠸くのに

ᚲ要な技術的⬟ຊࢆ有し࡚࠸るࠋ

・ 技術的なほⅬかࡽ表᫂のࡗ࠶たᠱᛕの୍ࠊࡣࡘPCC にタ置された DNA ࠶トリーでࣛ࣎ࣛ

るࡑࠋの⥔持⟶⌮にࠊࡣ࡚࠸ࡘ௒ᚋࡣㄡ࣓ࡀインࣘーࢨーとし࡚฼用し࡚࠸く見㏻し࠶ࡀるのか

PCCࠊ࡚ࡵྵࢆ と PICRC の間で協㆟されるᚲ要࠶ࡀるࠋ

4-6 プロジェクトの効果Ⓨ現ࢆ促進・阻害した୺な要因

・ 促進要因㸸PICRC によ࡚ࡗ言ཬのࡗ࠶た促進要因とし࡚ࠊࡣプロジェクトの実施プロセスに関ࢃ

るࡶのとし࡚ࠊ日本ഃのグループ௦表研究者ࡔけでなくࠊⱝ࠸㸦࣏スࢻクの㸧研究者ࡀ活Ⓨに活

動ࢆ促進したࡇとで࠶るࠋ

・ 阻害要因㸸日本ഃࠊパࣛ࢜ഃの཮方ࡀプロジェクトの阻害要因とし࡚ᣲࡆたのࠊࡀプロジェクト

の実施プロセスに関ࢃるࡶのとし࡚ࠊ♫఍⛉Ꮫのᢸ当スタッフの஺௦ࡇࠊࡵྵࢆの 5 ᖺ間の PICRC
⫋ဨの㢖⦾な␗動㸦ᾏእでのຮᏛࠊ㏥⫋ࠊ他の機関への㌿⫋な࡝㸧で࠶るࠋ

5. 評価結果

5-1 結ㄽ

ᗄࡘかの活動の㐜れ࠶ࡣるࠊࡀ中間レビュー௨㝆ࡶ全体的にプロジェクトࡣⰋዲに実施され࡚おりࠊ

残りの協ຊᮇ間中にࢹータベースࡀパࣛ࢜ഃに⛣されるととࡶに研究者向けにබ㛤されࠊサンࢦ♋ᓥ

ᕋ生ែ⣔のಖ全にかかる政策提言ࡀパࣛ࢜政ᗓに提ฟされるࡇとでࠊプロジェクト目標の協ຊᮇ間中

の達成ࡀ見込ࡵるࠋプロジェクトによりࠊパࣛ࢜におけるサンࢦ♋ᓥᕋ⣔の持続的⟶⌮にかかる⬟ຊ

PICRCࠊࡣプロジェクトࠊにࡶᙉ໬されるととࡀ の⾜࠸࡚ࡗるᴗົの国ෆእにおけるㄆ知ᗘの向上に

ඛ⾜するࠊ኱Ꮫの間のⰋዲな関係と⌫⌰ࠊPCCࠊPICRCࠊまたࠋ貢献したࡶ JICA 技術協ຊプロジェ

クトの成果ࠊࡀ本プロジェクトの成果・目標の達成に貢献し࡚࠸るࠋ

評価 5 項目にࠊࡣ࡚࠸ࡘプロジェクトࡣパࣛ࢜のサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全にかかる関連法ไおよ

びẼೃኚ動政策➼と整合し࡚おりࡑࠊの妥当性ࡣᘬࡁ続ࡁ㧗ࠋ࠸プロジェクトࠊࡣ残りのᮇ間でプロ

ジェクト目標の達成ࢆ見込ࡵる≧ែに࠶りࡑࠊの有効性ࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸プロジェクトの進捗に࡚࠸ࡘ

スケジュールࡰ࡯ࡣ全体的にࠊࡀれるࡽ見ࡀ㐜れࡸࡸࠊࡣ࡚࠸ࡘ政策提言のస成にかかる活動にࠊࡣ

㏻りに進ࢇでおりࠊプロジェクトの効率性とし࡚ࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸パࣛ࢜㆟఍࣓ンࣂーとの⛉Ꮫ・政策

ᑐヰࡀ 2017 ᖺ 7 ᭶に㛤ദされࠊ上位目標の達成に向けたල体的な活動ࡀ PICRC により進ࡽࡵれ࡚࠸

るࡇとかࠊࡽインパクトにࡣ࡚࠸ࡘẚ㍑的㧗ࠋ࠸持続性の見㏻しにࡣ࡚࠸ࡘ政策・体ไ㠃ࠊ⤌⧊・人

材㠃ࠊ㈈政㠃ࠊ技術㠃の各ほⅬかࠊࡽプロジェクトの効果・౽益ࡣ⥔持され࡚࠸くྍ⬟性ࡀẚ㍑的㧗

ࠋるࡁとุ᩿で࠸

5-2 提言

㸦プロジェクト終了ᚋにᑐᛂするࡇとࢆồࡵるパࣛ࢜ഃにᑐする提言㸧

1) PICRC と PCC のリーࢲーࢩップࠊࡀプロジェクト活動の実施にお࡚࠸㔜要なᙺ๭ࢆ果たし

ࢩーࢲしたリー࠺ࡇࠊプロジェクト活動の⥅続および上位目標の達成に向け࡚ࠊࡽとかࡇたࡁ࡚

ップࢆ௒ᚋࡶ⥔持し࡚࠸くࡇとࠋ

2) プロジェクトࢆ㏻し࡚ࠊPICRC の持続的⟶⌮にかかるඛ進的ࡑࠊᓥᕋ生ែ⣔と♋ࢦサンࡣ

な知㆑・᝟ሗྲྀࢆᚓしࠊ⬟ຊᙉ໬ࡀ進ࡇࡔࢇとかࠊࡽさࡽにࠊアジア・ኴᖹὒ地ᇦのサンࢦ♋ᓥ

ᕋ生ែ⣔の持続的⟶⌮の促進にࡴけた Center of Excellence となるよ᳨࠺ウࢆ㛤ጞするࠋ

3) ୍⯡の人ࠎとのコ࣑ュニケーࣙࢩンの㔜要性ࢆ༑ศㄆ㆑し࡚ࠊPICRC Ꮫศ㔝におけ⛉ࠊࡣ

るコ࣑ュニケーࣙࢩン専門家な࡝の人材ཬびࡑࠊのたࡵの㈈※の☜ಖ᳨ࢆウするࠋ

5-3 ᩍカ

1) プロジェクトࢆ実施し࡚࠸く中でࠊ実㝿の活動と当ึィ⏬の PDM との間に஋㞳ࡀ生࡚ࡌく

るࡇと࠶ࡀるࡑࠋれࢆᅇ㑊するたࠊࡵプロジェクトチームࠊࡣ定ᮇ的にᡴ合ࢆࡏ持࡚ࡗ活動の進

vii

捗ࣔࢆニタリングしࠊさࡽに実㝿の進捗ࡸㄢ㢟に࡚ࡗࡑ適ᐅ PDM ᚲ要でࡀとࡇく࠸᭦新し࡚ࡶ

しࡶࠊ࠸プロジェクトの進⾜にᚑࠊに≉ࠋる࠶ PDM ᣦ標ࡀ༑ศに᫂░にタ定され࡚࠸なࡀ➼࠸

᫂ࡽかとなࡗたሙ合ࡇࠊࡣれࡽ PDM ᣦ標ࡣ達成ᗘࡀ的☜に れるよ࠺෌タ定されるࡁ࡭で࠶るࠋ

2) プロジェクトにお࡚࠸各成果間の⤫合ࡀᅔ㞴なሙ合ࠊࡣ成果間ࢆᶓ᩿する࣓ンࣂーかࡽ構

成されるタスクフォースのタ置・活動ࠊࡣ効果的に各成果࡚ࡆ⧄ࢆプロジェクト目標ࢆ達成し࡚

ࠋる࠶く上で有効で࠸

3) ඛ⾜の JICA 技術協ຊプロジェクトの成果ࠊࡣ本プロジェクトの成ຌに኱ࡁく貢献し࡚࠸

るࠋよ࡚ࡗプロジェクトの㛤ጞᚋでࠊࡶ࡚ࡗ࠶ඛ⾜プロジェクトの成果ྲྀࢆり入れ࡚適切に活用

し࡚࠸くࡇとࡀ㔜要で࠶るࠋ

4) プロジェクトへの投入ࡶ᭱ࡀ効果的となるよࠊ࠺日本ഃかࡽの投入と┦ᡭ国ഃかࡽの投入

派遣されるࡽ日本ഃかࠊࡤ࠼る㸦౛࠶ᚲ要でࡀなプロジェクトタィ࠺ンスとなるよࣛࣂ適切なࡀ

専門家のᩘとࡑࠊの技術⛣㌿のᑐ㇟で受益者で࠶ࡶる┦ᡭ国ഃかࡽのカ࢘ンターパートのᩘとの

間のࣛࣂンス㸧ࠋ
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7HUPLQDO (YDOXDWLRQ 6XPPDU\ 6KHHW 
 

� 2XWOLQH RI WKH 3URMHFW 
&RXQWU\: Republic of Palau 3URMHFW 7LWOH: Sustainable Management of Coral Reef and 

Island Ecosystems: Responding to the Threat of Climate 
Change 

7KHPDWLF $UHD: Natural Environment  
'LYLVLRQ LQ &KDUJH: Natural Environment Team 1, 

Global Environment Department, JICA  &RRSHUDWLRQ 6FKHPH: SATREPS (Science and Technology 
Research Partnership for Sustainable Development)   3URMHFW 3HULRG: April 2013䡚March 2018 (5 years)  

6XSSRUWLQJ 2UJDQL]DWLRQ LQ -DSDQ: University of the 
Ryukyus, Japan Wildlife Research Center, Tokyo 
Institute of Technology 

7RWDO &RVW:  3.6 billion JPY (5 years) 
&RXQWHUSDUW $JHQF\: Palau International Coral Reef Center 

(PICRC), Palau Community College (PCC)  
��� %DFNJURXQG RI WKH 3URMHFW 

The area of coral reef, occupying less than 1% of the total marine area, is inhabited by more than 93,000 species of 
organisms. Republic of Palau is located in the west Pacific, adjacent to the “Coral Triangle”, which boasts of the largest 
number of varieties in reef-building coral on earth. Regarding tourism on natural environment as a main driver of 
economic development, the government of Palau considers the conservation of biodiversity of coral reef an important 
issue. In recent years, there are concerns about the degradation of coral reef and the loss of marine biodiversity because of 
increasing land development, tourism use, and influence of climate change. In order to realize sustainable socio-economic 
development, formulating and implementing comprehensive measures for conservation of coral reef ecosystem is required.

Studies by University of the Ryukyus has demonstrated that, in addition to the environmental stresses on a local scale 
caused by human activities, the climate change on a global scale also deteriorates the biodiversity of coral reef and 
ecosystem services, and this could affect the culture and socio-economy of the island. 

Under the circumstances, the government of Palau submitted a request of the Japanese Technical Cooperation Project 
for Sustainable Management of Coral Reef and Island Ecosystems: Responding to the Threat of Climate Change 
(hereinafter referred to as “the Project”) under SATREPS program to the Japanese Government, expecting suggestions and 
a proposal to contribute to an integrated policy towards the conservation/maintenance of ecosystem of coral reef through 
scientific research and human resources development.  

The 5-year project begun with the signing of the Record of Discussion (R/D) on 14 February 2013. In compliance with 
the provision of the R/D, the Project is required to undergo the Terminal Evaluation six months before the expiry of the 
project cooperation, March 2018. The evaluation is to be conducted by Japan International Cooperation Agency (JICA), 
together with Japan Science and Technology Agency (JST), and Palauan authorities concerned. The Mid-Term Review of 
the Project was also conducted in October 2015.     
��� 3URMHFW 2YHUYLHZ 
1) Overall Goal 

To have the results of this project utilized for policy formulation and management of the coral reef and island 
ecosystems in Palau1. 
2) Project Purpose 

Capacity of sustainable management of coral reef and island ecosystems in Palau is enhanced2. 
3) Output 
1. Scientific data systems needed for self-sustained monitoring of the environment and coral reef and island ecosystems 

are acquired and organized3.    
2. Natural science and social science data are analyzed and evaluated to extract knowledge and ideas that can contribute 

to the sustainable management of coral reef and island ecosystems under the influence of climate change. 
3. A wider understanding in the general public for biodiversity, ecosystem services and the conservation of coral reef and 

island ecosystems is created. 
4. Human resource development is achieved through the sharing of expertise and scientific knowledge necessary for the 

conservation of coral reef and island ecosystems. 
5. Documentation of policy options/proposals that support/contribute to the conservation of coral reef and island 

ecosystems is finalized. 
4) Inputs (at the time of Terminal Evaluation)  
(Japanese Side) 
䞉Expert: 18 researchers on short-term basis, and 1 project coordinators on long-term basis at PICRC. 
䞉Provision of Equipment: a boat with twin engines, water quality measurement/analytical equipment, DNA analysis 

                                                           
1 For more clarification, this Overall Goal is to read “To have the results of this project utilized by the Palau Government 

for policy formulation and management of the coral reef and island ecosystems in Palau.”   
2 For more clarification, this Project Purpose is to read “Capacity of the implementing agency PICRC (and PCC) of 

sustainable management of coral reef and island ecosystems in Palau is enhanced”. 
3 All the five Outputs are to be achieved by the implementing agency PICRC (and PCC).   
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instrument, incubation system for acidification and climate change stress experiment.  
䞉Research Exchange in Japan: long-term training (2 researchers from PICRC are in masters course at University of the 

Ryukyus) and short-term visit of researchers to Japan.  
䞉/ocal Cost: total 581,996 US� until September 201� for airfare, local consultant, operation costs.       

(Palauan Side) 
䞉Assignment of C/P (Counterpart): total 15 researchers/staff at the time of Terminal Evaluation from PICRC, and 4 

researchers/staff from PCC.     
䡡Project Operation %udget: PICRC has borne some of the expenses such as the boat transportation and utility and water. 

/arge part of PICRC and PCC contribution is in-kind such as the staff engaged in project activities and laboratory 
facilities/equipment used for the Project.   

� (YDOXDWLRQ 7HDP 
0HPEHU  Mr. Steven 9ictor 

Ms. Metiek .imie Ngirchechol  
Mr. Foober Skebong 
Mr. .azunobu Suzuki  
Ms. Reiko Iitsuka  
Mr. Hiroyuki Okuda 
Dr. Yoshifumi Yasuoka 
Mr. Hiroki .abumoto 

Director, The Nature Conservancy Micronesia  
/aboratory Supervisor, Environmental 4uality Protection %oard (E4P%) 
National PAN (Protected Area Network) Office Coordinator 
Director, Natural Environment Team 1, Global Environment Dept. JICA 
Natural Environment Team 1, Global Environment Dept. JICA 
Tekizaitekisho //C 
Research Supervisor, Dept. of International Affairs (SATREPS Group), JST
Chief, Department of International Affairs (SATREPS Group), JST 

3HULRG 10 September 201�䡚30 September 201� 7\SH RI (YDOXDWLRQ䠖Terminal Evaluation 
� 3URMHFW 3HUIRUPDQFH 
��� 3URJUHVV LQ $FKLHYLQJ ([SHFWHG 2XWSXWV 

The extent of achievements is primarily assessed based on indicators in the latest PDM (Project Design Matrix) which 
was agreed with the Minutes of Meeting on 28th September 2016. These indicators and their assessment are as follows. 

Outputs Indicator Assessment at the time of Terminal Evaluation 
Output 1 a. %y 1.5 years later after the project starts, a comprehensive 

marine database on all core-sites is open to the public, 
following the policies of the involved parties (target 
core-sites� more than 3 sites) 

Partially achieved.  
(Database on coral reef monitoring and water 
temperature monitoring at 15 sites were developed 
and being updated, yet to be made open.)  

b. %y 2 years later after the project starts, basic database 
management system for Palauan marine species list is 
developed and open to the public. 

Partially achieved.  
(Database on marine species list was developed, yet to 
be made open.) 

c. %y 1.5 years later after the project starts, stress 
experiment systems are built at PICRC. 

Achieved. 
(Equipment was installed.)  

d. %y 2.5 years later after the project starts, monitoring 
protocol for coral reef organism is supplemented and 
proposed to Palau-side. 

Achieved.  
(Protocols/manuals on coral reef monitoring were 
prepared and shared with Palau-side.)  

e. %y 5 years later after the project starts, genetic data are 
established and open for the public. 

Plans to be achieved.   
(Activities on genetic data continue in the 5th year.) 

Output 2 a. %y 4 years later after the project starts, research results 
are reported in domestic (Japan/Palau) / international 
conferences as well as international journals (at least one 
article / activity). 

Partially Achieved.  
(Many presentations were made by research groups 
at domestic/international conferences, but the 
integration of natural and social sciences is yet to be 
realized.)  

Output 3 a. In the 1st year of the Project, quarterly exhibitions of the 
project activities are held at PICRC. 

Achieved. 
(Posters and touch panels were prepared for 
aquarium.)  

b. %y 2.5 years later after the project starts, lectures and 
workshops for enlightening people about project 
activities are held and their understanding is improved 
(more than one time). 

Achieved.  
(W/S for state PAN coordinators and rangers, 
P-CoRIE seminars on occasion of JCC, special 
session at ICRS 2016 in Hawaii.)  

Output 4 a. %y 3 years later after the Project starts, protocols for 
molecular biology, physiological experiments are 
prepared for PICRC staff and utilized by themselves 
following the policies of the involved parties. 

Partially achieved. 
(Instructions were prepared for analyzing water 
chemical environment and physiological 
measurement instrument, and have been utilized by 
PICRC staff.)   

b. Within the project period, more than one article by PICRC 
staff is accepted to an in international, peer-reviewed 
journal(s). 

Achieved. 
(Two articles were published.) 

 
Output 5 a. Within the project period, necessary data/information for 

environmental response is established and proposed to 
Palau government. 

Plans to be achieved.  
(Technical reports are being prepared for that 
purpose.) 
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b. %y 4 years later after the project starts, local stress 
suppression measures under the impact of climate change 
on coral reef and island ecosystem are considered. 

Achieved.  
(Some suggestions have been made by each research 
group on several occasions.)  

c. %y 5 years later after the project starts, policy alternatives 
including options for sustainable Palauan society based on 
tourism, economy and ecosystem management is prepared 
for Palau Government¶s authority. 

Plans to be achieved.  
(Technical report and executive summary for policy 
makers will be prepared for the purpose.) 

  Indicators with “Partially Achieved” or “Plans to be achieved” are associated with Output 1 (database open to the 
public), Output 2 (integration of social science and natural science), and Output 5 (preparation of policy proposal). These 
indicators are expected to be achieved during the remaining cooperation period.  
��� 3URVSHFW RI $FKLHYLQJ WKH 3URMHFW 3XUSRVH 

There are three PDM indicators set the Project Purpose� one indicator a) has been partially achieved, and the other two 
b) and c) plan to be achieved by March 2018.  

Indicator Assessment at this point 
a. Monitoring is continuously operated by Palauan authorities. Partially Achieved.   

(Addition is considered to the coral reef monitoring already 
conducted by PICRC.)  

b. Data/information bases developed by the project are 
maintained continuously and become accessible for the 
public, following the policies of the involved parties. 

Plans to be achieved.  
(Developed data/information bases are yet to be transferred 
to Palauan side, and open to researchers.)    

c. A comprehensive policy alternative including options for 
sustainable Palauan society based on tourism, economy and 
ecosystem management is proposed to Palau government as 
the adaptation to climate change. 

Plans to be achieved.  
(The first meeting for science and policy dialogue with OE. 
members was held on � July 201�.) 

With regard to Indicator c), PICRC regards the science and policy dialogue as the first step of the process to submit a 
policy proposal (based not only on the Project, but also on PICRC activities over the past 1� years) to the Palau 
government. Alongside of the process, the Project is currently preparing “Technical Report” and expects to develop a 
“Summary for Policy Makers” for that purpose. At the final symposium planned in December 201�, possible policy 
recommendations resulting from the Project over the past 5 years will be presented and discussed. 
��� 3URVSHFW WRZDUGV DFKLHYLQJ WKH 2YHUDOO *RDO 

It is possible for the Overall Goal to be achieved with the actions of PICRC as demonstrated by the science and policy 
dialogue with OE. (Palau National Congress) members.      

Indicator Assessment at this point 
a. Recommended policy alternatives proposed by the project 

are adopted by Palau government as the adaptation to 
climate change. 

Possible to achieve.  
(The first meeting for science and policy dialogue with 
OE. members was held on � July 201�.) 

PICRC considers that the submission of policy proposal is important to cause actual impact, and see a 3-year timeframe 
for the preparation and submission of a substantial proposal to law makers, targeting 2019-2020. 
� 5HYLHZ %DVHG RQ WKH )LYH (YDOXDWLRQ &ULWHULD 
��� 5HOHYDQFH 
The relevance of the Project remains high. 
・ The relevance of the Project to Palau¶s coral reef and island ecosystem conservation remains high with relevant 

national laws (i.e., Public /aw No 6-39 of 2003, so-called PAN Act, and Public /aw �-42 of 2008) remain unchanged. 
Palau Climate Change Policy 2015 includes “8nGertaNe GetaiOeG site�speFiIiF stuGies on the iPpaFts oI tePperature 
FhanJe anG oFean aFiGiIiFation on Parine eFos\stePs�Iisheries”, and Palau Responsible Tourism Policy Framework 
201�-2021 includes “6ustainabOe Farr\inJ FapaFit\ ranJes are estabOisheG� GeterPininJ aFFeptabOe OeYeOs oI 
enYironPentaO� FuOturaO anG FoPPunit\ iPpaFts”. As such, the Project contribute to the PAN system protecting 
Palau¶s natural resources as well as to activities called for by Palau¶s climate change policy and tourism policy.       

・ The CEO and chairman of the board of directors of PICRC confirm that the Project is aligned with the organization¶s 
needs and expectations. The Project is also mentioned in the PICRC Five Year Strategic Plan 2013-201�.  

・ The approach taken by the Project to address the target issue is appropriate. PICRC was constructed in 2000 with 
Japan¶s grant aid, then supported by “Palau International Coral Reef Center Strengthening Project (Oct 2001 ± Sep 
2006)” and “The Capacity Enhancement Project for Coral Reef Monitoring (Jul 2009 ± Jul 2012). The Project is the 
continuation and development of such precedent JICA Technical cooperation projects. The design of PDM is also 
appropriate as Project Purpose and Overall Goal are clearly linked. On the other hand, some indicators are only 
vaguely stated, and the timeline of some indicators could have reflected the real progress of implementation.       

・ The Country Assistance Policy of Japan for Republic of Palau (April 2012) includes enYironPentaO FonserYation anG 
FOiPate FhanJe FontroO as one of key priority areas, under which the government of Japan aims to support the 
conservation of coral reef and its ecosystem for realizing the sustainable development. 

��� (IIHFWLYHQHVV 
・ The Project has achieved most of PDM indicators, and the Project has a good potential to achieve all the PDM 

indicators, thereby attaining the Project Purpose and causing its intended effects during the remaining cooperation 
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period.  
・ There are still some activities that need to be strengthened/expedited to achieve the PDM indicators: scientific data 

systems (Indicator 1-a, 1-b, 1-e)� integration of natural and social science (Indicator 2-a)� and documentation of policy 
options/proposals (Indicator 5-a, 5-c). Regarding the three activities to be strengthened/expedited for achieving the 
PDM indicators, the Plan of Operation for the next 6 months till March 2018 is to be discussed in the Project to ensure 
the completion of these activities.  

・ Towards achieving the Project Purpose, in order to discuss the way-forward and schedule on the policy proposal, 
PICRC will have an internal meeting on October 2, 201�, then the discussion will continue at the PICRC %oard of 
Directors meetings in October (the board meeting is held every 3 months). The Project will prepare a policy 
recommendation, and PICRC will see to it that the recommendation, while being revised occasionally, will be 
consequently adopted in 3 years (This is also the Indicator of Overall Goal). The next board meeting in October 
(beginning of the new fiscal year) where the new “PICRC Five-Year Strategic Plan 2018-2022” will be discussed and 
approved, supposedly including the preparation of policy recommendation.    

・ Actions recommended by the Mid-Term Review are in the process of implementation. Activities of Task Force are 
ongoing through informal meeting and skype/chat meeting, besides monthly PI meeting.  

��� (IILFLHQF\ 
The efficiency of the Project to date is relatively high. 
䞉 The efficiency of the Project is assessed relatively high as activities in general are being conducted on schedule. The 

efficiency of implementation, however, basically varies by research group (some research groups are efficient whereas 
other are not). It is notable that activities of Output 5 on policy recommendation are slightly behind the Plan of 
Operation.  

䞉 In general, inputs to the Project such as dispatch of Japanese experts/researchers, installation of equipment, and 
training in Japan have been managed properly and efficiently. The timing, quality and quantity of inputs, particularly 
those of equipment, were appropriate and on schedule. Inputs which were frequently mentioned as effective are the 
long-term training in Japan of two PICRC researchers and measurement/experimental equipment installed at PICRC. 

䞉 Following the Mid-term review recommendations, Task force was timely formed for integration of outputs from 
different groups, and also a local consultant was hired to expedite activities of Output 5. Touch panel exhibition 
system at the PICRC aquarium were established on time by researchers with the help of JOC9 (Japan Overseas 
Cooperation 9olunteers) personnel dispatched to PICRC with the assistance of education staff. Policy Development 
Officer was newly recruited by PICRC in 201� to initiate the process of policy recommendation, and this recruitment 
was timely as the Project was getting into the last year of the project term.   

��� ,PSDFW 
The impact of the Project is relatively high.  
䞉 A key positive impact of this Project is to pave the way towards achieving the Overall Goal by providing scientific 

foundation. Towards the approval of policy recommendations (as in the PDM indictor), PICRC already started the 
process with “Science and Policy: Dialogue with OE. members”. CEO assures that sharing recommendations/results 
of research to inform policy and management decision is important, and policy briefs to the OE. is also mentioned as 
one key milestones in the PICRC Five Year Strategic Plan (2013-201�). The Chairman of %oard of Directors 
considers that the preparation and adoption of such recommendation will be carried out in the next 3 years, targeting 
2019-2020. As such, it is likely for the Overall Goal to be achieved with the commitment of PICRC based on good 
recommendations resulting from the Project.        

䞉 One of notable impact that the Project has already caused is the capacity development of state PAN 
coordinators/rangers, particularly those of .oror and Airai states. At the On-site Training on Coral Reef Monitoring 
for Airai State conducted by the Project with about 10 participants (2016/2/8-1�), “Marine Ecological Monitoring Plan 
Airai State” was developed. Rangers of Airai State acknowledged that the training and the plan were very useful.    

䞉 The establishment of molecular laboratory in PCC has enhanced the chance for PCC students (as well as intern 
trainees) to consider the hard-science as one of their future choice. In fact, a PCC graduate who completed internship 
with supervision of project experts continued his education to receive a degree from university abroad.  

䞉 Green Fins Workshop was held on 1st through 3rd March 201� co-hosted by the Project, PCS (Palau Conservation 
Society), and Reef-World Foundation (NGO in U.), with about 45 participants from %ureau of Tourism, Palau 
9isitors Authority, .oror State government, local tourist agents such as diving services, on international standards for 
an environmentally friendly diving and snorkeling. In August through September 201�, three staff members of 
Reef-World Foundation visited Palau again and conducted a workshop at .oror State (Assessor Training). Two diving 
services will be accredited by Green Fins assessment system.   

䞉 There are some impacts in terms of introducing novel techniques. For example, patching process of multiple pieces of 
photo-quadrates data are effectively improved by introducing semi-automated method (as described in the manual) 
that made the continuous monitoring by PICRC staff with less cost and time. 

䞉 A new coral reef species was discovered by the biodiversity group in 2016 through its project activities. The article 
was also carried by a local newspaper. The new species was identified and given the scientific name Epizoanthus 
beriber. Carrying out the study of Nikko %ay indicated the high biodiversity and unique environment of the %ay. This 
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was a new finding, and the value of Nikko %ay and recognition of Palau in the global science community has been 
increased nationally and globally.       

��� 6XVWDLQDELOLW\ 
The prospect of sustainability is relatively high.  
(Policy and institutional viewpoint: high) 
䞉 The recognition of PICRC has been increased in the Government and among the public as demonstrated by the good 

relationship with Congress members and some State governors. Additionally, PICRC management has been improved 
over the past years in terms of its financial and human resource situation.   

䞉 National policy and institutional environment are conducive to sustain the project benefits. No significant policy 
changes are foreseen associated with sustainable management of marine ecosystem. 

(Organizational and human resource viewpoint: relatively high) 
䞉 From organizational and human resource viewpoint of PICRC, the project benefits are more likely to be sustained. 

Capacity of PICRC staff is strengthened in the process of implementing the Project. At present, PICRC has four 
researchers, and another four researchers are studying abroad (including the one at University of Ryukyus). Having 
eight researchers, PICRC considers the current number of researchers is enough to carry out research activities.  

䞉 PICRC and University of the Ryukyus consider updating the current MoU (Memorandum of Understanding) for the 
SATREPS program, expecting continuous research collaboration even after the Project. Additionally, with the MoU 
between PICRC and International Coral Research and Monitoring Center in Ishigaki-city (Japanese Ministry of 
Environment), some researches and information sharing will continue.  

(Financial viewpoint: relatively high) 
䞉 From financial viewpoint, it is difficult to assess the prospect of sustainability in general. Financial resources are 

subjective to external conditions such as economic condition in the country, priority of the government, and 
unexpected increasing in operation costs (e.g., natural disaster). Even under such uncertainty, with the appropriation 
from the national government of US� 400,000, PICRC is more likely to be sustainable from financial point of view. 
Accordingly, some parts of activities developed by the Project are also expected to be sustained.   

䞉 During the Project, PICRC has borne some of the expenses such as the boat transportation, utility 	 water. %udget of 
PICRC comes from the national government appropriation, grants/fund raising, donation, revenue from the gift shop, 
rental fee of laboratory equipment, rental fee of the conference room, long-term tenant such as the office of PAN 
Fund, and aquarium entrance fee. PICRC expects revenue from increasing number of visiting researchers in using 
laboratory equipment and conference room. 

(Technical viewpoint: relatively high)  
䞉 From technical viewpoint, the annual monitoring of permanent photo quadrats and seawater temperature can be 

sustained. %efore the Project, PICRC already established 22 permanent monitoring sites around Palau on major reef 
types, and every two years monitors key parameters on coral reefs and ecosystems. New components have been 
designed to be incorporated into the current monitoring protocol of PICRC, and the Project will discuss with PICRC as 
to which sites and method should be incorporated for continuous monitoring.  

䞉 Research on biodiversity including the maintenance of database and on environmental change may be carried on by 
two PICRC researchers studied at University of Ryukyus. As for social science and policy recommendation, two 
PICRC staff has already been assigned (or recruited). They have technical capacities, which are necessary for 
continuing relevant activities.  

䞉 One concern expressed is on the DNA laboratory set up at the PCC, the maintenance of which still needs to be 
discussed between PCC and PICRC including who is going to be main users of the equipment.    

��� )DFWRUV WKDW KDYH SURPRWHG RU KLQGHUHG WKH LPSOHPHQWDWLRQ RI SURMHFW 
䞉 (Promoting factor) Promoting factor mentioned by PICRC is the presence of not only PI (Project Inspectors) but also 

young (post-doctoral) researchers from Japan who have actively promoted project activities.  
䞉 (Hindering factor) %oth Palauan and Japanese sides stressed out the high turnover (due to study in abroad, retirement, 

move to another office) of PICRC staff over the past five years, not to mention the change of assigned personnel on 
social science have affected project activities.  

� 5HVXOWV RI WKH 7HUPLQDO (YDOXDWLRQ 
��� &RQFOXVLRQ 

The Project has been carried out satisfactory after the Mid-term Review even though some activities were delayed. The 
Project Purpose is likely to be achieved by the end of the Project if data/information base are handed over to Palauan side 
and it is open to researcher, and policy recommendations from the Project is proposed to the Palau Government. The 
capacity of sustainable management of coral reef management and island ecosystem in Palau has been strengthened. In 
addition, the Project has been contributed to the increased recognition of PICRC¶s work both at the national and the 
international level. It should be noted that this is attributed to the good relationship among PCRC¶s, PCC and University of 
Ryukyus as well as outputs from the previous technical assistance from Japan.    

The relevance of the Project remains high, aligned with relevant laws/policies in Palau. The effectiveness of the Project 
is relatively high as the Project has a potential to achieve the Project Purpose and to cause intended effects during the 
remaining cooperation period. The efficiency of the Project is also relatively high as activities are almost on the schedule 
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though there are some delays in some activities. The impact of the Project is relatively high with PICRC already having 
started activities towards the Overall Goal. As with the prospect of sustainability, it is relatively high from policy 	 
institutional, organizational 	 human resources, financial, and technical viewpoint.  
��� 5HFRPPHQGDWLRQV 
To Palau-side for actions after the project completion: 
1) The leaderships at PICRC and PCC have been playing crucial roles in the implementation of the Project activities. To 

continue the Project activities and to achieve the overall goal, such good administrative leaderships should be 
maintained.  

2) Through the Project, the capacity at PICRC has been strengthened, having acquired advanced knowledge and 
information on coral reef and sustainable coral reef management. Accordingly, PICRC is to start to consider aiming to 
be the Center of Excellence for coral reef conservation in Asia and the Pacific to promote sustainable coral reef 
management in the region.  

3) Recognizing the impact of the communication, it is important for PICRIC to invest some financial resources to 
communicate with the public through personnel with expertise in scientific communication. 

��� /HVVRQV /HDUQHG 
1) During the implementation of a project, gaps between the reality and the PDM tend to be recognized. To avoid them, 

a project team should hold a meeting regularly to monitor progress of the project and revise a PDM according to the 
actual progress and issues. Additionally, if indicators are not clear to be understood as the project progresses, those 
indicators should be redefined clearly to be understood.  

2) Often it is difficult for the Project to unite outputs from the Project components. Thus, establishment of Task Force 
helps to effectively connect outputs from each component and contributes to the achievement of the Project Purpose. 

3) Utilizing results/outputs from the previous project(s) greatly contributes to the success of the project activities. 
Therefore, it is important to introduce the results/outputs of the previous project and utilizing those appropriately, 
even after project starts.  

4) Project should be designed with well-balanced inputs from Japanese side and partner country side for maximizing 
benefits from the project.  
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第 1 章 合同終了時評価調査の概要

㸯㸫㸯 ⫼ᬒ

サンࡣ♋ࢦᾏὒ⥲㠃✚の 1㸣ᮍ‶にࡶかか93,000ࠊࡎࡽࢃ ✀௨上の生物ࡀ生ᜥし࡚おりࠊ生物

多様性ࡀᴟ࡚ࡵ㧗࠸ᾏᇦで࠶るࠋパࣛ࢜ඹ࿴国㸦௨ୗࠕࠊパࣛ࢜ 㸧ࠖࠊࡣୡ⏺的にࡶ㐀♋サンࢦ✀

の多様性ࡀ㧗࠸ᾏᇦに位置し࡚おりࠊ同国のサンࢦ♋生ែ⣔ಖ全の㔜要性ࡣ国㝿的にㄆ㆑され࡚

サࠊ的Ⓨᒎの୺㍈とし࡚位置づけ࡚おり῭⤒ࢆ฼用したほග㛤Ⓨࢆቃ⎔↛⮬ࡣ政ᗓ࢜パࣛࠋる࠸

ンࢦ♋生ែ⣔のಖ全ࡣ㔜要なㄢ㢟とな࠸࡚ࡗるࠋしかしࠊ㏆ᖺでࡣᅵ地㛤Ⓨ・ほග฼用のቑຍࠊ

Ẽೃኚ動のᙳ㡪によるサンࢦ♋生ែ⣔のᦆኻࡀᠱᛕされ࡚࠸るࠋパࣛ࢜の持続的♫఍⤒῭㛤Ⓨの

実現にࠊࡣサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔の⥔持⟶⌮に係る⥲合ᑐ策ࢆ❧᱌・実㊶するᚲ要࠶ࡀるࠋ

୍方ࠊ⌰⌫኱ᏛࡣἈ⦖ㅖᓥࢆ中ᚰとした研究によࠊ࡚ࡗ㛤Ⓨ⾜Ⅽにక࠺ローカル・スケールの

⎔ቃ負Ⲵにຍࠊ࠼地⌫つᶍの ᬮ໬・ᾏὒ㓟性໬ࠊࡀサンࢦ♋の生物多様性ཬび生ែ⣔サービス

のపୗࢆᘬࡁ㉳ࡇしࠊᓥᕋ⤒῭ཬび♫఍・ᩥ໬に多኱なᦆኻࢆ与࠼ᚓるࡇとࢆ実ドし࡚ࡁたࠋま

たࠊ本プロジェクトのカ࢘ンターパート㸦Counterpart㸸C/P㸧機関で࠶るパࣛ࢜国㝿サンࢦ♋セン

ター㸦Palau International Coral Reef Center㸸PICRC㸧とࠊࡣ኱Ꮫ㝔生ࡸ研修ဨの受入れࠊ国㝿サン

ࠋたࡁれ࡚ࡽࡵ進ࡀた活Ⓨな஺ὶࡌ㏻ࢆ࡝における㆟ㄽなࣈ࢕ࢸアࢩイニ♋ࢦ

኱Ꮫと⌫⌰ࠊ国にᑐしࡀࢃࡣ政ᗓ࢜パࣛࠊࡽした背景か࠺ࡇ PICRC 実施機関とする⛉Ꮫ研究ࢆ

の協働᥎進ཬび人材⫱成ࢆ㏻ࠊࡌサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔の⥔持⟶⌮に向けた⥲合政策࢜プࣙࢩンࢆ

提言するࡇとࢆ目的とし࡚ࠊ本プロジェクトࢆ地⌫つᶍㄢ㢟ᑐᛂ国㝿⛉Ꮫ技術協ຊ㸦Science and 

Technology Research Partnership for Sustainable Development㸸SATREPS㸧᱌௳とし࡚要ㄳしࠊᢎㄆ

された2013ࠋ ᖺ 2 ᭶に⥾結されたウ㆟㆟஦㘓㸦Record of Discussions㸸R/D㸧に基づࠊ࡚࠸本技術

協ຊプロジェクトࡀ 2013 ᖺ 4 ᭶かࡽ㛤ጞされ2018ࠊ ᖺ 3 ᭶までの 5 ᖺ間の予定で実施され࡚࠸

るࠋ

合ពされたR/D 当ヱプロジェクトの協ຊᮇ間の中間Ⅼのࠊ࠼㋃まࢆ 2015 ᖺ 10 ᭶にࠊࡣ日本ഃ

とパࣛ࢜ഃの࣓ンࣂーにより構成される合同調査団による中間レビュー調査ࡀ実施されたࠋ௒⯡ࠊ

残りの協ຊᮇ間ࡀ約 6 ࣨ᭶となࡗたࡇとかࠊࡽプロジェクトの投入ࠊ活動ࠊ成果ࢆ☜ㄆしࠊプロ

ジェクト目標と上位目標の達成見込みࢆศᯒするととࡶにࠊ評価 5 項目㸦妥当性ࠊ有効性ࠊ効率

性ࠊインパクトࠊ持続性㸧のほⅬかࡽ合同終了時評価ࢆ実施するࡇととなࡗたࠋまたࠊプロジェ

クトの残りᮇ間のㄢ㢟ཬび௒ᚋの方向性に࡚࠸ࡘ☜ㄆしࠊ評価結果とే࡚ࡏ合同終了時評価調査

とし࡚ྲྀりまとࡵた上でࠊ合同調整ጤဨ఍㸦Joint Coordination Committee: JCC㸧にෆᐜࢆሗ࿌するࠋ

㸯㸫㸰 ⤊஢᫬ホ౯調査の┠ⓗ

終了時評価調査の目的ࡣ次の㏻りで࠶るࠋ

㸦１㸧プロジェクトの投入ࠊ活動・成果の進捗ࠊཬび実施プロセスࢆ☜ㄆしࠊプロジェクト目

標の達成見込み᳨ࢆドするࠋ

㸦２㸧評価 5 項目㸦妥当性ࠊ有効性ࠊ効率性ࠊインパクトࠊ持続性㸧のほⅬかࠊࡽプロジェク

トࡀ㡰調に成果達成に向け࡚実施され࡚࠸るかࢆ☜ㄆするࠋ

㸦３㸧プロジェクトの残りᮇ間における成果達成およびプロジェクト終了ᚋの成果の活用・持

続性にかかる提言ࢆᢳฟするࠋ
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㸦４㸧評価結果と提言ྲྀࢆりまとࠊࡵඛ方実施機関との協㆟ࢆ㋃まࠊ࡚࠼JCC にお࡚࠸の合ព

ᙧ成ࢆ図りࠊ఍㆟㆟஦㘓㸦M/M㸧⨫ྡにより☜ㄆするࠋ

㸯㸫㸱 プロジェクトのᴫせ

プロジェクトの概要2013ࠊࡣ ᖺ 2 ᭶に⨫ྡされたプロジェクトのR/D に♧され࡚おりࡑࠊれࡀ

プロジェクトのロジカル・フレーム࣡ークで࠶る PDM㸦プロジェクト・ࢨࢹイン・࣐トリクス㸧

の様ᘧに㌿グされ࡚ࠊプロジェクト活動実施のたࡵの日ࠎのࣔニタリングཬび⟶⌮ツールとし࡚

฼用され࡚࠸るࠋ௒ᅇの終了時評価調査にお2016ࠊࡣ࡚࠸ ᖺ 9 ᭶ 28 日⨫ྡの M/M ῧ௜㈨ᩱで࠶

るࠕPDM ver.20160921ࠖࠊࢆPDM ᭱新∧とし࡚プロジェクト概要にかかるཧ↷㈨ᩱとしたࠋ同

PDM に基づくプロジェクトの概要ࡣ௨ୗのとおり 3F

㸦ῧ௜ࠋ4 1㸧

プロジェクトのᴫせ

1) 実施ᮇ間 2013ᖺ4᭶㹼2018ᖺ3᭶㸦5ᖺ間㸧

2) ᑐ㇟地ᇦ パࣛ࢜全ᅵ

3) 上位目標 本プロジェクトの成果ࠊࡀパࣛ࢜におけるサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔の⥔持⟶⌮に係

る政策の❧᱌・実施に活用される 4F

ࠋ5

4) プロジェクト目標 パࣛ࢜におけるサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔に࡚࠸ࡘの研究⬟ຊཬび持続的な⥔持⟶

⌮⬟ຊࡀᙉ໬される5F

ࠋ6

5) 成果 1. サンࢦ♋ᓥᕋᇦ生ែ⣔・ᾏὒ⎔ቃに関する⥅続的なࣔニタリングにᚲ要な⛉

Ꮫ的ࢹータࢩスࢸムࡀ整⌮される 6F

   ࠋ7

2.  ⮬↛⛉Ꮫ的・♫఍⛉Ꮫ的なศᯒཬび評価ࢆ㏻ࠊࡌẼೃኚ動ᙳ㡪ୗにおけるサ

ンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔の持続的な⥔持⟶⌮に㈨する知見・ㄢ㢟ࡀᢳฟされるࠋ

3.  サンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全ཬび生物多様性と生ែ⣔サービスにᑐするఫẸ

の⌮ゎࡀᗈࡀるࠋ

4.  サンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全にᚲ要な専門的技術・知見ࡀඹ有されࠊ人材ࡀ⫱

成されるࠋ

5.  サンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全に㈨する政策提言ࢃ⾜ࡀれるࠋ

㸯㸫㸲 調査ᅋのᵓᡂ

合同終了時評価ࠊࡣ次の࣓ンࣂーによる調査団により実施されたࠋ

㸦㸯㸧パࣛ࢜ഃ

Ặྡ ᢸ当஦項 ᡤᒓ

Mr. Steven Victor 評価 The Nature Conservancy Micronesia イレクターࢲ

Ms. Metiek Kimie Ngirchechol 評価
スーパーࣂイࢨーࠊ⎔ቃရ㉁ಖ全ጤဨ఍㸦Environmental 

Quality Protection Board : EQPB)

Mr. Foober Skebong 評価 国家 PAN ス調整ᐁ࢕フ࢜

4 PDM㸦ⱥᩥ㸧の࿴ᩥヂにࠊࡣ࡚࠸ࡘ中間レビュー調査ሗ࿌᭩㸦ᖹ成 28 ᖺ 6᭶㸧p2㹼4のࠕプロジェクト概要表ࠖおよびࠕプロ

ジェクトの要約とᣦ標㸦ver.20150831㸧ࠖ に࠶る࿴ᩥࢆ用࠸たࠋなおࠊPDM ver.20150831 かࡽ PDM ver.20160921 へのᨵゞⅬࠊࡣ

活動ࠕ 1-8ࠖの新つ㏣ຍࠊおよびࠕ活動 1-10ࠖのኚ᭦ࠊの 2Ⅼのみで࠶りࠕࠊ上位目標 プロジェクト目標ࠕࠊࠖ 成果ࠕࠊࠖ ᣦ標ࠖࠕࠊࠖ

の㒊ศにኚ᭦ࡣなࠋ࠸
5 上位目標にかかるᣦ標で᫂☜にされ࡚࠸るとおりࠕࠊパࣛ࢜政ᗓのࠖ政策の❧᱌・実施に活用されるࡀࠊ想定され࡚࠸るࠋ
6 終了時評価ሗ࿌᭩ p11のࠕプロジェクトのアプローチの適切性ࠖでࡶ☜ㄆのとおりࠊパࣛ࢜ഃの研究実施機関で࠶るࠕPICRC
㸦および PCC㸧のࠖ研究⬟ຊおよび持続的な⥔持⟶⌮⬟ຊのᙉ໬ࡀࠊプロジェクト目標で࠶るࠋ

7 る࠶ഃの研究実施機関で࢜パࣛࠊࡶれの成果ࡎ࠸ PICRC㸦および PCC㸧にお࡚࠸達成されるࡁ࡭成果ࠊで࠶るࠋ
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㸦㸰㸧 ᪥ᮏഃ

Ặྡ ᢸ当஦項 Organization
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⮬↛⎔ቃ第୍チーム 専門კク

ዟ⏣ ᾈஅ 評価ศᯒ 合同఍♫ 適材適ᡤ
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ᰴ本 ᾈ㍤ SATREPS ィ⏬・評価 JST ୺査

㸯㸫㸳 調査スࢣジࣗール

終了時評価調査2017ࠊࡣ ᖺ 9 ᭶ 10㹼30 日の日⛬で実施されたࠋ 㸦ῧ௜ 2㸧

㸯㸫㸴 ⤊஢᫬ホ౯調査の᪉ἲ

終了時評価調査ࠕࠊࡣJICA ஦ᴗ評価࢞イࣛࢻイン 7ࠖF

8にἢࠊ࡚ࡗᚲ要なࢹータ・᝟ሗࢆ཰㞟ࠊ整

評価ࠊィ⏬達成≧ἣࠊ当ึィ⏬と活動実績ࠊศᯒしࠊ⌮ 5 項目➼のほⅬかࠊࡽプロジェクトの進

捗≧ἣࢆ⥲合的に評価するࠋ終了時評価調査の実施方法ࡣ௨ୗの㏻りࠋ

㸦１㸧パࣛ࢜ഃと合同で評価ࠋ࠺⾜ࢆ

㸦２㸧評価グリッࢻ㸦᱌㸧に基づࠊࡁ୧国投入実績ࠊプロジェクト関係者かࡽのࣄアリングࠊ現

地どᐹࡗ⾜ࢆた上でࠊ合同評価ࢆ実施するࠋ 㸦ῧ௜ 3㸧 㸦ῧ௜ 10㸧

㸦３㸧5項目㸦妥当性ࠊ有効性ࠊ効率性ࠊインパクトࠊ持続性㸧評価ࢆ実施するࠋ

㸦４㸧プロジェクトの残りᮇ間のㄢ㢟と௒ᚋの方向性に࡚࠸ࡘ☜ㄆするࠋ

㸦５㸧評価結果ࡣ合同終了時評価ሗ࿌᭩にྲྀりまとࠊࡵ୧国の評価チーム௦表者ࡑࡀれࡒれ⨫ྡ

するࠋ

㸦６㸧JCC に࡚合同評価結果ࢆሗ࿌するࠋJCC ཮方の௦ࢆ㆟஦㘓ࡴྵࢆ合同評価結果のᢎㄆࠊࡣ

表者㸦JICAࡵྵࡶ㸧ࡀస成の࠼࠺⨫ྡするࠋ

㸦７㸧現地調査終了ᚋࠊᖐ国ሗ࿌఍に࡚調査結果ࢆሗ࿌するࠋ

㸦８㸧終了時評価調査ሗ࿌᭩㸦ⱥᩥ・࿴ᩥ㸧ࢆస成するࠋ

なおࠊJICA の実施するプロジェクト評価におࠊ࡚࠸評価の価್ุ᩿の基‽とし࡚᥇用され࡚࠸

るࠕ評価 5 項目ࠖ1991ࠊࡣ ᖺにOECD-DAC㸦⤒῭協ຊ㛤Ⓨ機構 - 㛤Ⓨ援助ጤဨ఍㸧で提ၐされ

た㛤Ⓨ援助の評価基‽で࠶りࠊ次の 5 項目かࡽなるࠋ

㡯┠ ホ౯の୺などⅬ

ጇᙜᛶ ┦手国䜔ター䝀ットグループの政策・方㔪、ඃ先ᗘ䜔ニー䝈と、プロジェクトの┠ᶆ・ୖ఩┠ᶆと
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－ 3 －
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ຠ⋡ᛶ プロジェクト䛜ᮇᚅする成果（アウトプット）䜢㐩成するためにຠ果ⓗに資※（インプット）䛜౑䜟

䜜ているかど䛖か䜢䜏る。

インパクト ୖ఩┠ᶆ䜈の㐍ᤖᗘྜもྵめて、プロジェクトによ䛳てពᅗⓗまたはពᅗ䛫䛪に生䛨るṇ・㈇の

変化䜢ホ౯する。環境・㈋ᅔ๐ῶ・ジェン䝎ー➼の㛤Ⓨᣦᶆにもたらすᙳ㡪䜢ྵ䜐。

ᣢ⥆ᛶ プロジェクトによるᨭ᥼䛜⤊஢しても成果・౽┈䛜⥅⥆するかど䛖かについて、政策・ไᗘ、⤌

⧊・ேᮦ、ᢏ⾡、㈈政のྛどⅬからのぢ㎸䜏。
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第 2 章 プロジェクトの実績

㸰㸫㸯 ᢞධᐇ⦼

㸦日本ഃ㸧

２－１－１ 専門家・研究者の派遣

2013 ᖺ 4 ᭶のプロジェクト㛤ጞ௨㝆 2017 ᖺ 9 ᭶までの間にࠊ⌰⌫኱Ꮫのᩍᤵ・෸ᩍᤵ㸦本

プロジェクトでࠊࡣパࣛ࢜ഃࠕカ࢘ンターパート㸦C/P㸧ࠖ とᑐẚさࠕ࡚ࡏプロジェクト・イン

ス࣌クター㸦PI㸧ࠖ と࿧ࡤれ࡚࠸る㸧ࠊおよび࣏スト・ࢻクターㄢ⛬の研究者な࡝ィ 18 人の専門

家・研究者5ࠊࡀ 2013ࠊࡣに㛗ᮇベースでࡽさࠋる࠸の成果にᑐし࡚▷ᮇベースで派遣され࡚ࡘ

ᖺ 7 ᭶より 1 ྡのᴗົ調整専門家ࡀ PICRC に派遣㸦配ᒓ㸧され࡚࠸るࠋ㸦ῧ௜ 4㸧

２－１－２ 供与機材

୺な供与機材とし࡚ࠊࡣ調査用࣎ート 1 DNAࠊỈ㉁ 定関連機ჾࠊྎ ศᯒ機ჾࠊ㓟性໬・ 

ᬮ໬実㦂Ỉᵴཬびࢩスࢸムなࡀ࡝タ置ࠊ供与されࡇࠊれまでの合ィ㔠㢠ࠊࡣパࣛ࢜での㉎入ศ

156,256 ルおよび本邦での㉎入ศࢻ 55 ⓒ୓෇とな࠸࡚ࡗるࠋなおࠊPICRC のࣛࣛ࣎トリー・ス

DNAࠊࡵるた࠶ࡀースに㝈り࣌ ศᯒ機ჾにࡣ࡚࠸ࡘ PCC に⛣動・タ置されたࠋ 㸦ῧ௜ 5㸧     

２－１－３ 本邦研修

2 ྡの PICRC 研究者ࡀ⌰⌫኱Ꮫで㛗ᮇ研修ࢆ受け࡚࠸る1ࠊࡕ࠺ࠋ ᚓ㸦2013ྲྀࢆ修ኈྕࡣྡ

ᖺ 9 ᭶㹼2016 ᖺ 3 ᭶㸧し࡚᪤に PICRC で໅ົし࡚おり࠺ࡶࠊ 1 現ᅾ㸦2016ࡀྡ ᖺ 4 ᭶㹼2018

ᖺ 3 ᭶㸧修ኈྕྲྀࢆᚓ中で࠶るࠋ また8ࠊ ྡの PICRC ⫋ဨࡀ⌰⌫኱Ꮫおよび日本のᗄࡘかの

Ỉ᪘㤋における▷ᮇの研修にཧຍしたࠋ㸦ῧ௜ 6㸧    

  

２－１－４ プロジェクト活動費

JICA ࠊࡣのෆヂࡑࠋる࠸㒊負ᢸし୍࡚ࢆ国ෆにおけるプロジェクト実施にᚲ要な⤒費࢜パࣛࡣ

⯟✵㈤ࠊᴗົዎ約୍ࠊ⯡ᴗົ費で࠶り2013ࠊ ᖺ 4 ᭶かࡽ現時Ⅼまでの合ィで581,996ࠊ ルとࢻ

な࠸࡚ࡗるࠋ㸦ῧ௜ 7㸧

㸦パࣛ࢜ഃ㸧

２－１－５ カンターパート人材の配置

⨫ྡされたR/D に基づࠊࡁPICRC ⌮஦㛗ࡀプロジェクト・ࢲイレクターとし࡚ࠊプロジェク

トの全体的な⟶⌮・実施に㈐௵ࢆ持ࠋࡘまたࠊPICRC の CEO ジࣕーとࢿ࣐・プロジェクトࡀ

し࡚ࠊプロジェクトの日ࠎの活動・調整の㈐௵ࢆ負࠸࡚ࡗるࠋ終了時評価時Ⅼでࠊࡣプロジェ

クト・ࢿ࣐ジࣕーࡴྵࢆ PICRC の 15 ྡの研究者・⫋ဨࠊおよび PCC のᏛ㛗ࡴྵࢆ 4 ྡの研究

者・⫋ဨࡀプロジェクトのカ࢘ンターパート㸦C/P㸧とな࠸࡚ࡗるࠋ㸦ῧ௜ 8㸧

２－１－６ プロジェクト活動費

⨫ྡされたR/D にࠊࡣパࣛ࢜政ᗓࠊࡀ供与機材の㍺㏦・タ置・⥔持⟶⌮およびプロジェクト

実施にᚲ要な⤒費ࢆ☜ಖするたࡵのᥐ置ྲྀࢆるࡇとࡀ᫂グされ࡚࠸るࠋPICRC ࠺のࡽれࡇࠊࡣ

－ 4 －
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PICRCࠋたࡁ負ᢸし࡚ࢆ㸧࡝Ỉ㐨ග⇕費なࠊかの⤒費㸦調査⯪౑用ᩱࡘのᗄࡕ の貢献のṤࠊࡣ࡝

プロジェクト活動にᚑ஦する⫋ဨࡸプロジェクトࡀ౑用するࣛࣛ࣎トリータഛ・ჾල➼の

in-kind による貢献で࠶るࠋ㸦ῧ௜ 7㸧

㸰㸫㸰 ᡂᯝレベルのά動の㐍ᤖ

プロジェクトの各成果レベルでの達成≧ἣに2016ࠊࡣ࡚࠸ࡘ ᖺ 9 ᭶ 28 日のM/M ⨫ྡにより合

ពされた᭱新∧ PDM に定ࡵるᣦ標に基づุ᩿ࡁするࡇࠋれࡽᣦ標とࡑࠊの現時Ⅼにおける達成

≧ἣࡣ௨ୗのとおりࠋ達成≧ἣのุ᩿の᰿ᣐとしたヲ⣽なࢹータ・᝟ሗูࠊࡣ㏵にࠕ成果グリッ

㸦ῧ௜ࠋたࡵとし࡚とりまとࠖࢻ 9㸧

ᡂᯝレベルの PDMᣦᶆの㐩ᡂᗘ

成果 ᣦ標 現時Ⅼでのアセス࣓ント

1. サンࢦ♋ᓥᕋᇦ生ែ⣔・ᾏ

ὒ⎔ቃに関する⥅続的な

ࣔニタリングにᚲ要な⛉

Ꮫ的ࢹータࢩスࢸムࡀ整

⌮されるࠋ

a. 㛤ጞ1.5年までに、ྛ海ᇦの⥲ྜ᝟報データ䝧ー

ス䛜HP にて㐠⏝・බ㛤䛥䜜、関ಀᶵ関の政策䛜

཯ᫎ䛥䜜る（ター䝀ットサイト：3 カᡤ௨ୖ）。

㒊分ⓗに㐩成

（15ᆅⅬでのサンゴ礁モニタリングに

ಀるデータ䝧ース䛜作成・᭦᪂䛥䜜て

いる䛜、ま䛰බ㛤䛥䜜ていない。）

b. 㛤ጞ2年までに、生≀✀リストのための基ᮏデー

タ管理シス䝔ム䛜㛤Ⓨ・බ㛤䛥䜜る。

㒊ศ的に達成

㸦ᾏὒ生物✀リストに係るࢹータベ

ースࡀస成・᭦新され࡚࠸るࠊࡀま

㸧ࠋ࠸な࠸බ㛤され࡚ࡔ

c. 㛤ጞ 1.5 ᖺまでにࠊ⎔ቃストレス実㦂⿦置ࡀ

PICRC にタ置されるࠋ

達成

（ᙜヱタഛ䛜 PICRC にタ⨨䛥䜜た。）

d. 㛤ጞ 2.5 ᖺまでにࠊサンࢦ♋生物ࣔニタリン

グ・プロトコルࡀ国ෆで配ᕸ・活用されるࠋ

達成

㸦サンࢦ♋ࣔニタリングにかかるプ

ロトコルཬび࣐ニュアルࡀస成さ

れࠊパࣛ࢜ഃとඹ有されたࠋ㸧

e. 㛤ጞ 5 ᖺまでにࠊ㑇ఏᏊࢹータベースࡀ㛤

Ⓨ・බ㛤されるࠋ

達成見込み

㸦㑇ఏᏊࢹータベースに係る活動ࡣ

㛤ጞ 5 ᖺ目に実施中ࠋ㸧

2. ⮬↛⛉Ꮫ的・♫఍⛉Ꮫ的な

ศᯒཬび評価ࢆ㏻ࠊࡌẼೃ

ኚ動ᙳ㡪ୗにおけるサン

ᓥᕋ生ែ⣔の持続的♋ࢦ

な⥔持⟶⌮に㈨する知

見・ㄢ㢟ࡀᢳฟされるࠋ

a. 㛤ጞ 4 ᖺまでにࠊ研究成果ࡀ日本国ෆ・国㝿

Ꮫ఍ࠊ国㝿ㄅで成果ሗ࿌される㸦ᑡなくとࡶ

各活動 1 ௳௨上㸧ࠋ

㒊ศ的に達成

㸦多くの研究成果ࡀ国ෆእのᏛ఍➼

で各研究グループによりⓎ表された

ࡘᏛ・♫఍⛉Ꮫの⤫合に⛉↛⮬ࠊࡀ

㸧ࠋ現ᅾ実施中ࡣ࡚࠸

3. サンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ

全ཬび生物多様性と生ែ

⣔サービスにᑐするఫẸ

の⌮ゎࡀᗈࡀるࠋ

a. 㛤ጞ 1 ᖺ目にࠊプロジェクト活動に関するᅄ

༙ᮇࡈとの௻⏬ᒎ♧ࡀ実施されるࠋ

㐩成

（PICRC 水᪘㤋でパネルᒎ♧䛜ᐇ᪋

䛥䜜た。）

b. 㛤ጞ 2.5 ᖺまでにࠊఫẸၨⓎࢆ目的としたレ

クチࣕー・ࢩリーズཬび࣡ークࣙࢩップࡀ 1
ᅇ௨上㛤ദされるࠋ

達成

㸦国ෆでࡣ州 PAN ⮬↛ಖㆤᐁࠊJCC
の機఍ࢆ฼用したP-CoRIEセࢼ࣑ー

イ࣡ࣁࡣ国እでࠊ➼ ICRS 2016 での

≉ูセッࣙࢩン➼ࡀ㛤ദされたࠋ㸧

4. サンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ

全にᚲ要な専門的技術・知

見ࡀඹ有されࠊ人材ࡀ⫱成

されるࠋ

a. 㛤ጞ3年までに、PICRC スタッフによる分Ꮚ生

≀学ⓗᐇ㦂・生理学ⓗᐇ㦂プロトコル䛜作成・බ

⾲䛥䜜る。

㒊ศ的に達成

㸦ᾏỈ໬Ꮫ⎔ቃの㔝እほ 㸭ᾏỈศ

ᯒᡭ法ࢆまとࡵたプロトコル・ㄝ᫂

㈨ᩱࡀస成されࠊPICRC ⫋ဨに฼用

され࡚࠸るࠋ㸧

b. プロジェクトᮇ間ෆにࠊPICRC スタッフస成

のㄽᩥࠊࡀ査ㄞ௜ࡁ国㝿Ꮫ術ㄅに 1 ௳௨上受

⌮されるࠋ

達成

㸦2 ௳のඹⴭㄽᩥࡀ受⌮されたࠋ㸧

－ 6 －



6

PICRCࠋたࡁ負ᢸし࡚ࢆ㸧࡝Ỉ㐨ග⇕費なࠊかの⤒費㸦調査⯪౑用ᩱࡘのᗄࡕ の貢献のṤࠊࡣ࡝

プロジェクト活動にᚑ஦する⫋ဨࡸプロジェクトࡀ౑用するࣛࣛ࣎トリータഛ・ჾල➼の

in-kind による貢献で࠶るࠋ㸦ῧ௜ 7㸧

㸰㸫㸰 ᡂᯝレベルのά動の㐍ᤖ

プロジェクトの各成果レベルでの達成≧ἣに2016ࠊࡣ࡚࠸ࡘ ᖺ 9 ᭶ 28 日のM/M ⨫ྡにより合

ពされた᭱新∧ PDM に定ࡵるᣦ標に基づุ᩿ࡁするࡇࠋれࡽᣦ標とࡑࠊの現時Ⅼにおける達成

≧ἣࡣ௨ୗのとおりࠋ達成≧ἣのุ᩿の᰿ᣐとしたヲ⣽なࢹータ・᝟ሗูࠊࡣ㏵にࠕ成果グリッ

㸦ῧ௜ࠋたࡵとし࡚とりまとࠖࢻ 9㸧

ᡂᯝレベルの PDMᣦᶆの㐩ᡂᗘ

成果 ᣦ標 現時Ⅼでのアセス࣓ント

1. サンࢦ♋ᓥᕋᇦ生ែ⣔・ᾏ

ὒ⎔ቃに関する⥅続的な

ࣔニタリングにᚲ要な⛉

Ꮫ的ࢹータࢩスࢸムࡀ整

⌮されるࠋ

a. 㛤ጞ1.5年までに、ྛ海ᇦの⥲ྜ᝟報データ䝧ー

ス䛜HP にて㐠⏝・බ㛤䛥䜜、関ಀᶵ関の政策䛜

཯ᫎ䛥䜜る（ター䝀ットサイト：3 カᡤ௨ୖ）。

㒊分ⓗに㐩成

（15ᆅⅬでのサンゴ礁モニタリングに

ಀるデータ䝧ース䛜作成・᭦᪂䛥䜜て

いる䛜、ま䛰බ㛤䛥䜜ていない。）

b. 㛤ጞ2年までに、生≀✀リストのための基ᮏデー

タ管理シス䝔ム䛜㛤Ⓨ・බ㛤䛥䜜る。

㒊ศ的に達成

㸦ᾏὒ生物✀リストに係るࢹータベ

ースࡀస成・᭦新され࡚࠸るࠊࡀま

㸧ࠋ࠸な࠸බ㛤され࡚ࡔ

c. 㛤ጞ 1.5 ᖺまでにࠊ⎔ቃストレス実㦂⿦置ࡀ

PICRC にタ置されるࠋ

達成

（ᙜヱタഛ䛜 PICRC にタ⨨䛥䜜た。）

d. 㛤ጞ 2.5 ᖺまでにࠊサンࢦ♋生物ࣔニタリン

グ・プロトコルࡀ国ෆで配ᕸ・活用されるࠋ

達成

㸦サンࢦ♋ࣔニタリングにかかるプ

ロトコルཬび࣐ニュアルࡀస成さ

れࠊパࣛ࢜ഃとඹ有されたࠋ㸧

e. 㛤ጞ 5 ᖺまでにࠊ㑇ఏᏊࢹータベースࡀ㛤

Ⓨ・බ㛤されるࠋ

達成見込み

㸦㑇ఏᏊࢹータベースに係る活動ࡣ

㛤ጞ 5 ᖺ目に実施中ࠋ㸧

2. ⮬↛⛉Ꮫ的・♫఍⛉Ꮫ的な

ศᯒཬび評価ࢆ㏻ࠊࡌẼೃ

ኚ動ᙳ㡪ୗにおけるサン

ᓥᕋ生ែ⣔の持続的♋ࢦ

な⥔持⟶⌮に㈨する知

見・ㄢ㢟ࡀᢳฟされるࠋ

a. 㛤ጞ 4 ᖺまでにࠊ研究成果ࡀ日本国ෆ・国㝿

Ꮫ఍ࠊ国㝿ㄅで成果ሗ࿌される㸦ᑡなくとࡶ

各活動 1 ௳௨上㸧ࠋ

㒊ศ的に達成

㸦多くの研究成果ࡀ国ෆእのᏛ఍➼

で各研究グループによりⓎ表された

ࡘᏛ・♫఍⛉Ꮫの⤫合に⛉↛⮬ࠊࡀ

㸧ࠋ現ᅾ実施中ࡣ࡚࠸

3. サンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ

全ཬび生物多様性と生ែ

⣔サービスにᑐするఫẸ

の⌮ゎࡀᗈࡀるࠋ

a. 㛤ጞ 1 ᖺ目にࠊプロジェクト活動に関するᅄ

༙ᮇࡈとの௻⏬ᒎ♧ࡀ実施されるࠋ

㐩成

（PICRC 水᪘㤋でパネルᒎ♧䛜ᐇ᪋

䛥䜜た。）

b. 㛤ጞ 2.5 ᖺまでにࠊఫẸၨⓎࢆ目的としたレ

クチࣕー・ࢩリーズཬび࣡ークࣙࢩップࡀ 1
ᅇ௨上㛤ദされるࠋ

達成

㸦国ෆでࡣ州 PAN ⮬↛ಖㆤᐁࠊJCC
の機఍ࢆ฼用したP-CoRIEセࢼ࣑ー

イ࣡ࣁࡣ国እでࠊ➼ ICRS 2016 での

≉ูセッࣙࢩン➼ࡀ㛤ദされたࠋ㸧

4. サンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ

全にᚲ要な専門的技術・知

見ࡀඹ有されࠊ人材ࡀ⫱成

されるࠋ

a. 㛤ጞ3年までに、PICRC スタッフによる分Ꮚ生

≀学ⓗᐇ㦂・生理学ⓗᐇ㦂プロトコル䛜作成・බ

⾲䛥䜜る。

㒊ศ的に達成

㸦ᾏỈ໬Ꮫ⎔ቃの㔝እほ 㸭ᾏỈศ

ᯒᡭ法ࢆまとࡵたプロトコル・ㄝ᫂

㈨ᩱࡀస成されࠊPICRC ⫋ဨに฼用

され࡚࠸るࠋ㸧

b. プロジェクトᮇ間ෆにࠊPICRC スタッフస成

のㄽᩥࠊࡀ査ㄞ௜ࡁ国㝿Ꮫ術ㄅに 1 ௳௨上受

⌮されるࠋ

達成

㸦2 ௳のඹⴭㄽᩥࡀ受⌮されたࠋ㸧
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5. サンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ

全に㈨する政策提言ࡀ⾜

ࠋれるࢃ

a. プロジェクトᮇ間ෆにࠊサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔

の地ᇦ的⎔ቃストレス基‽ࡀస成されるࠋ

達成見込み

㸦現ᅾ各研究グループࡀస成中の

㸧ࠋートࠖでグ㍕予定࣏技術リࠕ

b. 㛤ጞ 4 ᖺまでにࠊẼೃኚ動⎔ቃᙳ㡪ࢆ⪃៖した

地ᇦ的負Ⲵに࡚࠸ࡘのపῶ策の提᱌᭩ࡀస成

されるࠋ

達成

㸦各研究グループによりపῶ策の提

᱌ࡀᗄࡘかの機఍でస成され࡚࠸

るࠋ㸧

c. プロジェクトᮇ間ෆにࠊほගࠊ῭⤒ࠊ生ែ⣔⟶

⌮に基づく持続ྍ⬟なパࣛ࢜♫఍のたࡵの⥲

合的な政策࢜プࣙࢩンࠊࡀパࣛ࢜政ᗓのẼೃኚ

動適ᛂ策の୍⎔とし࡚స成されるࠋ

達成見込み

㸦ࠕ技術リ࣏ート とࠖࠕ政策Ỵ定者向

けサ࣐リーࠖにお࡚࠸政策࢜プࣙࢩ

ンࡀ♧される予定ࠋ㸧

6 グループの研究者ࡀプロジェクト活動ࢆ実施し࡚おりࡑࠊれにより上㏙の㏻り PDM ᣦ標ࡀ達

成され࠶ࡘࡘるࠋ各研究グループによるࡇれまでの୺な研究成果ࡣ次のとおりࠋ

   

◊✲グループのࡇれࡲでの୺࡞◊✲ᡂᯝ

㸦生物ኚ動グループ㸧

1) 15 地Ⅼにおける₯Ỉ調査によりࠊỌஂ方ᙧ༊㸦3.5m×3.5m㸧ࢆ各 3 基タ置しࠊỈ中ࢹジタル写真によりࠊサンྵࢆࢦ

࿘㎶で ⥺㸦15m×5ࠊ࡚ࡏేࠋどぬ的᝟ሗとし࡚グ㘓したࢆᗏ生生物・ᗏ㉁ࡴ 本㸧調査による㨶㢮⩌㞟㸦ಶ体ᩘ・サ

イズ㸧調査ࢆ実施したࠋまたࠊ各地ⅬにỈ ロ࢞ーࢆタ置しࠊỈ ኚ໬ࢆᖹ⾜し࡚グ㘓し࡚࠸るࠋ全地Ⅼの方ᙧ༊の⏬

ീ㈞り合ࡏࢃฎ⌮ࠊ⏬ീศᯒࢹࠊータ入ຊࡀ終了ࠊ各調査Ⅼでのサンࢦ✀㸦ᒓ㸧の構成ࠊサンࢦ⿕ᗘࠊ各✀ᗏ㉁⿕ᗘな

ࠋータベースとし࡚᱁⣡・ඹ有される予定ࢹࠊࡣータࢹ定Ⅼ方ᙧ༊ෆの⏬ീࠋたࡗかとなࡽ᫂ࡀの᝟ሗ࡝

2) ࡣ方でእὒഃに位置するᾏᇦで୍ࠊり࠶ඃ༨する≧ែでࡀ✀ᒓࢦサン࣐ࣁࡣたるᾏᇦで࠶ෆ‴にࠊれまでの調査でࡇ

┦ᑐ的に⎔ቃストレスに⬤ᙅな✀⩌で࠶るᯞ≧ࢸࡸーࣈル≧に成㛗するࢻ࣑リイࢩᒓࡀඃ༨した≧ែに࠶るࡇとࡀ᫂

ࡣの結果ࡇࠋたࡗかになࡽ ICRS㸦国㝿サンࢩ♋ࢦン࣏ジ࢘ム㸧2016 でཱྀ㢌Ⓨ表されたࠋ

3) Ọஂ方ᙧ༊および ⥺調査によるẖᖺのࣔニタリングのたࠕࠊࡵCoral Reef Monitoring Protocolࠖ とࠕPermanent Photo 
Quadrat Image Processing Manualࠖࡀస成されたࠋ

4) アイࣛイ‴におけるග᮲௳ࠊ⛶サンࢦᐦᗘࠊサンࢦඹ生⸴のග合成活性ࡀ評価されࠊ㝣ᇦ㛤Ⓨに㉳因すると⪃ࡽ࠼れ

るᅵ◁ストレスᙳ㡪ୗでのサンࢦのᅇ᚟ࢸ࣏ンࣕࢩルࡀ᥎定されたࠋ

コロール州ࠊࡣニタリングの結果ࣔࡽれࡇ (5 PAN 生ែ⣔ࣔニタリング研修㸦2017/2/7㸧でཧຍ者とඹ有されたࠋ

㸦生物多様性グループ㸧

1) 2017 ᖺ 1 ᭶よりࠊ෌ᗘࠊパࣛ࢜全ᇦ㸦全 39 地Ⅼ㸧のサンࢦ♋かࡽ表ᅾ・ෆᅾ生物の᥇ྲྀసᴗࢆ㛤ጞしࠊ現時Ⅼまでに

᏶了ࠋ現ᅾࡣ標本とし࡚ฎ⌮・グ㍕㸦写真ࠊศ㢮⩌のྡ๓ࠊ᥇ྲྀሙᡤࡑࠊのỈ῝➼㸧するసᴗࢆ実施中ࠋ௒ᚋࠊSanger
sequencing プࠊࡶ࡚࠸ࡘータベース㸦生物✀リスト㸧構⠏にࢹータの基♏生物ࢹ標本ࠊまたࠋ予定࠺⾜ࢆゎᯒ࡚࠸用ࢆ

ロジェクト終了時までにࡣ᏶成の予定ࠋ

2) パࣛ࢜の多くのスࢠࢼンチࣕク㢮に係るึのレ࣏ートࡀ国㝿ㄅにᥖ㍕された㸦Reimer et al. 2013, Montenegro et al. 
2015㸧ࠋศ㢮Ꮫ的研究によりパࣛ࢜かࡽ 5 ✀のスࢠࢼンチࣕクのᮍグ㍕✀ࡀ見ࡘかりࡕ࠺ࠊ 1 ࡀ✀ 2016 ᖺに国㝿ㄅにグ

㍕された㸦Kise and Peimer 2016㸧ࠋ
3) フタࣔチ࣊ビ࢞イ㢮ྍࢆ⬟な㝈り多くの地Ⅼかࡽ᥇ྲྀしࠊ㞟団㑇ఏゎᯒࡗ⾜ࢆた結果ࠊ≉に 2 地Ⅼ㸦NgechesarࠊNikko

‴㸧にお࡚࠸有ពな㑇ఏ的ᕪ␗ࡀ見ࡽれたࡇࠋれࡣパࣛ࢜ෆの↓⬨᳝動物におけるึの㞟団㑇ఏᏛ的研究で࠶るࠋ

4) Nikko ‴のフタࣔチ࣊ビ࢞イ㢮および〓⹸⸴の㑇ఏᏊᆺࠊࡣNikko ಖ持し࡚おりಖ全のᚲ要ࢆ௳ニークな⎔ቃ᮲ࣘࡀ‴

性࠶ࡀるࡇとࢆ♧し࡚࠸るࠋ

㸦⎔ቃኚ動グループ㸧

1) パࣛ࢜全ᇦ 44 ࣨᡤ㸦表ᒙと 8m ῝および㞵Ꮨと஝Ꮨ㸧にお࡚࠸基♏的なỈ㉁⎔ቃࢹータ㸦Ỉ ࠊᰤ㣴ሷ⃮ࠊᗘࠊクロロ

フ࢕ルࠊPOC/PON㸦ᠱ⃮ែ有機Ⅳ⣲/有機❅⣲㸧ࠊpHࠊሷศな࡝㸧ྲྀࢆᚓしࠊᾏỈヨᩱࡣ全࡚ศᯒࢆ終了ࡑࠋの結果࡯ࠊ

Malakal࠸他の地ᇦにẚ㍑し࡚㧗ࡀᗘ⃮ࡸᰤ㣴ሷࠊののࡶる࠸࡚ࡗ全࡚の地Ⅼで⎔ቃ基‽್ෆに཰まࡰ Nikkoࡸ‴ ࡣ‴

ࣔニタリング㔜要地Ⅼとなるࡇとࡀ᫂ࡽかとなࡗたࠋ結果にࠊࡣ࡚࠸ࡘICRS 2016 でཱྀ㢌Ⓨ表されたࠋ

2) パࣛࣛ࢜グーンཬびእὒにおけるⅣ⣲໬Ꮫ⎔ቃ動ែのィ によりࠊᾏỈの pH Ȑaragoniteࡸ ♧ࡀとࡇる࠶పୗഴ向にࡀ

されたࠋまたࠊ㛗ᮇ的な㓟性໬ഴ向によるサンࢦ♋生物の▼⅊໬へのᙳ㡪ࡣᮍ᳨ࡔฟされࡴࠊࡎしࢁ 1998 ᖺの኱つᶍ

なサンࢦⓑ໬ᚋࠊサンࢦ⿕ᗘࡀᅇ᚟し࡚࠸࡚ࡁるࡇとࡀ♧されたࡇࠋれࡽの結果ࡣ ICRS 2016 でཱྀ㢌Ⓨ表されるととࡶ

にࠊパࣛ࢜ഃ研究者とのඹⴭㄽᩥࡀ国㝿Ꮫ術ㄅに投✏されたࠋ

－ 7 －
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3) Nikko ‴のⅣ⣲໬Ꮫ⎔ቃとᗏ生生物の調査によりࠊỈ ࡸCO2ࡀ㧗࠸にࡶかかࡎࡽࢃ多様な生物ࡀ生ᜥする≉␗な⎔ቃ

に࠶るࡇとࡀ᫂ࡽかとなࡗたࠋまた⛣᳜実㦂➼によりࠊ本‴のサンࡣࢦప pH ⎔ቃにᑐし࡚適ᛂし࡚࠸るྍ⬟性ࡀ♧၀

されたࡇࠋれࡽの結果ࠊࡣHigh-CO2-World 国㝿Ꮫ఍㸦2016 ᖺ 5 ᭶㸧ࠊJpGU-AGU 国㝿Ꮫ఍㸦2017 ᖺ 5 ᭶㸧でཱྀ㢌Ⓨ表

されたࠋパࣛ࢜ഃ研究者とのඹⴭによる 2 ௳のㄽᩥࡀ国㝿Ꮫ術ㄅに投✏され1ࠊ にࡽさࠋ受⌮されたࡀ௳ 2016 ᖺᗘよ

り本研究のⓎᒎに向けた日本国ෆでの⛉Ꮫ研究費⿵助㔠のྲྀᚓ2017ࠊ ᖺᗘにࡣパࣛ࢜ഃでࡶ研究予⟬のྲྀᚓࡀなされ

たࠋ

4) コロール州Malakal ‴のୗỈฎ⌮施タかࡽのୗỈ᤼ฟによる‴ෆへのᙳ㡪評価のたࠊࡵ全 34 地ⅬよりᾏỈの᥇Ỉ・ศ

ᯒࠊ‴ෆ 9 ࣨᡤでベントス⩌㞟調査と࢜ニࣄトࢹのಶ体⩌調査ࡀ実施されたࠋまたୗỈ᤼ฟ㏆ഐでᠱ⃮物㉁㔞の調査ࠊ

サンࢦの⛣᳜実㦂ࡀ実施されたࡇࠋれࡽの結果ࡣ JCRS 2017 でཱྀ㢌Ⓨ表されたࠋ

5) またࣂࠊベルࣈ࢜ࢲᓥで㛤Ⓨࡀ進⾜し࠶ࡘࡘるアイࣛイ州Ngerikill ᕝὶᇦࢆᑐ㇟にࠊ㝣ᇦかࡽᾏᇦへのᅵ◁ὶ入によ

るᙳ㡪ࡀ評価されࠊサンࢦコアヨᩱࢆ用࠸た㐣ཤかࡽ現ᅾのᅵ◁ὶ入のᒚṔ調査により 3 ᅇのࣆークのᏑᅾと1997ࠊ
ᖺかࡽὶ入のቑຍഴ向ࡀ続࠸࡚࠸るࡇとࡀ♧されたࡇࠋれࡽの結果ࡣ JCRS2017 で࣏スターⓎ表されたࠋ

6) ᓥᮾᾏᓊのMelekeokࣈ࢜ࢲベルࣂ 州サンࢦ♋による㜵Ἴሐ・㜵₻ሐ機⬟の定㔞的⟬ฟࠊ将来のྎ㢼とᾏ㠃上᪼のᙳ㡪

による機⬟のኚ໬予 ࡑࠊのたࡵにᚲ要なサンࢦの✀㢮とサンࢦ♋の㔞の᥎定ࠊᑐ策᱌の提♧ࢃ⾜ࡀれたࠋ結果ࡣ

JCRS2016 および日本第ᅄ⣖Ꮫ఍ᖺ次ࢩン࣏ジ࢘ムで࣏スターⓎ表されࠊさࡽに JCRS2017 に提ฟされたࠋパࣛ࢜ഃ研

究者とඹⴭㄽᩥ 2 ࠋ国㝿ㄅに投✏されたࡀ௳

㸦♫఍⤒῭評価グループ㸧

1) ほග・⎔ቃ・⁺ᴗに関するព㆑調査㸦2014 ᖺᗘ㸧㸸全国つᶍで 1,283 ௳の調査⚊ࢆᅇ཰ࠋ結果ࠕࡣ技術レ࣏ートࠖとし

࡚ 2017 ᖺᗘにබ表予定ࠋ

2) サンࢦ♋の⤒῭的価್評価㸸ࠕCVM㸦௬想評価法㸧ࠖ ࠸プロジェクトにおࡀの⤒῭的価್評価の調査♋ࢦたサン࠸用ࢆ

࡚⮬↛Ꮫ者および⤒῭Ꮫ者の協ຊのࡶと‽ഛされ2016ࠊ ᖺ 11~12 ᭶にかけ࡚アンケート調査ࡀ実施されたࠋ結果にࡘ

第ࡣ࡚࠸ 15 ᅇ国㝿ᑠᓥᕋᏛ఍ୡ⏺኱఍でⓎ表㸦2017/7/3㸧ࠋまたࠕ௦᭰費用法ࠖࢆ用ࠊ࡚࠸㸦本㒓研究ဨの調査・ศᯒ

結果に基づࡁ㸧Melekeok 州サンࢦ♋のኳ↛の㜵Ἴሐとし࡚の機⬟ࢆ㈌ᖯ༢位で᥎ィ中ࠋ

3) ほගに関するఫẸព㆑㸸ほගᐈᩘのቑຍによるᙳ㡪ࡀᠱᛕされࠊアンケート調査でࠊࡣパࣛ࢜全ᅵかࡽ 1,064 ௳のࢹー

タࢆ㞟ィ・ศᯒࠋ結果にࡣ࡚࠸ࡘ国㝿ほගᏛ఍㸦2016/6/29-7/2㸧でⓎ表ࠊまたパࣛ࢜の Green Fins Workshop㸦2017/3/1-3㸧
で PCS㸦パࣛ࢜ಖ全協఍㸧との協働のࡶとඹ有ࠋ現ᅾࠕࠊ技術レ࣏ートࠖࢆ᏶成中ࠋ
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㸦人材⫱成グループ㸧
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の⮬↛ಖㆤᐁࡀཧຍࠋ

2) PAN コーࢿ࢕ࢹータ㸦2014 ᖺ 11 ᭶ 20~21 日㸧㸸PAN サイトⓏ㘓の 11 州かࡽ 16 ྡの PAN コーࢿ࢕ࢹータ➼ࡀཧຍࠋ

3) アイࣛイ州サンࢦ♋ࣔニタリング現地研修㸦2016 ᖺ 2 ᭶ 8~17 日㸧㸸アイࣛイ州⮬↛ಖㆤᐁࠊPAN 関係者ࡽ約 10 ࡀྡ

ཧຍࠋ

4) コロール州 PAN 生ែ⣔ࣔニタリング研修㸦2017 ᖺ 2 ᭶ 7 日㸧㸸コロール州⮬↛ಖㆤᐁࠊPAN 関係者ࡽ約 15 ࠋཧຍࡀྡ

5) サンࢦ♋⤒῭評価࣡ークࣙࢩップ㸦2016 ᖺ 3 ᭶ 3~4 日㸧㸸PAN ஦ົᒁࠊEQPBࠊコロール州政ᗓࠊPCS ➼の政ᗓ機関お
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6) Green Fins Workshop㸦2017/3/1-3㸧㸸⮬↛㈨※・⎔ቃ・ほග┬ほගᒁࠊパࣛ࢜ほග協఍ࠊパࣛ࢜ほගᒁ㸦Palau Visitors Authority㸧ࠊ
PAN ஦ົᡤࠊコロール州ࡴྵࢆ 4 州政ᗓࡽ 45 ࠋཧຍࡀྡ

7) Green Fins 評価者研修㸦2017/8/28-9/2㸧㸸地ඖのࢲイビング・ࣙࢩップࠊコロール州政ᗓࠊPCS ࡽ 12 ࠋཧຍࡀྡ

㸦ᬑཬၨⓎグループ㸧

Integrated Discussion on the Connectivity Between Nature and Human Societyࠕム࢘ジ࣏ンࢩ (1 㸦ࠖ2014 ᖺ 3 ᭶ࠊPCC㸧ࢆ実施ࠋ

2) フォローアップࢩン࣏ジ࢘ムࠕConnectivity between mangrove and coral reef ecosystems with reference to their ecosystem 
services 㸦ࠖ2014 ᖺ 11 ᭶㸧の実施ࠋ

スター3࣏ (3 セットࢆస成ࠋỈ᪘㤋のㄝ᫂ࢆタッチパࢿルにᨵⰋࠋ

4) サン࣐ࠊ♋ࢦングローࠊࣈ◁὾ࠊᾏⲡᖏな࡝の生ែ⣔サービスに関するグ㏙ࡴྵࢆ᭩⡠㸦フ࢕ール࢞・ࢻイࣈࢻック㸧

ࠋックとし࡚配ᕸ予定ࣈࢻイ࢞現地の㧗ᰯ生・኱Ꮫ生のࠋస成中ࢆ

ὀ㸧中間レビューにおける⮬↛⛉Ꮫ・♫఍⛉Ꮫの⤫合な࡝にかかる提言ࢆ㋃まࣁࠊ࠼イࣛイトの活動ࡣ研究グループᶓ᩿的な

ࠋタ置し࡚実施中ࢆタスクフォースࠖࠕ

9

成果 1 にかかる 5 ᣦ標のࢹࠊࡕ࠺ータベース構⠏に係る 2 ᣦ標㸦1-a1ࠊ-b㸧にࠊࡣ࡚࠸ࡘサン

研ࠊࡀる࠸でࢇ進ࡀ✚ータの⵳ࢹ構⠏されࡣータベースࢹニタリングおよびᾏὒ生物✀のࣔ♋ࢦ

究者向けのබ㛤ࡣ௒ᚋのィ⏬で࠶るࡇとかࡽ㸦生物ኚ動グループࠊ生物多様性グループ㸧ࠊᣦ標と

し࡚ࠕࡣ㒊ศ的に達成 のࠖ≧ἣで࠶るࠋ実㦂⿦置のタ置とプロトコルస成に係る 2 ᣦ標㸦1-c1ࠊ-d㸧

達成῭みࠕ᪤にࡣ 㸦ࠖ⎔ቃኚ動グループࠊ生物ኚ動グループ㸧ࠋまた㑇ఏᏊࢹータに係るᣦ標㸦1-e㸧

㛤ጞࠊࡣ 5 ᖺ目の活動とし࡚現ᅾ実施中で࠶り㸦生物多様性グループ㸧ࠕࠊ達成見込みࠖとな࡚ࡗ

ࠋる࠸

成果 2 のᣦ標㸦2-a㸧にࡇࠊࡣ࡚࠸ࡘれまで各グループにより多くの成果Ⓨ表・ሗ࿌ࡀなされ࡚

る⮬↛⛉Ꮫ・♫఍⛉Ꮫの⤫合㸦活動࠸ᮇᚅされ࡚ࠊࡀる࠸ 2-1㸧ࡣタスクフォースの活動により

௒ᚋࡶᘬࡁ続ྲྀࡁり⤌まれるࡇとかࠊࡽ現時Ⅼでࠕࠊࡣ㒊ศ的に達成 とุ᩿ࠖされるࠋプロジェク

トにおける୧ศ㔝研究成果の⤫合に向け࡚ࡇࠊࡣれまで実施された♫఍調査の結果・ሗ࿌᭩㸦♫

఍⤒῭評価グループ㸧ࠊࡀ他の研究グループおよびタスクフォースෆでඹ有されるࡇとࡀᚲ要で

ࠋる࠶

᪥ᮏᅜෆ・ᅜ㝿学఍ࡧࡼ࠾ᅜ㝿ㄅにࡅ࠾る◊✲ᡂᯝのⓎ表௳ᩘ 8F

9

グループ ㄽᩥᩘ（国際ㄅ） 学会Ⓨ⾲

生≀変動（サンゴ礁） 11 ௳ 24 ௳

生≀ከᵝᛶ 4 ௳ 10 ௳

環境変動（水㉁） 8 ௳ 26 ௳

生態系サー䝡ス 1 ௳ 2 ௳

ேᮦ⫱成 0 ௳ 1 ௳

ᬑཬ・ၨⓎ 2 ௳ 1 ௳

計 26 ௳ 64 ௳

成果 3 のᒎ♧およびㅮ⩏・セࢼ࣑ーに関する 2 ᣦ標㸦3-13ࠊ-b㸧にࠊࡣ࡚࠸ࡘPICRC Ỉ᪘㤋に

おけるᒎ♧の実施とࠊᖺ次 P-CoRIE セࢼ࣑ーࠊ州 PAN コーࢿ࢕ࢹータ㸭⮬↛ಖㆤᐁࢆᑐ㇟にし

た࣡ークࣙࢩップの㛤ദにより㸦人材㛤Ⓨグループ㸧ࡎ࠸ࠊれࠕࡶ達成῭みࠖで࠶るࠋまたࠊフ࢕

ール࢞・ࢻイࣈࢻックにࡶ࡚࠸ࡘ現ᅾ⦅㞟ࡀ進ࢇで࠸る㸦ᬑཬၨⓎグループ㸧ࠋ

成果 4 の人材⫱成に関しࠊプロトコルస成に係るᣦ標㸦4-a㸧にࠊࡣ࡚࠸ࡘỈ㉁⎔ቃศᯒにかか

るᡭ㡰ㄝ᫂㈨ᩱࡣస成されたࡀ㸦⎔ቃኚ動グループ㸧୍ࠊ 方で生物多様性に係るプロトコル・࣐ニ

ュアルࡣ෌ᗘస成するᚲ要࠶ࡀるࡇとかࡽ㸦生物多様性グループ㸧ࠊ全体とし࡚ࠕ㒊ศ的に達成ࠖ

とุ᩿されるࠋまた日本ഃ・パࣛ࢜ഃ཮方の研究者のඹⴭによるㄽᩥࡀ国㝿Ꮫ術ㄅに受⌮され࡚

おりࠊᣦ標㸦4-b㸧にࠕࡣ࡚࠸ࡘ達成῭みࠖで࠶るࠋ

᭱ᚋにࠊ成果 5 の政策提言にかかる 3 ᣦ標㸦5-a5ࠊ-b5ࠊ-c㸧にࠊࡣ࡚࠸ࡘ㛤ጞ 5 ᖺ目の活動と

し࡚現ᅾ実施中で࠶るࡇࠋれまでの研究グループによ࡚ࡗ提言・提᱌ࡣ機఍にᛂ࡚ࡌ成され࡚ࡁ

研究成ࡣ各グループࠊ現ᅾࠋ達成῭みࠖとุ᩿されるࠕࡣ࡚࠸ࡘᣦ標㸦5-b㸧にࠊࡽとかࡇる࠸࡚

果のㄽᩥస成とᖹ⾜し࡚ࠊプロジェクトのṇᘧなሗ࿌᭩とし ート࣏技術リࠕ࡚ ࠋる࠶స成中でࠖࢆ

政策ࠕプロジェクトとし࡚の࡚ࡵりまとྲྀࢆ政策提言にかかる㒊ศࠊートࠖの᏶成ᚋ࣏技術リࠕ

9 プロジェクト終了ሗ࿌᭩におけるῧ௜㈨ᩱࠕVI 成果Ⓨ表➼ࠖࢆ基にస成ࠋ
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9 プロジェクト終了ሗ࿌᭩におけるῧ௜㈨ᩱࠕVI 成果Ⓨ表➼ࠖࢆ基にస成ࠋ

－ 9 －
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OEK ࣓ンࣂーࠊPICRCࠊプロジェクトの間でࠊ⛉Ꮫ研究に基づࡁᾏὒ㈨※のಖ全・持続的฼用に
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㛤ദされるᖺ次࡚ࡏే P-CoRIE またࠊム࢘ジ࣏ンࢩ 2017 ᖺ 12 ᭶ 7 日に予定のプロジェクト᭱ࠕ

終ࢩン࣏ジ࢘ムࠖでࠊプロジェクト 5 ᖺ間の活動に基づく持続ྍ⬟な政策࢜プࣙࢩン・提言ࢆ提

ฟし関係者と㆟ㄽする予定とし࡚࠸るࠋ   

プロジェクト┠ᶆにかかる PDM ᣦᶆの㐩ᡂᗘ

プロジェクト目標 ᣦ標 現時Ⅼでのアセス࣓ント

パࣛ࢜におけるサンࢦ♋

ᓥᕋ生ែ⣔に࡚࠸ࡘの研究

⬟ຊཬび持続的な⥔持⟶⌮

⬟ຊࡀᙉ໬されるࠋ

a. パࣛ࢜ഃによりࣔࠊニタリングࡀ⥅続的に実

施されるࠋ

㒊ศ的に達成

㸦現ᅾ᪤に実施され࡚࠸る PICRC
のサンࢦ♋ࣔニタリングへの㏣ຍࢆ

᳨ウࠋ㸧

b. プロジェクトで㛤Ⓨされた᝟ሗࢹータベース

続的に⟶⌮さ⥅࡚ࡗ関係機関のつ๎にᚑࠊࡀ

れࠊබ㛤されるࠋ

達成見込み

㸦㛤Ⓨされた᝟ሗࢹータベースࠊࡣ

௒ᚋパࣛ࢜ഃにᘬࡁΏされࠊබ㛤さ

れる予定ࠋ㸧

c. ほගࠊ῭⤒ࠊ生ែ⣔⟶⌮に基づく持続ྍ⬟な

パࣛ࢜♫఍のたࡵの⥲合的な政策࢜プࣙࢩン

達成見込み

㸦パࣛ࢜㆟఍࣓ンࣂーと PICRC の

間のึの⛉Ꮫ・政策ᑐヰࡀ 2017 ᖺ 7
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政ᗓのẼೃኚ動適ᛂ策とし࡚提᱌࢜パࣛࠊࡀ

されるࠋ

᭶ 7 日に㛤ദされたࠋ㸧

㸰㸫㸲 ୖ఩┠ᶆにྥࡅた㐍ᤖ

上位目標ࠊࡣプロジェクト終了ᚋの 3㹼5 ᖺ間にパࣛ࢜ഃで達成されるࡁ࡭目標で࠶るࠋPICRC

のᩘᖺᚋの᥇ᢥに向けたプロセスの第୍Ṍとし࡚ࡑ政策提言の提ฟとࡣ 2017 ᖺ 7 ᭶ 7 日に OEK

㸦パࣛ࢜㆟఍㸧࣓ンࣂーとึの⛉Ꮫ・政策ᑐヰࢆ㛤ദしたとࢁࡇで࠶りࠊ௒ᚋのプロセスの進ᒎ

ࠋるࡁ達成ྍ⬟ࠖとุ᩿でࠕࡣᣦ標ࠊࡽとかࡇるࡵ見込ࡀ

ୖ఩┠ᶆレベルのᣦᶆの㐩ᡂᗘ

上位目標 ᣦ標 現時Ⅼでのアセス࣓ント

本プロジェクトの成果ࠊࡀ

パࣛ࢜におけるサンࢦ♋ᓥ

ᕋ生ែ⣔の⥔持⟶⌮に係る

政策の❧᱌・実施に活用され

るࠋ

a. プロジェクトࡀ提᱌した政策௦᱌ࡀパࣛ࢜政

ᗓのẼೃኚ動適ᛂ策の୍⎔とし࡚᥇ᢥされ

るࠋ

達成ྍ⬟

㸦PICRC と OEK ࣓ンࣂーの間でึ

の⛉Ꮫ・政策ᑐヰࡀ㛤ദされたࠋ㸧

㸰㸫㸳 ᐇ᪋プロࢭス

㸦１㸧研究グループの構成

終了時評価調査の時Ⅼ㸦2017 ᖺ 9 ᭶㸧でࠊ௨ୗの࣓ンࣂーかࡽ成る 6 グループの研究者ࡀ

活動ࢆ実施し࡚࠸るࠋまたࠊ政策提言にࡣ࡚࠸ࡘタスクフォースにより実施され࡚࠸るࠋ    

⤊஢᫬ホ౯調査᫬にࡅ࠾るグループ࣓ンࣂー㸦2017 ᖺ 9 ᭶㸧

グループ パラオഃC/P ᪥ᮏഃ PI メンバー

生≀変動 （サンゴ礁） Ms. Gouezo, Dr. Golbuu Dr.୰ᮧ、Dr. Yuen

生≀ከᵝᛶ Dr. Golbuu, Mr. Nestor Dr. Reimer、Mr.႐℩

環境変動 （水㉁） Dr. Golbuu, Ms. Otto, Ms. Gouezo Dr.ᰩཎ、Dr.Ώ㎶、Dr.ᮏ㒓、Ms.୕ᮧ

生態系サー䝡ス Ms. Marino Ms.⸨⏣、Dr.ᐑ国

ேᮦ⫱成 Ms. Rengiil, Ms. Gouezo, 

Mr. Nestor, Ms. Isechal 

Mr.ᮌᮧ

ᬑཬ・ၨⓎ Ms. Rengiil Dr.ᅵᒇ

政策提言 （タスクフ䜷ース） Dr. Golbuu, Ms. Uchel Dr.୰ᮧ、Dr.Reimer、Dr.ᰩཎ、Ms.⸨⏣、

Dr.ᐑ国、Mr.ᮌᮧ、Dr.ᅵᒇ

㸦２㸧ࣔニタリング

プロジェクトの全体的な進捗ࡣ PDM にᚑ࡚ࣔࡗニタリングされるࠋプロジェクト関係者

間の進捗ࣔニタリングおよび関連ㄢ㢟の協㆟のたࠊࡵJCC ఍㆟ࡀ௨ୗのとおり㛤ദされ࡚࠸

るࠋ第 5 ᅇ JCC でࡇࠊࡣれまで活動の進捗の☜ㄆととࡶに終了時評価の結果ࡀඹ有されたࠋ

－ 10 －
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JCC ఍㆟の㛤ദᐇ⦼

JCC ᪥௜ 議㢟 出ᖍ⪅

➨ 1 ᅇ 2013/9/25 ά動計画のᢎㄆと M/M ⨫名 29

➨ 2 ᅇ 2014/11/25 ά動報告䛚よ䜃ḟ年ᗘの計画のᢎㄆ 45

➨ 3 ᅇ 2015/10/21 ୰㛫レ䝡ュー⤖果報告䛚よ䜃プロジェクトᚋ༙のά動計画の᳨ウ 28

➨ 4 ᅇ 2016/9/21 ά動報告䛚よ䜃政策提言の作成䜢ྵめたḟ年ᗘのά動計画の᳨ウ 35

➨ 5 ᅇ 2017/9/28 政策提言䜢ྵ䜐ྛ研✲グループのά動報告䛚よ䜃⤊஢時ホ౯の

⤖果報告

-

㸦３㸧コ࣑ュニケーࣙࢩン

プロジェクト活動の⟶⌮・調整のたࡵ PICRC スタッフと日本ഃ研究者の間でෆ㒊఍㆟ࡀẖ

᭶㛤ദされࠊ཮方のコ࣑ュニケーࣙࢩンの向上ࡀ図ࡽれたࠋパࣛ࢜ഃ・日本ഃの間でコ࣑ュ

ニケーࣙࢩンに関するၥ㢟ࡣ≉に見受けࡽれなかࡗたࠋ

㸦４㸧࢜ーࢼーࢩップ

PICRC の࢜ーࢼーࢩップにࠊࡣ࡚࠸ࡘ౛ࡤ࠼ 2017 ᖺ 6 ᭶に PICRC の予⟬により政策策定

スタッフࢆ新たに雇用したࡇと2017ࠊ ᖺ 7 ᭶にࡣ PICRCࠊパࣛ࢜㆟఍࣓ンࣂーࠊプロジェク

トとの間の政策ᑐヰ఍㆟ࢆ㛤ദしたࡇとなࠊ࡝プロジェクトᮇ間中ࢆ㏻し࡚♧され࡚࠸るࠋ

13

第 3 章 評価 5 項目に基づくレビュー

㸱㸫㸯 ጇᙜᛶ

プロジェクトの妥当性ࡣ㧗ࠋ࠸

３－１－１ 国家政策との整合性

パࣛ࢜のサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全にかかる関連法ไ・政策にࡑのᚋのኚ᭦ࡣなくࠊプロジ

ェクトの妥当性ࡣᘬࡁ続ࡁ㧗ࠋ࠸ල体的に2003ࠊࡣ ᖺにไ定された法ᚊ第 6-39 ྕ㸦㝣ᇦಖㆤ

༊㸦TPA㸧およびᾏὒಖㆤ༊㸦MPA㸧ᨭ援の体ไࢆ☜❧するたࡵのࡺࢃ࠸る PAN㸦ಖㆤ༊ࢿッ

ト࣡ーク㸧法㸧ࠊおよび 2008 ᖺにไ定された法ᚊ第 7-42 ྕ㸦ࠕグリーン・フ࢕ーࠖの導入とࠊ

ア・チࣕレンジࠖ達成に向けたࢩࢿクロ࣑ࠕ PAN のᙺ๭ᙉ໬のたࡵの PAN 基㔠のタ❧㸧にࡘ

15ࠊ現ᅾࠊなくࡣኚ᭦࡚࠸ 州で 34 の PAN サイトࡀⓏ㘓され࡚࠸るࡑࠋし  PAN System-wideࠕ࡚

Strategic Plan 2016-2020ࠖでࠊࡣPAN サイトと州政ᗓࡴྵࢆ各レベルでの⬟ຊᙉ໬・研修のᚲ要

性ࡀᙉ調され࡚࠸るࠋ

Ẽೃኚ動とほගᐈのቑຍによるパࣛ࢜のᾏὒ生ែ⣔へのᙳ㡪ࡀᠱᛕされるなかで2015ࠊ ᖺに

策定されたࠕPalau Climate Change Policy 2015ࠖでࡑࠊࡣの中の 5 ࣨᖺィ⏬におࠊ࡚࠸Ẽೃኚ動

適ᛂ策にかかる活動の୍ࡘとし࡚ࠕᾏὒ生ែ⣔・Ỉ⏘ᴗにᑐするᾏὒ㓟性໬のᙳ㡪に࡚࠸ࡘサ

イトࢆ≉定したヲ⣽な研究の実施ࠖࢆᥖ࠸࡚ࡆるࠋさࡽに 2016 ᖺにබ表されたࠕPalau 

Responsible Tourism Policy Framework 2017-2021ࠖ ᩥ・の⎔ቃ࢜パࣛࠕの活動ィ⏬の中にࡑࠊࡣ

໬・地ᇦへの受ᐜྍ⬟なインパクトのレベルのỴ定とࠊ持続ྍ⬟なࣕ࢟リング・ࣕ࢟パ࢕ࢸࢩ

の⠊ᅖのタ定ࠖྵࡀまれ࡚࠸るࠋ

プロジェクトの活動ࠊࡣᘬࡁ続ࡁ PAN ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全に♋ࢦのサン࢜ムによるパࣛࢸスࢩ

貢献するととࡶに᭱ࠊ㏆新たに策定されたパࣛ࢜Ẽೃኚ動政策ࡸほග政策ࡀᥖ࠸࡚ࡆる活動と

     ࠋる࠸整合し࡚ࡶ

３－１－２ 受益者ニーズとの整合性

実施機関で࠶る PICRC の CEO よび⌮஦㛗との終了時評価調査中の㠃఍におࠊ࡚࠸プロジェ

クトࡀᘬࡁ続ࡁ PICRC のニーズ・ᮇᚅと整合し࡚࠸るࡇとࢆ☜ㄆしたࠋまたࠊPICRC ࡀ 5 ᖺ

ᑐ㇟とするࠊࡣPICRC Five Year Strategic Plan 2013-2017ࠖでࠕとに策定するࡈ 5 ᖺ間で達成す࡭

ࡁ 4 上位目標ࠕのࡕ࠺のࡑࠊおり࡚ࡵ定ࢆの上位目標ࡘ 1 にࠖࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘPICRC の研究活動ࠊࡣ

関係者にᾏὒ㈨※の効果的⟶⌮にᚲ要な⛉Ꮫ・知㆑ࢆ提供しࠊサンࢦ♋ಖ全・⟶⌮にᑐし࡚㧗

上位目標ࠊࡣ本プロジェクトࠋる࠸すࠖとグ㍕され࡚ࡽたࡶࢆインパクト࠸ 1 のୗのࠕ目標 7ࠖ

に位置づけࡽれ࡚࠸るࡑࠋし࡚ࠊ本プロジェクトの成果ࢆ政策提言のస成に用࠸るととࡶにࠊ

サンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔の⟶⌮ィ⏬に཯ᫎさ࠸࡚ࡏくࡇとࡀ言ཬされ࡚࠸るࠋ

３－１－３ プロジェクトのアプローチの適切性

プロジェクトࠊࡣパࣛ࢜におけるサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔の持続的⥔持⟶⌮に向け 㸦࡚上位目標㸧ࠊ

≉に PICRC の⥅続的な⬟ຊᙉ໬に↔Ⅼ࡚࡚࠶ࢆ研究⬟ຊ・⥔持⟶⌮⬟ຊのᙉ໬ࢆ図る㸦プロジ

ェクト目標㸧とし࡚おりࠊㄢ㢟ゎỴに向けたプロジェクトのアプローチࡣ適切で࠶るࠋPICRC

ࡣ 2000 ᖺに日本の↓ൾ㈨㔠協ຊによりᘓタされࡑࠊのᚋࠊJICA 技術協ຊプロジェクトࠕPICRC

－ 12 －
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JCC ఍㆟の㛤ദᐇ⦼

JCC ᪥௜ 議㢟 出ᖍ⪅

➨ 1 ᅇ 2013/9/25 ά動計画のᢎㄆと M/M ⨫名 29

➨ 2 ᅇ 2014/11/25 ά動報告䛚よ䜃ḟ年ᗘの計画のᢎㄆ 45

➨ 3 ᅇ 2015/10/21 ୰㛫レ䝡ュー⤖果報告䛚よ䜃プロジェクトᚋ༙のά動計画の᳨ウ 28

➨ 4 ᅇ 2016/9/21 ά動報告䛚よ䜃政策提言の作成䜢ྵめたḟ年ᗘのά動計画の᳨ウ 35

➨ 5 ᅇ 2017/9/28 政策提言䜢ྵ䜐ྛ研✲グループのά動報告䛚よ䜃⤊஢時ホ౯の

⤖果報告

-

㸦３㸧コ࣑ュニケーࣙࢩン

プロジェクト活動の⟶⌮・調整のたࡵ PICRC スタッフと日本ഃ研究者の間でෆ㒊఍㆟ࡀẖ

᭶㛤ദされࠊ཮方のコ࣑ュニケーࣙࢩンの向上ࡀ図ࡽれたࠋパࣛ࢜ഃ・日本ഃの間でコ࣑ュ

ニケーࣙࢩンに関するၥ㢟ࡣ≉に見受けࡽれなかࡗたࠋ

㸦４㸧࢜ーࢼーࢩップ

PICRC の࢜ーࢼーࢩップにࠊࡣ࡚࠸ࡘ౛ࡤ࠼ 2017 ᖺ 6 ᭶に PICRC の予⟬により政策策定

スタッフࢆ新たに雇用したࡇと2017ࠊ ᖺ 7 ᭶にࡣ PICRCࠊパࣛ࢜㆟఍࣓ンࣂーࠊプロジェク

トとの間の政策ᑐヰ఍㆟ࢆ㛤ദしたࡇとなࠊ࡝プロジェクトᮇ間中ࢆ㏻し࡚♧され࡚࠸るࠋ

13

第 3 章 評価 5 項目に基づくレビュー

㸱㸫㸯 ጇᙜᛶ

プロジェクトの妥当性ࡣ㧗ࠋ࠸

３－１－１ 国家政策との整合性

パࣛ࢜のサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全にかかる関連法ไ・政策にࡑのᚋのኚ᭦ࡣなくࠊプロジ

ェクトの妥当性ࡣᘬࡁ続ࡁ㧗ࠋ࠸ල体的に2003ࠊࡣ ᖺにไ定された法ᚊ第 6-39 ྕ㸦㝣ᇦಖㆤ

༊㸦TPA㸧およびᾏὒಖㆤ༊㸦MPA㸧ᨭ援の体ไࢆ☜❧するたࡵのࡺࢃ࠸る PAN㸦ಖㆤ༊ࢿッ

ト࣡ーク㸧法㸧ࠊおよび 2008 ᖺにไ定された法ᚊ第 7-42 ྕ㸦ࠕグリーン・フ࢕ーࠖの導入とࠊ

ア・チࣕレンジࠖ達成に向けたࢩࢿクロ࣑ࠕ PAN のᙺ๭ᙉ໬のたࡵの PAN 基㔠のタ❧㸧にࡘ

15ࠊ現ᅾࠊなくࡣኚ᭦࡚࠸ 州で 34 の PAN サイトࡀⓏ㘓され࡚࠸るࡑࠋし  PAN System-wideࠕ࡚

Strategic Plan 2016-2020ࠖでࠊࡣPAN サイトと州政ᗓࡴྵࢆ各レベルでの⬟ຊᙉ໬・研修のᚲ要

性ࡀᙉ調され࡚࠸るࠋ

Ẽೃኚ動とほගᐈのቑຍによるパࣛ࢜のᾏὒ生ែ⣔へのᙳ㡪ࡀᠱᛕされるなかで2015ࠊ ᖺに

策定されたࠕPalau Climate Change Policy 2015ࠖでࡑࠊࡣの中の 5 ࣨᖺィ⏬におࠊ࡚࠸Ẽೃኚ動

適ᛂ策にかかる活動の୍ࡘとし࡚ࠕᾏὒ生ែ⣔・Ỉ⏘ᴗにᑐするᾏὒ㓟性໬のᙳ㡪に࡚࠸ࡘサ

イトࢆ≉定したヲ⣽な研究の実施ࠖࢆᥖ࠸࡚ࡆるࠋさࡽに 2016 ᖺにබ表されたࠕPalau 

Responsible Tourism Policy Framework 2017-2021ࠖ ᩥ・の⎔ቃ࢜パࣛࠕの活動ィ⏬の中にࡑࠊࡣ

໬・地ᇦへの受ᐜྍ⬟なインパクトのレベルのỴ定とࠊ持続ྍ⬟なࣕ࢟リング・ࣕ࢟パ࢕ࢸࢩ

の⠊ᅖのタ定ࠖྵࡀまれ࡚࠸るࠋ

プロジェクトの活動ࠊࡣᘬࡁ続ࡁ PAN ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全に♋ࢦのサン࢜ムによるパࣛࢸスࢩ

貢献するととࡶに᭱ࠊ㏆新たに策定されたパࣛ࢜Ẽೃኚ動政策ࡸほග政策ࡀᥖ࠸࡚ࡆる活動と

     ࠋる࠸整合し࡚ࡶ

３－１－２ 受益者ニーズとの整合性

実施機関で࠶る PICRC の CEO よび⌮஦㛗との終了時評価調査中の㠃఍におࠊ࡚࠸プロジェ

クトࡀᘬࡁ続ࡁ PICRC のニーズ・ᮇᚅと整合し࡚࠸るࡇとࢆ☜ㄆしたࠋまたࠊPICRC ࡀ 5 ᖺ

ᑐ㇟とするࠊࡣPICRC Five Year Strategic Plan 2013-2017ࠖでࠕとに策定するࡈ 5 ᖺ間で達成す࡭

ࡁ 4 上位目標ࠕのࡕ࠺のࡑࠊおり࡚ࡵ定ࢆの上位目標ࡘ 1 にࠖࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘPICRC の研究活動ࠊࡣ

関係者にᾏὒ㈨※の効果的⟶⌮にᚲ要な⛉Ꮫ・知㆑ࢆ提供しࠊサンࢦ♋ಖ全・⟶⌮にᑐし࡚㧗

上位目標ࠊࡣ本プロジェクトࠋる࠸すࠖとグ㍕され࡚ࡽたࡶࢆインパクト࠸ 1 のୗのࠕ目標 7ࠖ

に位置づけࡽれ࡚࠸るࡑࠋし࡚ࠊ本プロジェクトの成果ࢆ政策提言のస成に用࠸るととࡶにࠊ

サンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔の⟶⌮ィ⏬に཯ᫎさ࠸࡚ࡏくࡇとࡀ言ཬされ࡚࠸るࠋ

３－１－３ プロジェクトのアプローチの適切性

プロジェクトࠊࡣパࣛ࢜におけるサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔の持続的⥔持⟶⌮に向け 㸦࡚上位目標㸧ࠊ

≉に PICRC の⥅続的な⬟ຊᙉ໬に↔Ⅼ࡚࡚࠶ࢆ研究⬟ຊ・⥔持⟶⌮⬟ຊのᙉ໬ࢆ図る㸦プロジ

ェクト目標㸧とし࡚おりࠊㄢ㢟ゎỴに向けたプロジェクトのアプローチࡣ適切で࠶るࠋPICRC

ࡣ 2000 ᖺに日本の↓ൾ㈨㔠協ຊによりᘓタされࡑࠊのᚋࠊJICA 技術協ຊプロジェクトࠕPICRC

－ 13 －



14

ᙉ໬プロジェクト (ࠖ2002㹼2006 ᖺ)ࠊJICA 技術協ຊプロジェクトࠕサンࢦ♋ࣔニタリング⬟ຊ

向上プロジェクト 㸦ࠖ2009㹼2012 ᖺ㸧によるᨭ援ࡀ続ࡁ࡚࠸たࠋプロジェクト࠺ࡇࠊࡣしたඛ

⾜する㛗ᖺの協ຊの⥅続・Ⓨᒎの࠼࠺に 2013 ᖺかࡽ実施され࡚おりࠊᨭ援の୍㈏性ࡀ☜ಖされ

にࡽさࠋる࠸࡚ SATREPS プロジェクトとし࡚のඹ同研究のスコープࡣ⮬↛⛉Ꮫࡔけでなく♫

఍⛉Ꮫྵࡶみ࠺ࡑࠊした⛉Ꮫ研究成果の⤫合に基づくໟᣓ的な政策提言ࢆ目ᣦし࡚࠸るࡇࠋれ

PICRCࠕ現⾜のࡣ 5 カᖺᡓ略ィ⏬㸦2013㹼2017㸧ࠖ とࡶ整合し࡚࠸るࠋ

PDM におけるプロジェクト目標と上位目標の間の因果関係ࡣ᫂☜で࠶りࠊプロジェクトの

PDM かのࡘᗄࠊしࡔたࠋる࠶適切でࡣ PDM ᣦ標にࡣ࡚࠸ࡘ᭕᫕なグ㍕とな࡚ࡗおり㸦౛ࠊࡤ࠼

බ㛤ࠕータベースのࢹ にࠖ関するᣦ標㸧ࠊまたタ定されたᣦ標の中にࡑࠊࡣのタイムࣛインࡀ実

㝿の活動にἢ࠸࡚ࡗなࡶ࠸のࡗ࠶ࡶたࠋ   

３－１－４ 日本の援助政策との整合性

プロジェクトࡣ日本のパࣛ࢜にᑐする㛤Ⓨ協ຊ政策とࡶ整合し࡚࠸るࠋᑐパࣛ࢜国ู援助方

㔪㸦2012 ᖺ㸧ࠕࡣ⎔ቃಖ全およびẼೃኚ動ࠖࢆ㔜Ⅼ஦項の୍ࡘとし࡚おりࡑࠊのୗにパࣛ࢜の

持続的㛤Ⓨのたࡵのサンࢦ♋ᓥᕋ⣔のಖ全に向けたᨭ援ࡀ位置づけࡽれ࡚࠸るࠋ

㸱㸫㸰 ᭷ຠᛶ

プロジェクトの有効性ࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸

３－２－１ プロジェクト目標の達成見込み

᪤㏙のとおりࠊプロジェクトࡣ現時Ⅼで PDM ᣦ標の多くࢆ達成し࡚࠸るࡑࠋし࡚௒ᚋの活

動ࢆ実施し࡚࠸くࡇとでプロジェクトࡣ全࡚の PDM ᣦ標ࢆ達成しࡑࠊれによりプロジェクト

目標ࢆ達成し࡚残りの協ຊᮇ間でព図された効果ࢆⓎ現するࡇとࡀ見込まれるࠋPDM ᣦ標ࡀ達

成され効果ࡀ᪤に PICRC によりㄆ㆑され࡚࠸る活動ࠊࡣල体的にࠊࡣ 定・実㦂機ჾのタ置㸦ᣦ

標 1-c㸧ࠊ州 PAN ᢸ当者ࢆᑐ㇟とした研修ࡸ P-CoRIE ムの㛤ദ㸦ᣦ標࢘ジ࣏ンࢩ 3-b㸧ࠊᏛ位ྲྀ

ᚓࡸㄽᩥᇳ➹による人材⫱成㸦ᣦ標 4-b㸧で࠶るࠋまたࠊᾏὒ㓟性໬とサンࢦ♋へのインパク

トに係る研究ࠊサンࢦ♋の⮬↛⅏害㍍ῶ効果に係る研究ࠊࡣẼೃኚ動ཬび኱Ẽ中の஧㓟໬Ⅳ⣲

ቑຍにᑐする研究の㔜要性ࢆ♧す஦౛とし࡚ PICRC かࡽఱᅇか言ཬࡗ࠶ࡀたࠋ他方でࠊPDM

ᣦ標の達成に向け࡚௒ᚋᙉ໬・促進されるࡁ࡭活動ࡶᗄࡘか࠶るࠋල体的にࠊࡣ᝟ሗࢹータベ

ース㸦ᣦ標 1-a1ࠊ-b1ࠊ-e㸧ࠊ♫఍⛉Ꮫと⮬↛⛉Ꮫの⤫合㸦ᣦ標 2-a㸧ࠊ政策࢜プࣙࢩン・提言の

ᩥ᭩໬㸦ᣦ標 5-a5ࠊ-c㸧で࠶るࠋ

３－２－２ 成果レベルの残りの活動の終了までの予定

PDM ᣦ標達成に向け࡚௒ᚋᙉ໬・促進されるࡁ࡭ 3 現ᅾの≧ἣཬび残りのࠊの活動に関しࡘ

ᮇ間の活動予定ࡣ௨ୗのとおり2018ࠋ ᖺ 3 ᭶までの௒ᚋ 6 カ᭶間にࡇれࡽの活動ࡀ᏶了するよ

ࠋる࠶ࡀ༑ศに᳨ウするᚲ要ࢆ⏬残りᮇ間のィࡣプロジェクトࠊ࠺

－ 14 －
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㸦ࢹータベースࢩスࢸム㸧

・ᣦ標とな࠸࡚ࡗる᝟ሗ・ࢹータベースࢩスࢸム㸦サンࢦ♋ࣔニタリングࠊᾏỈ ࣔニタ

リングࠊᾏὒ生物✀リストࠊ㑇ఏᏊࢹータ㸧ࠊࡣ現ᅾࠊ日本ഃ研究者のパࢯコンにಖᏑ

され࡚おりࢹࠊータ入ຊࡀまࡔ進⾜中で࠶るࠋ௒ᚋࢹࠊータベースの⟶⌮ࡀパࣛ࢜ഃカ

に⎔ቃ≉ࠊまたࠋる࠶また研究者向けにබ㛤される予定でࠊンターパートに⛣⟶され࢘

ኚ動ࣔニタリングのࢹータබ㛤にࠊࡣ࡚࠸ࡘ研究成果ࡀㄽᩥとし࡚⛉Ꮫ㞧ㄅにⓎ表され

るタイ࣑ングとの関係にࡶ࡚࠸ࡘ配៖するᚲ要࠶ࡀるࠋ

㸦⮬↛・♫఍⛉Ꮫの⤫合および㝣ᇦ・ᾏᇦの関連性に関するタスクフォース㸧

・ ⮬↛⛉Ꮫ・♫఍⛉Ꮫの⤫合にࠊࡣ࡚࠸ࡘᗄࡘかの♫఍調査㸦サンࢦ♋の⤒῭的価್評価ࠊ

ほගにᑐするఫẸព㆑調査ࠊスࣀーケリングのࣕ࢟リング・ࣕ࢟パ࢕ࢸࢩ調査な࡝㸧の

結果のࠊ⮬↛⛉Ꮫ研究グループおよび⤫合タスクフォースとのඹ有ࡀᚲ要で࠶るࠋ♫఍

⛉Ꮫ研究ศ㔝の㐜れ㸦調査ሗ࿌᭩のస成ࠊࡣ当ึの活動ィ⏬より約 1 ᖺの㐜れࡀ見ࡽれ

る㸧ࠊࡣᗄࡘかの⌮⏤による㸦プロジェクト㛤ጞ当ึのパࣛ࢜ഃC/P の୙ᅾࠊC/P ௵࿨

ᚋࡶఱᅇかの人஦␗動ࠊ他研究グループのよ࠺に PI 派ࡽ日本ഃかࡀᨭ援する研究者ࢆ

遣されなかࡗた㸧ࠋ成果の⤫合に向け࡚ࠊ௒ᚋタスクフォースの活動ࡀ促進される予定

で࠶るࠋ

・ 㝣ᇦ・ᾏᇦ生ែ⣔の関連性の研究㸦Malakal ‴へのୗỈ᤼ฟのᙳ㡪ࠊAirai ‴へのᅵ◁ὶ

入㸧ࠊࡶ௒ᚋࡶ୺にタスクフォースにより実施されるࠋAirai 州の⮬↛ಖㆤ⟶ࠊࡣサン

るAirai࠸࡚࠼与ࢆなᙳ㡪ࡁ኱ࠎ生ែ⣔に益♋ࢦ ‴ሁ✚物にかかるၥ㢟ࢆ᪩ᛴにゎỴす

るࡇとの㔜要性ࢆᙉ調し࡚࠸るࠋ

㸦政策提᱌㸧

・政策提言の提ฟ㸦ࡑし࡚将来の᥇ᢥ㸧に向けた PICRC のプロセスの第 1 Ṍとし࡚ࠊOEK

㸦パࣛ࢜㆟఍㸧࣓ンࣂーと⛉Ꮫ・政策ᑐヰのたࡵの᭱ึの఍㆟ࡀ 2017 ᖺ 7 ᭶ 7 日に㛤

ദされたࠋ

・ PICRC のプロセスとࡶ関連し࡚ࠊプロジェクトの各研究グループࡣ現ᅾࠕ技術リ࣏ートࠖ

第ࠋస成ࢆリー࣐ࠖ政策Ỵ定者向けサࠕࡽかࡇࡑࠊస成中でࢆ 5 ᅇ JCC㸦2017 ᖺ 9 ᭶

28 日㸧に合࡚ࡏࢃ㛤ദされるᖺ次 P-CoRIE ィ⏬し࡚ࡀプロジェクトࠊࡸム࢘ジ࣏ンࢩ

る࠸ 2017 ᖺ 12 ᭶ 7 日の᭱終ࢩン࣏ジ࢘ムにおࠊ࡚࠸プロジェクトのࡇれまでの 5 ᖺ間

の研究成果ࠊࡀ政策ᑐ᱌・提言ととࡶにⓎ表される予定ࠋ

・ PICRC 2019ࠊおり࡚࠼⪄に㔜要とࡵ実㝿のインパクトⓎ現のたࡣ政策᱌の提ฟࡣ ᖺ－

2020 ᖺࢆ目㏵に政策Ỵ定者に向け࡚実㉁の࠶る提᱌ࢆస成・提ฟした࠸と⪃࠸࡚࠼るࠋ

３－２－３ プロジェクト目標に関連する活動の終了までの予定

プロジェクト目標に1ࠊࡣ࡚࠸ࡘ) サンࢦ♋の⥅続的なࣔニタリング2ࠊ) බ㛤されるࢹータ・

᝟ሗࢩスࢸムの⥔持3ࠊ) ໟᣓ的な政策プロ࣏ーࢨルの 3 ᣦ標ࡀタ定され࡚࠸るࠋプロジェクト

でࡣサンࠊ♋ࢦỈ㉁⎔ቃࠊ生物多様性にかかる調査ࢃ⾜ࡀれࡑࠊの中でࠊࡣẖᖺのỌஂ方ᙧ༊

およびᾏỈ のࣔニタリングࠊࡀ᪤に PICRC ・る現⾜のࣔニタリング活動に調整࠸実施し࡚ࡀ

－ 15 －
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⤫合されるィ⏬で࠶るࠋまたࢹࠊータベースの⟶⌮にࡣ࡚࠸ࡘ௒ᚋ PICRC ഃに⛣⟶されࠊබ㛤

される見㏻しで࠶るࠋ政策提言にかかる௒ᚋの予定にࠊࡣ࡚࠸ࡘPICRC ࡣ 2017 ᖺ 10 ᭶ 2 日に

ෆ㒊఍㆟ࢆ㛤ദし࡚௒ᚋの㐨➽とスケジュール᳨ࢆウしࠊさࡽに 10 ᭶の⌮஦఍㸦3 か᭶に 1 ᗘ

の㛤ദ㸧でࡶ協㆟する予定とし࡚࠸るࠋプロジェクトࠊࡣ協ຊᮇ間中に政策提言ࢆస成・提ฟ

しࠊPICRC とにࡶࢆれࡑࡣ 3 ᖺᚋに᭱終的な政策提言ࡀ提ฟ・᥇ᢥされる㸦PDM 上の上位目

標㸧ࡇとࢆ想定し࡚࠸るࠋ次ᅇ 10 ᭶の⌮஦఍㸦パࣛ࢜の新ᖺᗘࡣ 10 ᭶㛤ጞ㸧でࠊࡣ政策提言

にかかる‽ഛࡴྵࢆ次ᮇࠕPICRC 5 ࣨᖺᡓ略ィ⏬㸦2018-2022㸧ࠖ ࠶ウ・ᢎㄆされる予定で᳨ࡀ

るࠋ

３－２－４ 中間レビュー提言に係るフォローアップ

中間レビューで⾜ࢃれた 6 タスクフࠋる࠶実施中でࡀ関連する活動ࠊ現ᅾࠊの提言にᑐしࡘ

ォースの活動にࠊࡣ࡚࠸ࡘẖ᭶の PI ఍㆟の࡯かࠊෆ㒊的なᡴ合ࠊࡏスカイプࠊチࣕット఍㆟な

ᾏὒ生ែ⣔へのࡽ㝣ᇦかࠊタ置されたタスクフォースの中でᩘ「ࠋる࠸れ࡚ࡽࡵ㏻し࡚進ࢆ࡝

インパクト㸦Malakal ‴の᤼ỈࠊAirai ‴のᅵ◁ὶ入㸧ࢆ調査するタスクフォースの活動ࡶ᭱ࡀ

進ࢇで࠸るࠋ

No. 提言 ᑐᛂの活動

1) ⮬↛⛉Ꮫグループと♫఍⛉Ꮫグルー

プ間の⤫合プロセスの☜❧ スࣀーケリングのࣕ࢟リング・ࣕ࢟パ

Melekeokࠊの⤒῭評価♋ࢦサンࠊ࢕ࢸࢩ
サンࢦ♋の⅏害㸦ྎ㢼および㧗₻㸧㍍

ῶ効果の研究におࠊ࡚࠸⮬↛⛉Ꮫ・♫

఍⛉Ꮫの⤫合のたࡵのタスクフォース

ࠋる࠸れ࡚ࡽࡵ進ࡀ活動ࠊ結成されࡀ

2) ⮬↛⛉Ꮫグループ間における⤫合プ

ロセスの☜❧

3) 上㏙ 1)および 2)の実現のたࡵのࠊ⤫

合に向けたタスクフォース・チーム

結成ࢆ

4) ⤫合に向けたプロセス㸦コンセプ

ト・アイࢹア㸧のྍど໬

POにタスクフォースの活動ࡀ᫂♧され

たࠋ

5) 政ᗓィ⏬へのプロジェクト研究成果

の提᱌・⤌込み㸦スࢸーク࣍ルࢲー

との調整ࠊᶫΏし人材௵࿨㸧

提᱌に向けたプロセスの第 1 Ṍとし࡚ࠊ

OEK ࣓ンࣂーとの⛉Ꮫ・政策ᑐヰࡀ㛤

ദ㸦2017 ᖺ 7 ᭶ 7 日㸧されたࠋ

6) 
㝣ᇦとᾏᇦの関連性にかかる研究に

の整⌮・ㄝ࡚᫂࠸ࡘ

Malakal ‴の᤼ỈࠊAirai ‴のᅵ◁ὶ入に

係る研究࠺⾜ࢆたࡵのタスクフォース

ࠋる࠸れ࡚ࡽࡵ進ࡀ活動ࠊタ置されࡀ

㸱㸫㸱 ຠ⋡ᛶ

プロジェクトのࡇれまでの効率性ࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸

３－３－１ プロジェクト全体および各研究グループの効率性

プロジェクトの活動ࠊࡣ全体的にࡰ࡯ࠊࡣスケジュール㏻りに進ࢇで࠸るࡇとかࠊࡽプロジ

ェクトの効率性ࡣẚ㍑的㧗࠸とุ᩿される୍ࠋ方で研究グループࡈとに活動の効率性ࡣ␗なࡗ

ࠋる㸧࠶ࡶグループ࠸でな࠺ࡑࠊࡤれ࠶ࡶたグループࡁでࡀとࡇるࡵ進ࢆる㸦効率的に活動࠸࡚

またࠊ成果 1㹼4 の活動の⥲合で࠶ࡶる成果 5 の政策提言にかかる活動にࡸࡸࠊࡣ࡚࠸ࡘ PO か

－ 16 －
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様ᘧに基づく政策提言第ࠊࡣれる㸦ල体的にࡽ見ࡶの㐜れࡽ 1 ᱌のస成ࠊ第 5 ᅇ JCC での協㆟

に向けた政策提言第 2 ᱌のస成な࡝㸧ࠋ

３－３－２ プロジェクトへの投入

概し࡚ࠊ日本ഃ専門家の派遣ࠊタഛのタ置ࠊ本邦研修な࡝の日本ഃかࡽのプロジェクトへの

投入ࠊࡣ適切で効率的でࡗ࠶たࠋ≉に機材タ置にࠊࡣ࡚࠸ࡘ㔞ࠊ㉁ࡔけでなくࠊタ置のタイ࣑

ングࡶィ⏬㏻りに進ࡽࡵれたࠋ効果的でࡗ࠶たと PICRC かࡽ≉に言ཬࡗ࠶ࡀた投入とし࡚ࠊࡣ

2 人の PICRC ⫋ဨの日本での㛗ᮇ研修ࠊPICRC に導入された 定・実㦂機材で࠶るࠋ研修によ

る⫋ဨの⬟ຊ向上ࠊࡣ現⾜のࠕPICRC 5 ࣨᖺᡓ略ィ⏬㸦2013-2017㸧ࠖ るࡆᥖࡀ PICRC の㔜要ㄢ

㢟の୍ࡘで࠶るࠋまたࠊPICRC の機材・タഛの効果的で効率的な⥔持⟶⌮にࡶ࡚࠸ࡘ同5ࠕ ࣨ

ᖺᡓ略ィ⏬ࠖで言ཬされ࡚おりࡑࠊのたࡵの PICRC 技術⫋ဨによるດຊࡀᡶࢃれ࡚࠸るࠋ

３－３－３ 効率性の向上に寄与した活動

中間レビューの提言にᚑࠊ࠸␗なる研究グループの成果⤫合のたࡵのタスクフォースࡀ㎿㏿

にタ置されࠊまたࠊ成果 5 の活動ࢆຍ㏿໬するたࡵのローカルコンサルタントとのዎ約ࡀプロ

ジェクトにより結ࡤれたࠋ

PICRC の研究者ࡣ日本ഃ研究者と⥭ᐦに協働しࠊ౛ࡤ࠼ Ms. Gouezo ẖᖺࡣ 2㹼3 㐌間連続で

サンࢦ♋ࣔニタリングの活動にᚑ஦したࠋまた PICRC ⫋ဨࡣ調査用࣎ートࢆ᧯⦪しࠊかࢲࡘイ

ビング調査のᏳ全性の☜ಖにດࡵるととࡶにࠊ実㦂ࢩスࢸムࠊẼ㇟スࢸーࣙࢩンࠊỌஂ方ᙧ༊

PICRCࠊࡣ ⫋ဨの㟁Ẽࡸᘓタにかかる専門知㆑のᨭ援により適切にタ置されたࠋさࡽにỈ᪘㤋

のタッチパࢿルᒎ♧ࠊࡣPICRC ᩍ⫱スタッフのᨭ援とࠊJOCV㸦㟷ᖺᾏእ協ຊ㝲㸧の協ຊࡶᚓ

࡚タイムリーに導入された2017ࠋ ᖺ 6 ᭶にࠊࡣPICRC の予⟬により政策提言プロセスࢆᢸ当す

る政策స成スタッフࡀ新たに雇用されࡇࠊれࡣプロジェクト᭱ࡀ終ᖺに入るに࠶たり PICRC ഃ

かࡽの㠀ᖖに時ᐅࢆᚓた投入となࡗたࠋ

本プロジェクトの㛤ጞ๓にࠊPICRC 実施機関とし࡚᪤にࢆ JICA 技術協ຊプロジェクトࡀ実

施され࡚࠸たࡇとかࠊࡽ多くの PICRC スタッフࡀ JICA の協ຊにᑐする⤒㦂ࢆ有し࡚おりࡇࠊ

れࡀ本 SATREPS プロジェクトのึᮇẁ㝵で活動の㎿㏿な❧ࡕ上ࡆにᙺ❧ࡗたࠋ

３－３－４ ローカルコンサルタントの雇用

成果 5 にࠊࡣ࡚࠸ࡘプロジェクトにお࡚࠸⁺ᴗ関係法ไࡴྵࢆෆ‴⁺ᴗศ㔝での᝟ሗ୙㊊ࡀ

ㄆ㆑されたࡇとか2017ࠊࡽ ᖺにプロジェクトࡀローカルコンサルタントとዎ約ࢆ結びࠊෆ‴㈨

※の฼用・⟶⌮ᙉ໬にかかる政策ศᯒࡀ実施されたࡇࠋの政策ศᯒࠊࡣ≉にサンࢦ♋ᓥᕋ⣔の

⁺ᴗ⟶⌮における政策提言の‽ഛに向け࡚㔜要な᝟ሗとなࡗたࠋ

３－３－５ 促進要因・阻害要因

PICRC によ࡚ࡗ言ཬのࡗ࠶た促進要因とし࡚ࠊࡣ日本ഃかࡽ PI クࢻス࣏㸦࠸けでなくⱝࡔ

の㸧研究者ࡀ派遣されࠊ活Ⓨに活動ࢆ促進したࡇとで࠶るࠋ日本ഃࠊパࣛ࢜ഃの཮方ࡀプロジ

ェクトの阻害要因とし࡚ᣲࡆたのࠊࡀ♫఍⛉Ꮫのᢸ当スタッフの஺௦ࡇࠊࡵྵࢆの 5 ᖺ間の

PICRC ⫋ဨの㢖⦾な␗動㸦ᾏእでのຮᏛࠊ㏥⫋ࠊ他の機関への㌿⫋な࡝㸧で࠶るࠋ

－ 17 －
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㸱㸫㸲 ンパクト࢖

プロジェクトのインパクトࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸

３－４－１ 上位目標に向けたPICRC の活動

プロジェクトの୺要なṇのインパクトࠊࡣ⛉Ꮫ的知見の提供によりࠊ上位目標達成への㐨➽

上位目標のࠋる࠶とでࡇす♧ࢆ PDM ᣦ標ࠕࡣプロジェクトࡀ提᱌した政策௦᱌ࡀパࣛ࢜政ᗓ

のẼೃኚ動適ᛂ策の୍⎔とし࡚᥇ᢥされるࠖࠋで࠶るࠋ上位目標の達成に向け࡚ࠊࡣまࡎプロ

ジェクトࡀ政策提言のస成ࡴྵࢆプロジェクト目標ࢆ達成するᚲ要࠶ࡀるࠊࡀPICRC ᪤に政ࡣ

策提言の提ฟ・᥇ᢥに向けたプロセスࢆ 2017 ᖺ 7 ᭶ 7 日のࠕOEK ࣓ンࣂーとの⛉Ꮫ・政策ᑐ

ヰࠖにより㛤ጞしたࡇࡑࠋでࠊࡣPICRC とパࣛ࢜㆟఍࣓ンࣂーࠊMNRET㸦⮬↛㈨※・⎔ቃ・

ほග┬㸧ࡴྵࢆパートࢼー機関との間でࠕA Call for Actionࠖࡀ⨫ྡされࠊPICRC とプロジェク

トによるᾏὒ㈨※のಖ全・持続的฼用にかかる研究成果ࢆ㋃まࠊ࠼௒ᚋ関係者ࡀ政策フレーム

࣡ークࢆస成し࡚࠸くࡇとࡀ合ពされたࠋPICRC の CEO ࡵしࡽ政策Ỵ定に知ࢆ研究成果ࠊࡣ

PICRCࠕࠊまたࠋる࠸るとᙉ調し࡚࠶㔜要でࡀとࡇく࠸࡚ࡏと・཯ᫎさࡇく࠸࡚ 5 ࣨᖺᡓ略ィ⏬

㸦2013-2017㸧ࠖ におࠊࡶ࡚࠸OEK ࣓ンࣂーにᑐする政策ࣈリーフ࢕ング࢟ࠕࡣー࣐イルストー

ン の୍ࠖࡘとし࡚ᥖࡽࡆれ࡚࠸るࠋPICRC ⌮஦㛗࠺ࡇࠊࡣした政策提言のస成・提ฟ・᥇ᢥࠊࡣ

2019-2020 ᖺࢆ目㏵に௒ᚋ 3 ᖺ間ࢆ᥃け࡚実施し࡚࠸くのࡀ現実的で࠶ると⪃࠸࡚࠼るࡇࠋの

よ࠺にࠊ上位目標にࠊࡣ࡚࠸ࡘプロジェクトによる的☜な政策提言のస成ࢆ๓提にࠊPICRC ࡀ

       ࠋる࠶ࡀとで達成されるྍ⬟性ࡇく࠸࡚ࡵ進ࢆᴟ的にྲྀり⤌み✚ࡁ続ࡁ受け࡚ᘬࢆれࡑ

３－４－２ 州レベルのインパクト

プロジェクトによるインパクトの୍ࠊࡣࡘ州レベルࠊ≉にアイࣛイ州ࠊコロール州の PAN コ

ーࢿ࢕ࢹータཬびレンジࣕー㸦⮬↛ಖㆤᐁ㸧の⬟ຊᙉ໬で࠶るࠋ౛ࠊࡤ࠼アイࣛイ州のサンࢦ

♋ࣔニタリング現地研修㸦2016/2/8-17㸧でࡣ約 10  Marine Ecological Monitoring Planࠕࠊཧຍしࡀྡ

Airai Stateࠖࡀ策定されࡇࡑࠊでࣔࠊࡣニタリングされるࡁ࡭生ែ⣔のᣦ標㸦ᾏⲡᖏࠊ↓⬨᳝動

物のᐦᗘとಶ体サイズࠊ㨶⩌のᐦᗘとಶ体サイズࠊサンࢦ・ᗏ生生物の⿕そᗘ㸧およびࣔニタ

リングのᡭ法ࡀグ㍕され࡚࠸るࠋアイࣛイ州のレンジࣕーࠊࡣ研修およびඛのࣔࠕニタリング

ィ⏬ࠖࡣと࡚ࡶᙺに❧ࡗたと㏙࠸࡚࡭るࠋ現ᅾᙼࣔࠕࡣࡽニタリングィ⏬ࠖに基づࡁ定ᮇ的に

ࣔニタリングࢆ実施しࠊPICRC に結果ࢆሗ࿌しࠊPICRC かࡽศᯒ結果ࢆ受けとࡑࠊ࡚ࡗれࢆ知

஦ࡸコ࣑ュニ࢕ࢸにヰし࡚࠸るࠋ

３－４－３ PCC へのインパクト

PCC におけるศᏊ生物Ꮫࣛࣛ࣎トリーのタ置ࠊࡣPCC のᏛ生㸦ཬびインターン研修生㸧ࡀ基

♏⛉Ꮫ研究ࢆ将来の㑅ᢥ⫥の୍ࡘとし᳨࡚ウする機఍ࢆ提供するࡇととなࡗたࠋ実㝿にࠊプロ

ジェクト専門家㸦࣏スࢻク研究ဨ㸧のᣦ導のୗで他のᏛ生ととࡶに DNA ゎᯒにᚑ஦しᏛ生イ

ンターンࢩップࢆ᏶了した୍人の PCC ༞ᴗ生ࠊࡀ同ศ㔝でのᏛ位ྲྀᚓࢆ目ᣦし࡚ᘬࡁ続ࡁᾏእ

でຮᏛࢆ⥅続中で࠶るࠋ

またࠊパࣛࣁ・࢜イスクールのᏛ生ࠊࡀPCC の Step-Up Program によりࠊプロジェクトの中

でDNA ゎᯒにྲྀり⤌ࡇࠋࡔࢇのよ࠺にプロジェクトによるᏛ生のDNA ศᯒ⬟ຊのᙉ໬ࠊࡣプ

ロジェクト活動ࡔけでなく PCC のᏛ生と Step-Up Program にࡶ貢献したࠋ

－ 18 －
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３－４－４ 持続的ツーリズムへの貢献

⎔ቃにࡸさしࢲ࠸イビング・スࣀーケリングの国㝿基‽に関するGreen Fins Workshop プࠊࡀ

ロジェクトࠊPCS㸦パࣛ࢜ಖ全協఍㸧ࠊReef-World Foundation㸦イࢠリスのNGO㸧のඹദで㛤ദ

㸦2017/3/1㹼3㸧されࠊ⮬↛㈨※・⎔ቃ・ほග┬ほගᒁࠊパࣛ࢜ほග協఍ࠊパࣛ࢜ほගᒁ㸦Palau 

Visitors Authority㸧ࠊPAN ஦ົᡤࠊコロール州ࡴྵࢆ 4 州政ᗓかࡽ 45 ྡのཧຍࡗ࠶ࡀた࣡ࠋーク

プロジェクトのࠊࡵྵࢆఫẸのほගにᑐするព㆑調査のึᮇ結果のⓎ表ࠊࡣップでࣙࢩ PI かࡽ

ᗄࡘかの成果ࡶⓎ表されたࠋ

さࡽに 2017 ᖺ 8 ᭶に Reef-World Foundation かࡽ 3 ྡの࣓ンࣂーࡀパࣛࢆ࢜ゼၥしࠊPICRC

にᐟἩしࡘࡘコロール州で࣡ークࣙࢩップ㸦評価者トレーニング㸧ࢆ㛤ദ㸦2017/8/28-9/2㸧し

たࠋPCS プロジェクࠊࡵ促すたࢆഃ⮬㌟での㐠Ⴀ࢜パࣛࠊࡣップでࣙࢩの࣡ークࡇ㛤ദしたࡀ

トの貢献とし࡚ࡣロジ㠃と日当ᐟἩな࡝の㈨㔠ᨭ援の᭱ᑠ㝈に␃ࡵたࠋパࣛ࢜の 2 ௳のࢲイビ

ングᴗ者㸦Sam’s Tours と Impac Tours㸧ࡀ Green Fins 評価ไᗘに基づࡁㄆドされる予定で࠶るࠋ

Green Fins にお࡚࠸Ⰻ࠸᱁௜けࡀᚓࡽれれࠊࡤGreen Fins のᗈሗによࠊࡶ࡚ࡗ将来的にࡣツーリ

ズムのインパクトのపῶにࡘなࡀるほගᐈのព㆑向上ࠊほගᐈの‶㊊にࡘなࡀる㧗レベルのサ

ービス提供にࡘな࠸࡚ࡗࡀくࡇとࡀᮇᚅでࡁるࠋ

３－４－５ 新技術の導入にかかるインパクト

Ọஂ方ᙧ༊の写真ࢹータの多ᩘのࣆースࢆ㈞り合ࡏࢃるプロセスࠊࡣプロジェクトでస成し

たࠕPermanent Photo Quadrat Image Processing Manualࠖにグ㍕の㏻り༙ࠊ⮬動໬されたᡭ法の導

入により効率性ࡀ向上しࡑࠊれࠊࡀPICRC ⫋ဨࡀ現ᅾ実施し࡚࠸る⥅続ࣔニタリングのపコス

ト໬・▷時間໬に貢献するࡇとࡀᮇᚅされるࠋまたࠊ┦ᑐ的なỈ㉁⃮ᗘࢆ᥎ ・ࣔニタリング

するたࠊࡵᗄࡘかのሙᡤにおࠊ࡚࠸పコストࣔジュールと同時に」ᩘࣛイトセンサーアレイᡭ

法ࡀ導入されたࠋ

プロジェクトࠊࡣ⎔ቃኚ動グループの研究にお࡚࠸パࣛ࢜のἢᓊコ࣑ュニ࢕ࢸにᑐする将来

のྎ㢼およびᾏ㠃上᪼のᙳ㡪ࢆ予 するたࡵのࣔࢹルࢆ導入したࡑࠋの㝿ࠊパࣛ࢜の現≧に合

ࠋస成されたࡀルࢹイズされた࣐ࣔカスタ࡚ࡏࢃ

３－４－６ 生物多様性にかかる新たな知見

生物多様性グループࡀプロジェクト活動ࢆ実施するなかで2016ࠊ ᖺにスࢠࢼンチࣕク㢮のᮍ

グ㍕✀ࢆⓎ見しࡕ࠺ࠊ 1 Ꮫ術ྡࠊ定され≉ࡀ✀ Epizoanthus beriber れに関すࡑࠋれたࡽけࡘࡀ

るグ஦ࡣパࣛ࢜の新⪺にࡶᥖ㍕されたࠋ

Nikko ‴の研究によりࠊ同‴ࡣ㧗࠸生物多様性とᅛ有の⎔ቃࡀ⥔持され࡚࠸るࡇとࡀ᫂ࡽか

となࡗたࡇࠋれࡣ新たなⓎ見で࠶りࠊ国ෆእの⛉Ꮫ⏺におけるNikko ‴の価್とパࣛ࢜にᑐす

るㄆ㆑の向上に貢献したࠋ      

３－４－７ 将来に予想されるインパクト

ព図され࡚࠸るインパクトとし࡚ࠊパࣛ࢜のⱝ࠸ୡ௦のព㆑向上のたࡵの⮬↛࢞イࣈࢻック

ഃ࢜パࣛࠊ日本ഃࠊࡀ C/P 研究者ࠊパࣛ࢜୺要関係者ࡴྵࢆࡽ 20 ྡ௨上のᇳ➹者によりస成

中で࠶るࠋ同᭩⡠ࠊࡣ現地㧗ᰯ生ࠊ኱Ꮫ生への࢞イࣈࢻックとし࡚クࣛスに寄㉗される予定で

ࠋる࠶

－ 19 －
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３－４－８ 他のプロジェクトとの協働

PICRC プロジェクࡣかࡘᗄࡕ࠺ࠊ実施し࡚おりࢆかのプロジェクトࡘ国㝿機関と現ᅾᗄࠊࡣ

トと┤᥋に関係࠶ࡀるࠋ

プロジェクト

1) Micronesia Conservation Trust によるࣔニタリング

2) Coral Reef Initiative によるサンࢦ♋ᅇ᚟プロジェクト㸦2 ᖺ間㸧

3) GEF および⡿国ෆົ┬による PAN MPAs プロジェクト㸦3 ᖺ間㸧

4) MCT-Cargill ฟ㈨による⁺ᴗプロジェクト 㸦1.5 ᖺ間㸧

３－４－９ プロジェクトによる負のインパクト

終了時評価ᮇ間中にほᐹでࡁるࡶのࡣなかࡗたࠋ

㸱㸫㸳 ᣢ⥆ᛶ

プロジェクトの持続性ࡣẚ㍑的㧗ࠋ࠸

㸦１㸧政策・ไᗘ㠃㸸㧗࠸

パࣛ࢜㆟఍࣓ンࣂーࡸ州知஦とのⰋዲな関係に♧されるよ࠺にࠊパࣛ࢜政ᗓෆ୍ࡸ⯡の間

での PICRC にᑐするㄆ㆑ᩘࡇࡇࡣᖺ間の間に㧗ま࠸࡚ࡗると言࠼るࠋさࡽに PICRC の⤒Ⴀ・

㐠Ⴀ㠃にࠊࡶ࡚࠸ࡘヲ⣽ィ⏬策定調査時の≧ἣとẚ㍑し࡚ࠊ予⟬および人材のほⅬかࡇࡽの

ᩘᖺ間で向上し࡚࠸るࡇと࠺ࡀか࠼ࡀるࠋPICRC の研究機関とし࡚の持続性にࠊࡣ࡚࠸ࡘ終

了時評価調査でࡣᠱᛕ஦項とし࡚ほᐹでࡁるࡶのࡣなかࡗたࠋ

国の政策・ไᗘ㠃での⎔ቃࠊࡣプロジェクトの౽益ࡀ⥔持され࡚࠸くのに適したࡶのとな

PANࠊࡣプロジェクトの活動ࠋる࠸࡚ࡗ 法ࠕࠊパࣛ࢜Ẽೃኚ動政策 2015 ほග政策࢜パࣛࠕࠊࠖ

フレーム࣡ーク 2017-2021ࠖな࡝関連する法ᚊと政策に合⮴し࡚おりࠊPICRC のࡽれࡇࠊࡣ

ᩥ᭩の関連する活動の中でࠕࠊᨭ援機関 の୍ࠖࡘとし࡚言ཬされ࡚࠸るࠋ現ᅾパࣛ࢜にࠊࡣサ

ンࢦ♋ᓥᕋ⣔生ែ⣔のಖ全に≉໬した政策ࡣᏑᅾࠊࡎࡏPICRC とパࣛ࢜㆟఍࣓ンࣂーࠊ

MNRET㸦⮬↛㈨※・⎔ቃ・ほග┬㸧ࡴྵࢆパートࢼー機関との間で⨫ྡされたࠕA Call for 

ActionࠖࠊࡣPICRC とプロジェクトによるᾏὒ㈨※のಖ全・持続的฼用にかかる研究成果ࢆ

㋃まࠊ࠼௒ᚋ関係者ࡀ政策フレーム࣡ークࢆస成し࡚࠸くࡇとࢆ合ពし࡚࠸るࠋ現時Ⅼでࠊࡣ

サンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔の持続的⥔持⟶⌮に関連する政策の኱ࡁなኚ໬ࡣ予見されなࠋ࠸

㸦２㸧⤌⧊体ไ・人材㠃㸸ẚ㍑的㧗࠸

PICRC の⤌⧊体ไ・人材のほⅬかࠊࡣࡽプロジェクトの౽益ࡣ⥔持されるྍ⬟性ࡀ㧗ࠋ࠸

⌰⌫኱Ꮫでの㛗ᮇ研修㸦2 ྡ㸧およびプロジェクトの実施㐣⛬でࠊPICRC ⫋ဨの⬟ຊᙉ໬ࡀ

進ࠋࡔࢇまたࠊ現ᅾ PICRC にࡣ 4 ྡの研究者ࡀᅾ⡠し࡚おりࠊさࡽに 4 㸦ྡ⌰⌫኱Ꮫで現ᅾ

修ኈྕྲྀࢆᚓ中の 1 ྡの PICRC 研究者ࡴྵࢆ㸧ࡀᾏእの኱ᏛでᏛࢇで࠸るࡇࠋのよ࠺にィ 8

ྡの研究者࠸ࡀるࡇとかࠊࡽPICRC くのに༑ศと࠸࡚ࡗ⾜ࢆ研究活動ࡣ現ᅾの研究者のᩘࡣ

PICRCࠊ現ᅾࠋる࠸࡚࠼⪄ 5ࠕ次ᮇࡣ ࣨᖺᡓ略ィ⏬㸦2018-2022㸧ࠖ 2017ࠊり࠶策定中でࢆ ᖺ

10 ᭶の⌮஦఍にお࡚࠸ᢎㄆされれࠊࡤ同ィ⏬ࡀබ表される予定で࠶るࠋ

－ 20 －
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PICRC と⌰⌫኱ᏛࠊࡣSATREPS プログࣛムの㛤ጞに㝿し࡚合ពされた現ᅾのMoU に࠸ࡘ

ࠋる࠸ウし᳨࡚ࢆとࡇ᭦新する࠺けるよ࠸続し࡚⥅ࢆඹ同研究ࡶにプロジェクトᚋࡽさࠊ࡚

ຍࠊ࡚࠼PICRC と▼ᇉᕷのࠕ国㝿サンࢦ研究ࣔニタリングセンター㸦ࠖ⎔ቃ┬㸧との間で 2017

ᖺに結ࡤれた MoU によࠊࡶ࡚ࡗ௒ᚋᗄࡘかの研究と᝟ሗ஺᥮ࡀ進ࢇで࠸くࡶのと見込まれ

るࠋ

㸦３㸧㈈政㠃㸸ẚ㍑的㧗࠸

予⟬にࡑࠊࡣ࡚࠸ࡘの時の国全体の⤒῭≧ἣࠊ政ᗓのඃඛᗘࠊ㸦⮬↛⅏害のⓎ生な࡝による㸧

予ᮇࡠࡏᨭฟ➼のእ的要因のᙳ㡪ࢆ受けࡸすくࠊ概し࡚持続性ࢆ見㏻すのࡣ㞴し࠺ࡑࠋ࠸し

た≧ἣで࠶ࡣるࠊࡀPICRC ࡽ政ᗓか࢜パࣛࡣ 40 ୓ࢻルの予⟬๭り当࡚ࢆ受け࡚おりࠊ㈈政

㠃かࡣࡽ⤌⧊の持続性ࡀ㧗࠸とุ᩿でࡁるࠋᚑ࡚ࡗプロジェクトのᗄࡘかの活動にࠊࡶ࡚࠸ࡘ

ᘬࡁ続ࡁ⥔持され࡚࠸くࡇとࡀᮇᚅされるࠋ

プロジェクト実施ᮇ間中ࠊPICRC PICRCࠋたࡁ負ᢸし࡚ࢆ࡝Ỉග⇕費なࠊ調査⯪౑用ᩱࡣ

の㈈※ࠊࡣ政ᗓの予⟬๭り当࡚ࠊグࣛントཬびフ࢓ンࢻ・レイジングࠊ寄௜㔠ࢠࠊフト・ࢩ

ࣙップの኎り上ࣛ࣎ࣛࠊࡆトリー・ 定機ჾのレンタルᩱࠊ఍㆟ᐊのレンタルᩱࠊPAN 基㔠

➼かࡽのࢼࢸントᩱࠊỈ᪘㤋の入㤋ᩱな࡝で࠶るࠋPICRC ࣛ࣎ࣛࡀቑຍするゼၥ研究者ࠊࡣ

トリー・ 定機ჾࢆ౑用するࡇとによる཰入のቑຍࢆ見込ࢇでおり࠺ࡇࠊした཰入ࣛ࣎ࣛࡣ

トリーにタ置された機材のಖᏲ・⥔持⟶⌮にとࡶ࡚ࡗᚲ要で࠶るࠋ

㸦４㸧技術㠃㸸ẚ㍑的㧗࠸

技術的なほⅬかࠊࡣࡽẖᖺのỌஂ方ᙧ༊とᾏỈ ࣔニタリングࠊࡣᘬࡁ続ࡁ⥅続されるྍ

⬟性ࡀ㧗ࠋ࠸PICRC ᑐ㇟にࢆ✀ࢦ全ᇦの୺なサン࢜᪤にパࣛࡣ 22 のỌஂࣔニタリング地Ⅼ

タ定しࢆ 2 ᖺࡈとに୺要パ࣓ࣛータࣔࢆニタリングし࡚࠸るࠋプロジェクトによ࡚ࡗ現⾜の

PICRC ࣔニタリング活動への⤫合ࢆᛕ㢌に新たなコン࣏ーࢿントࢨࢹࡀインされ࡚おりࠊ௒

ᚋࠊプロジェクトࡣ PICRC と࡝ࠊのサイトおよびᡭ法ࣔࡀニタリングの⥅続のたࡵに⤫合さ

れるࡁ࡭か協㆟する予定で࠶るࠋ

ᚓしたྲྀࢆ኱Ꮫで修ኈ⌫⌰ࠊࡣた生物多様性にかかる研究活動ࡵྵࢆータベースの⥔持ࢹ

PICRC 研究者によりᘬࡀ⥅ࡁれる予定で࠶るࠋ同様にࠊ⎔ቃኚ動の研究ࠊࡣ現ᅾ⌰⌫኱Ꮫで

修ኈྕྲྀࢆᚓ中の PICRC 研究者にᘬࡀ⥅ࡁれる予定で࠶るࠋ♫఍⛉Ꮫと政策提言にࠊࡣ࡚࠸ࡘ

2 ྡの PICRC スタッフࡀ௵࿨㸦またࡣ᥇用㸧されࠊ୧ྡࠊࡣ関連活動ࢆ⥅続し࡚࠸くのにᚲ

要な技術的⬟ຊࢆ有し࡚࠸るࠋ

技術的なほⅬかࡽ表᫂のࡗ࠶たᠱᛕの୍ࠊࡣࡘPCC にタ置された DNA ࠶トリーでࣛ࣎ࣛ

るࡑࠋの⥔持⟶⌮にࠊࡣ࡚࠸ࡘ௒ᚋࡣㄡ࣓ࡀインࣘーࢨーとし࡚฼用し࡚࠸く見㏻し࠶ࡀる

のかࠊ࡚ࡵྵࢆPCC と PICRC の間で協㆟されるᚲ要࠶ࡀるࠋ

－ 21 －
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第 4 章 結ㄽと提言

㸲㸫㸯 ホ౯㸳㡯┠にかかる⤖ㄽ

評価チームࠊࡣᗄࡘかの活動の㐜れ࠶ࡣるࡀ中間レビュー௨㝆ࡶ全体的にプロジェクトࡣⰋዲ

に実施され࡚おりࠊ残りの協ຊᮇ間中にࢹータベースࡀパࣛ࢜ഃに⛣されるととࡶに研究者向け

にබ㛤されࠊサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全にかかる政策提言ࡀパࣛ࢜政ᗓに提ฟされるࡇとでࠊプ

ロジェクト目標の協ຊᮇ間中の達成ࡀ見込ࡵるࡇとࢆ☜ㄆしたࠋ

ホ౯ 5 㡯┠にかかるホ౯⤖ᯝのせ⣙ࡣ௨下のࠋࡾ࠾࡜

項目 評価 要約

妥当性 㧗࠸

プロジェクトࡣパࣛ࢜政ᗓཬび日本政ᗓの政策ࠊPICRC のᡓ略ィ⏬と୍⮴し࡚࠸るࠋ

またࠊプロジェクトのㄢ㢟ゎỴに向けたアプローチࡶ適切で࠶る୍ࠋ 方でプロジェク

トのࢨࢹインࠊࡣᗄࡘかのᣦ標にࡣ࡚࠸ࡘ᫂☜にタ定され࡚おࡑࠊࡎࡽのタイムࣛイ

ンࡶ実㝿のプロジェクト活動ࢆ཯ᫎしたࡶのとな࠸࡚ࡗなかࡗたࠋ

有効性 ẚ㍑的㧗࠸

プロジェクトࠊࡣ残りの協ຊᮇ間でࢹータࢩスࢸム構⠏・බ㛤ࠊ♫఍⛉Ꮫ・⮬↛⛉Ꮫ

の⤫合ࠊ政策࢜プࣙࢩン・提言のᩥ᭩໬ࢆ᏶了さࡏるࡇとでࠊ全࡚のᣦ標ࢆ達成しࠊ

ࠋ見込まれるࡀとࡇるࡆ࠶ࢆ達成し࡚ᡤᮇの஦ᴗ効果ࢆれによりプロジェクト目標ࡑ

効率性 ẚ㍑的㧗࠸

プロジェクトの全体とし࡚ࡰ࡯スケジュール㏻りに実施され࡚おりࠊ効率性ࡣẚ㍑的

㧗ࠋ࠸専門家派遣ࡸ機材供与ࡴྵࢆ投入のタイ࣑ングࠊ㉁と㔞ࡣ適切でィ⏬㏻りで࠶

適切ࡀのタスクフォースࡵ各成果の⤫合のたࠊ࠸中間レビュー時での提言にᚑࠋたࡗ

にタ置されたࠋ

インパク

ト
ẚ㍑的㧗࠸

上位目標の達成に向けた活動ࡶ進⾜し࡚おりࠊල体的にࡣ PICRC によりパࣛ࢜㆟఍

࣓ンࣂーとの政策ᑐヰࡀ㛤ദされたࠋプロジェクトによる⬟ຊᙉ໬にࠊࡣ࡚࠸ࡘ

PICRC の研究者ࡔけでなくࠊPCC のᏛ生ࠊ州 PAN ᢸ当者・レンジࣕーにᑐするイン

パクトࡶㄆࡽࡵれたࠋ

持続性 ẚ㍑的㧗࠸

持続性の見㏻しࠊࡣ政策・体ไ㠃かࡣࡽ㧗ࡑࠊ࠸の他のほⅬかࡣࡽẚ㍑的㧗࠸と見込

まれるࠋ予⟬にࡑࠊࡣ࡚࠸ࡘの時の国全体⤒῭≧ἣࠊ政ᗓのඃඛᗘのኚ໬ࠊᨭฟの想

定እのቑ኱な࡝のእ㒊要因にᙳ㡪されるࠊࡀPICRC におࡣ࡚࠸政ᗓか୍ࡽ定の予⟬

๭り当࡚࠶ࡀるࠋ技術㠃でࠊࡣDNA ࡀ⌮⟶トリーの体ไと⥔持ࣛ࣎ࣛ PICRC と PCC
の間で協㆟されるᚲ要࠶ࡀるࠋ

* 評価 5 項目のレー࢕ࢸングにࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘ㧗࠸ ࠸ẚ㍑的㧗ࠕࠖ 中⛬ᗘࠕࠖ ࠸పࡸࡸࠕࠖ のࠖ࠸పࠕࠖ 5ẁ㝵ࠋ

評価チームࠊࡣプロジェクトによりパࣛ࢜におけるサンࢦ♋ᓥᕋ⣔の持続的⟶⌮にかかる⬟ຊ

PICRCࠊࡣプロジェクト࡚࠼ຍࠊとࡇᙉ໬されたࡀ の⾜࠸࡚ࡗるᴗົの国ෆእにおけるㄆ知ᗘの

向上にࡶ貢献したࡇとࢆ☜ㄆしたࠋ

PICRCࠊPCCࠊ⌰⌫኱Ꮫの間のⰋዲな関係とࠊ本プロジェクトにඛ⾜し࡚実施された JICA 技術

協ຊプロジェクトの成果ࠊࡀ本プロジェクトの成果・目標の達成に貢献し࡚࠸るࠋ

㸲㸫㸰 ᥦゝ

上㏙の評価結果ࢆ㋃まࠊ࡚࠼合同評価チームࡣ௨ୗの㏻り提言するࠋ

プロジェクトチームにᑐし࡚

㸦１㸧政策࢜プࣙࢩンᩥ᭩໬のたࡵの⮬↛⛉Ꮫ・♫఍⛉Ꮫの⤫合

プロジェクト目標・上位目標の達成に向け࡚⮬↛⛉Ꮫ・♫఍⛉Ꮫの⤫合ࡀ㔜要で࠶るࡇ

とかࡑࠊࡽれ࡚ࡵྵࡶ政策࢜プࣙࢩンస成までの活動プࣛンࢆస成するࡇとࠋさࡽにࠊプ

－ 23 －
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ロジェクトࠊࡣᘬࡁ続ࡁ政策Ỵ定者とのᑐヰࢆ続け࡚࠸くࡇとࡀᮃまれるࠋ

㸦２㸧プロジェクト成果に関するア࢘トリーチ

地ᇦఫẸの生活ᩥࠊ໬ࠊẼೃኚ動への適ᛂにと࡚ࡗサンࢦ♋ᓥᕋ⣔の೺全な生ែ⣔の⥔

持ࡑࠊのたࡵの⌮ゎ向上に向けたᗈ⠊なア࢘トリーチࡀ㔜要で࠶るࠋᚑ࡚ࡗプロジェクト

ࠊ࡚ࡌ㏻ࢆンツールࣙࢩュニケー࣑なコࠎ様࡝アな࢕ࢹル࣓ࣕࢩーࢯࠊ⪺新ࠊ࢜ジࣛࠊࡣ

プロジェクトでᚓࡽれた知見に࡚࠸ࡘᗈくア࢘トリーチするࡇと୍ࠋ⯡の間での⌮ゎ向上

ࠋなるࡶቃసりと⎔࠸ンの将来の᥇ᢥに向けたᮃましࣙࢩプ࢜௒ᚋస成される政策ࠊࡣ

㸦３㸧プロジェクト成果の他へのインプット

パࣛ࢜Ẽೃኚ動政策の 2020 ᖺの見┤しに向けࡑࠊの‽ഛࡀ 2018 ᖺかࡽጞまる予定で࠶

るࠋプロジェクトࡣパࣛ࢜Ẽೃኚ動ᐊとの連⤡ࢆ㛤ጞし࡚ࠊプロジェクトの成果ࡸ政策࢜

プࣙࢩンࡀẼೃኚ動政策のᨵゞにᑐし࡚貢献でࡁるか᳨ウするࡇとࡀᮃまれるࠋ

⮬↛㈨※・⎔ቃ・ほග┬ほගᒁ2018ࠊࡣ ᖺにロックアイࣛンࢻಖㆤ༊のࣕ࢟リング・࢟

ࣕパ࢕ࢸࢩ調査ࢆ実施する予定で࠶りࠊ㔜」➼ࢆ㑊けるたࡵプロジェクトࡀ実施した調査

結果に࡚࠸ࡘᡴ合ࢆࡏ持ࡕた࠸とᮃࢇで࠸るࠋプロジェクトࡣ調査成果のほගᒁとのඹ有

ࠋとࡇウする᳨ࢆ

㝣ᇦかࡽᾏὒ生ែ⣔へのࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなᙳ㡪にࠊࡣ࡚࠸ࡘ᪤にᗄࡘかの州政ᗓによりㄆ㆑

され࡚࠸るࠋよࠊ࡚ࡗプロジェクトࠊࡣ㝣ᇦかࡽサンࢦ♋へのᙳ㡪にかかる研究結果ࢆ

EQPB ཬび州政ᗓとඹ有しࠊᙼࡀࡽ適切なᑐᛂྲྀࢆれるよ࠺ᨭ援するࡇとࡀᮃまれるࠋ

㸦４㸧Ⰻዲな関係の⥔持

プロジェクト活動の持続性に向け࡚ࠊパࣛ࢜ഃと日本ഃࠊࡣ᝟ሗのඹ有ࠊ人材の஺᥮ࠊ

᪤Ꮡのプログࣛムなࢆ࡝㏻し࡚ᘬࡁ続ࡁ協働関係ࢆ⥔持し࡚࠸くࡇとࠋ

㸦５㸧ࢹータベースのබ㛤

現時Ⅼでࡣプロジェクトのࢹータベースࡣබ㛤され࡚࠸なࠋ࠸⛉Ꮫ⏺全体のⓎᒎにとࡗ

࡚ほ ࢹータの日本ഃ・パࣛ࢜ഃ཮方でのඹ有ࠊ↛るࡁ࡭ᑐ㇟者㸦研究者㸧へのබ㛤ࡀ㔜

要で࠶るࡇとかࠊࡽプロジェクトࡑࡣれに向けたྲྀり⤌みࢆ進ࡵるࡇとࠋ

パࣛ࢜ഃにᑐし࡚

㸦１㸧リーࢲーࢩップの⥔持

PICRC と PCC のリーࢲーࢩップࠊࡀプロジェクト活動の実施にお࡚࠸㔜要なᙺ๭ࢆ果

たし࡚࠸るࡇとࢆ終了時評価調査にお࡚࠸☜ㄆでࡁたࠋよࠊ࡚ࡗプロジェクト活動の⥅続

および上位目標の達成に向け࡚࠺ࡇࠊしたリーࢲーࢩップࢆ௒ᚋࡶ⥔持し࡚࠸くࡇとࠋ

㸦２㸧アジア・ኴᖹὒ地ᇦにおけるサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全

プロジェクトࢆ㏻し࡚ࠊPICRC の持続的⟶⌮にかかるඛ進的ࡑᓥᕋ生ែ⣔と♋ࢦサンࡣ

な知㆑・᝟ሗྲྀࢆᚓしࠊ⬟ຊᙉ໬ࡀ進ࡇࡔࢇとかࠊࡽさࡽにࠊアジア・ኴᖹὒ地ᇦのサン

けたCenter of Excellenceࡴ促進にࢆ⌮⟶ᓥᕋ生ែ⣔の持続的♋ࢦ となるよࠊ࠺PICRC ᳨ࡣ

－ 24 －
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ロジェクトࠊࡣᘬࡁ続ࡁ政策Ỵ定者とのᑐヰࢆ続け࡚࠸くࡇとࡀᮃまれるࠋ

㸦２㸧プロジェクト成果に関するア࢘トリーチ

地ᇦఫẸの生活ᩥࠊ໬ࠊẼೃኚ動への適ᛂにと࡚ࡗサンࢦ♋ᓥᕋ⣔の೺全な生ែ⣔の⥔

持ࡑࠊのたࡵの⌮ゎ向上に向けたᗈ⠊なア࢘トリーチࡀ㔜要で࠶るࠋᚑ࡚ࡗプロジェクト

ࠊ࡚ࡌ㏻ࢆンツールࣙࢩュニケー࣑なコࠎ様࡝アな࢕ࢹル࣓ࣕࢩーࢯࠊ⪺新ࠊ࢜ジࣛࠊࡣ

プロジェクトでᚓࡽれた知見に࡚࠸ࡘᗈくア࢘トリーチするࡇと୍ࠋ⯡の間での⌮ゎ向上

ࠋなるࡶቃసりと⎔࠸ンの将来の᥇ᢥに向けたᮃましࣙࢩプ࢜௒ᚋస成される政策ࠊࡣ

㸦３㸧プロジェクト成果の他へのインプット

パࣛ࢜Ẽೃኚ動政策の 2020 ᖺの見┤しに向けࡑࠊの‽ഛࡀ 2018 ᖺかࡽጞまる予定で࠶

るࠋプロジェクトࡣパࣛ࢜Ẽೃኚ動ᐊとの連⤡ࢆ㛤ጞし࡚ࠊプロジェクトの成果ࡸ政策࢜

プࣙࢩンࡀẼೃኚ動政策のᨵゞにᑐし࡚貢献でࡁるか᳨ウするࡇとࡀᮃまれるࠋ

⮬↛㈨※・⎔ቃ・ほග┬ほගᒁ2018ࠊࡣ ᖺにロックアイࣛンࢻಖㆤ༊のࣕ࢟リング・࢟

ࣕパ࢕ࢸࢩ調査ࢆ実施する予定で࠶りࠊ㔜」➼ࢆ㑊けるたࡵプロジェクトࡀ実施した調査

結果に࡚࠸ࡘᡴ合ࢆࡏ持ࡕた࠸とᮃࢇで࠸るࠋプロジェクトࡣ調査成果のほගᒁとのඹ有

ࠋとࡇウする᳨ࢆ

㝣ᇦかࡽᾏὒ生ែ⣔へのࣈ࢕ࢸ࢞ࢿなᙳ㡪にࠊࡣ࡚࠸ࡘ᪤にᗄࡘかの州政ᗓによりㄆ㆑

され࡚࠸るࠋよࠊ࡚ࡗプロジェクトࠊࡣ㝣ᇦかࡽサンࢦ♋へのᙳ㡪にかかる研究結果ࢆ

EQPB ཬび州政ᗓとඹ有しࠊᙼࡀࡽ適切なᑐᛂྲྀࢆれるよ࠺ᨭ援するࡇとࡀᮃまれるࠋ

㸦４㸧Ⰻዲな関係の⥔持

プロジェクト活動の持続性に向け࡚ࠊパࣛ࢜ഃと日本ഃࠊࡣ᝟ሗのඹ有ࠊ人材の஺᥮ࠊ

᪤Ꮡのプログࣛムなࢆ࡝㏻し࡚ᘬࡁ続ࡁ協働関係ࢆ⥔持し࡚࠸くࡇとࠋ

㸦５㸧ࢹータベースのබ㛤

現時Ⅼでࡣプロジェクトのࢹータベースࡣබ㛤され࡚࠸なࠋ࠸⛉Ꮫ⏺全体のⓎᒎにとࡗ

࡚ほ ࢹータの日本ഃ・パࣛ࢜ഃ཮方でのඹ有ࠊ↛るࡁ࡭ᑐ㇟者㸦研究者㸧へのබ㛤ࡀ㔜

要で࠶るࡇとかࠊࡽプロジェクトࡑࡣれに向けたྲྀり⤌みࢆ進ࡵるࡇとࠋ

パࣛ࢜ഃにᑐし࡚

㸦１㸧リーࢲーࢩップの⥔持

PICRC と PCC のリーࢲーࢩップࠊࡀプロジェクト活動の実施にお࡚࠸㔜要なᙺ๭ࢆ果

たし࡚࠸るࡇとࢆ終了時評価調査にお࡚࠸☜ㄆでࡁたࠋよࠊ࡚ࡗプロジェクト活動の⥅続

および上位目標の達成に向け࡚࠺ࡇࠊしたリーࢲーࢩップࢆ௒ᚋࡶ⥔持し࡚࠸くࡇとࠋ

㸦２㸧アジア・ኴᖹὒ地ᇦにおけるサンࢦ♋ᓥᕋ生ែ⣔のಖ全

プロジェクトࢆ㏻し࡚ࠊPICRC の持続的⟶⌮にかかるඛ進的ࡑᓥᕋ生ែ⣔と♋ࢦサンࡣ

な知㆑・᝟ሗྲྀࢆᚓしࠊ⬟ຊᙉ໬ࡀ進ࡇࡔࢇとかࠊࡽさࡽにࠊアジア・ኴᖹὒ地ᇦのサン

けたCenter of Excellenceࡴ促進にࢆ⌮⟶ᓥᕋ生ែ⣔の持続的♋ࢦ となるよࠊ࠺PICRC ᳨ࡣ
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ウࢆ㛤ጞし࡚࠸くࡇとࠋ

㸦３㸧政策提言に向けた適切なコ࣑ュニケーࣙࢩン⬟ຊᙉ໬のたࡵのリࢯース配ศ

コ࣑ュニケーࣙࢩンの㔜要性ࢆ༑ศㄆ㆑し࡚ࠊPICRC ュニケ࣑Ꮫศ㔝におけるコ⛉ࠊࡣ

ーࣙࢩン専門家な࡝による୍⯡の人ࠎとのコ࣑ュニケーࣙࢩン向上に向けࠊᚲ要な予⟬๭

り当᳨࡚ࢆウするࡇとࠋ

㸲㸫㸱 ᩍカ

プロジェクトの実施ࢆ㏻し࡚௨ୗのᩍカࡀᚓࡽれたࠋ

㸦１㸧 プロジェクトࢆ実施し࡚࠸く中でࠊ実㝿の活動と当ึィ⏬の PDM との間に஋㞳ࡀ生ࡌ

࡚くるࡇと࠶ࡀるࡑࠋれࢆᅇ㑊するたࠊࡵプロジェクトチームࠊࡣ定ᮇ的にᡴ合ࢆࡏ持

適ᐅ࡚ࡗࡑㄢ㢟にࡸに実㝿の進捗ࡽさࠊニタリングしࣔࢆ活動の進捗࡚ࡗ PDM ᭦新ࡶ

し࡚࠸くࡇとࡀᚲ要で࠶るࠋ≉にࠊプロジェクトの進⾜にᚑࡶࠊ࠸し PDM ᣦ標ࡀ༑ศ

に᫂░にタ定され࡚࠸なࡀ➼࠸᫂ࡽかとなࡗたሙ合ࡇࠊࡣれࡽ PDM ᣦ標ࡣ達成ᗘࡀ的

☜に れるよ࠺෌タ定されるࡁ࡭で࠶るࠋ

㸦２㸧プロジェクトによ࡚ࡗ時に各成果間の⤫合ࡀᅔ㞴なሙ合ࠊࡣ成果間ࢆᶓ᩿する࣓ンࣂー

かࡽ構成されるタスクフォースのタ置・活動ࠊࡣ効果的に各成果࡚ࡆ⧄ࢆプジェクト目

標の達成に貢献するࠋ

㸦３㸧ඛ⾜し࡚実施され࡚ࡁた JICA 技術協ຊプロジェクトの成果ࠊࡣ本プロジェクトの成ຌ

に኱ࡁく貢献し࡚࠸るࠋよ࡚ࡗプロジェクトの㛤ጞᚋでࠊࡶ࡚ࡗ࠶ඛ⾜プロジェクトの

成果ྲྀࢆり入れ࡚適切に฼用し࡚࠸くࡇとࡀ㔜要で࠶るࠋ

㸦４㸧プロジェクトへの投入ࡀ効果的となるよࠊ࠺日本ഃかࡽの投入と┦ᡭ国ഃかࡽの投入ࡀ

適切なࣛࣂンスとなるよࢨࢹ࠺インされるᚲ要࠶ࡀる㸦౛ࠊࡤ࠼日本ഃかࡽ派遣される

専門家の人ᩘとࡑࠊの技術⛣㌿のᑐ㇟で受益者で࠶ࡶる┦ᡭ国ഃかࡽのカ࢘ンターパー

トの人ᩘとの間のࣛࣂンス㸧

－ 25 －
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ῧ௜ 1: プロジェクト・デザイン・マトリクス (PDM) ver. 20160921

Project Name: Project for sustainable management of coral reef and island ecosystems: responding to the threat of climate change

Term of the Project: April 2013 – March 2018 (5 years)

Subject area: Palau (whole nation) 

Subject group: Researchers at C/P (PICRC), Residents of Palau
Subject Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumptions
Overall Objective
To have the results of this project utilized for 
policy formulation and management of the coral
reef and island ecosystems in Palau.

a. Recommended policy alternatives proposed by the project are 
adopted by Palau government as the adaptation to climate change. 

a: Government’s official documents & civil sector’s 
responses. 

Project Purpose

Capacity of sustainable management of coral 
reef and island ecosystems in Palau is enhanced. 

a. Monitoring is continuously operated by Palauan authorities.

b. Data/information bases developed by the project are maintained 
continuously and become accessible for the public, following the 
policies of the involved parties.

c. A comprehensive policy alternative including options for sustainable 
Palauan society based on tourism, economy and ecosystem 
management is proposed to Palau government as the adaptation to 
climate change.

a. Monitoring reports.

b. Contents of homepage.

c. Government’s official response (document, memo, 
message, etc.) 

- The policy of Palau government in 
climate change is not significantly 
changed.

- Necessary budget for the 
maintenance of database for 
monitoring coral reef and island 
ecosystem installed in PICRC is 
secured. 

Project Output
1: Scientific data systems needed for 

self-sustained monitoring of the environment 
and coral reef and island ecosystems are 
acquired and organized.  

a. By 1.5 years later after the project starts, a comprehensive marine 
database on all core-sites is open to the public, following the policies 
of the involved researchers. (target core-sites; more than 3 sites)

b. By 2 years later after the project starts, basic database management 
system for Palauan marine species list is developed and open to the 
public. 

c. By 1.5 years later after the project starts, stress experiment systems 
are built at PICRC.

d. By 2.5 years later after the project starts, monitoring protocol for 
coral reef organism is supplemented and proposed to Palau-side.

e. By 5 years later after the project starts, genetic data are established 
and open for the public.   

a.b. Management reports on database. 

c. Experiment system at PICRC.

d. Supplement for monitoring protocol and official 
response from Palau-side authority (Ministry of 
Natural Resources and Environment). 

e. Genetic data are updated to BOLD (Barcoding of 
Life Data)/GenBank.

- C/P personnel who participated in 
the project continuously work for 
the C/P institutions. 

2: Natural science and social science data are 
analyzed and evaluated to extract knowledge 
and ideas that can contribute to the 
sustainable management of coral reef and 
island ecosystems under the influence of 
climate change. 

a: By 4 years later after the project starts, research results are reported in 
domestic (Japan/Palau) / international conferences as well as 
international journals (at least one article / activity).

a: Articles submitted / Presentation documents

3: A wider understanding in the general public 
for biodiversity, ecosystem services and the 
conservation of coral reef and island 
ecosystems is created. 

a. In the 1st year of the Project, quarterly exhibitions of the project 
activities are held at PICRC.

b. By 2.5 years later after the project starts, lectures and workshops 
for enlightening people about project activities are held and their 
understanding is improved (more than one time).

a. Project progress reports

b. Implementation report of lecture 
series/workshops

4: Human resource development is achieved 
through the sharing of expertise and scientific 

a. By 3 years later after the Project starts, protocols for molecular 
biology, physiological experiments are prepared for PICRC staff and 

a. Protocols (manuals)

b. Article on international journal.
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2

knowledge necessary for the conservation of 
coral reef and island ecosystems. 

utilized by themselves following the policies of the involved parties. 

b. Within the project period, more than one article by PICRC staff is 
accepted to an in international, peer-reviewed journal(s). 

5: Documentation of policy options/proposals 
that support/contribute to the conservation of 
coral reef and island ecosystems is finalized. 

a. Within the project period, necessary data/information for 
environmental response is established and proposed to Palau 
government. 

b. By 4 years later after the project starts, local stress suppression 
measures under the impact of climate change on coral reef and island 
ecosystem are considered. 

c. By 5 years later after the project starts, policy alternatives including 
options for sustainable Palauan society based on tourism, economy 
and ecosystem management is prepared for Palau Government’s 
authority. 

a. Project progress reports

b. Discussion paper

c. Policy alternatives

Activities Inputs

- Necessary budget for the Project is 
allocated without any significant 
delay. 

- Necessary equipment for the 
Project is installed without any 
significant delay. 

<Activity 1>
1-1 Monitoring, analyzing and evaluating reef building corals (Photo quadrats) and fish (Line transect) communities.
1-2 Investigation on environmental stresses on inner reefs in Palau.
1-3 Collect basic marine environmental data (pH, salinity, turbidity, etc.) and information (Physical Data).
1-4 Conduct analyses of biodiversity patterns and connectivity.
1-5 Biodiversity database systems and data accessibility.
1-6 Evaluation of climate change impacts on Palau coral reef ecosystem. 
1-7 Evaluation of local scale impacts on Palau Coral Reef Ecosystem.
1-8 Evaluation of watershed impacts on Palau coral reef ecosystems.
1-9 Conduct estimates of economic loss due to the degradation of ecosystem services of coral reef islands and of economic 

valuation of the benefits of conservation and used of natural ecosystems. 
1-10 Research for sustainable tourism focusing on coral reef island destination (residents, tourists). 

<Activity 2>
2-1 Integration of social and natural science studies to extract knowledge and ideas that can contribute to the sustainable 

management of Palauan ecosystem.

<Activity 3> 
3-1 Conduct exhibitions that aim to improve the understanding of residents regarding coral reef.
3-2 Conduct seminars/workshops aimed at managers, stakeholders, students, etc. as a forum for discussion and exchange of 

ideas in Palau.
3-3 Hold a special session at the international Coral Reef Symposium, to be held in 2016.
3-4 Field guidebook of Palauan nature and environment. 

<Activity 4>
4-1 Support workshop/trainings led by PICRC in the states of Palau that aim to improve the capacity of monitoring marine 

protected areas. 
4-2 Long term training for MSc at the Univ. of the Ryukyus.  

<Activity 5>
5-1 Discuss with key-persons for Palauan society in order to build a consensus on conservation plan based on the project 

outcomes. 
5-2 Propose policy options that contribute to the conservation and management of coral reef and island ecosystems in Palau 

based on the outcomes of activities 1-1 to 5-1 above. 

【Japan-side】

Long-term experts: 1 
person (operational 
coordination)

Short-term dispatch 
researchers: 3 post-docs 
for 5 years

Short-term training in 
Japan: 2 people for <3 
months/year. 

【Palau-side】

C/P,

C/P personnel expenses 
for SATREPS, 

Research facility 
arrangements (e.g., 
office space, LAB, 
research vehicles and 
boats for field survey), 
other local costs for 
SATREPS project. 

【Pre-condition】

The C/P personnel are assigned 
without significant delay. 

Source) Minutes of Meeting dated 28 September 2016
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ῧ௜ 2: 調査ス䜿ジュール

No ᪥௜ ⥲ᣓ / ௻画༠ຊ / SATREPS 計画・ホ౯ ホ౯分析 パラオഃホ౯⪅

1st 9 月

10᪥
᪥

20:40 パラオ╔

2nd 11 ᪥ 月 08:00 㠃ㄯ（୰㇂プロジェクト業ົ調ᩚᑓ㛛ᐙ）

09:00 䜻ックオフ会議（ྜྠホ౯ጤဨ䜈の説明）

༗ᚋ 㠃ㄯணᐃ⪅との᪥時・時㛫➼の☜ㄆ

09:00 䜻ックオフ会議

3rd 12᪥ ⅆ 09:00 㠃ㄯ（Ms. Geraldine Rengiil 研✲・水᪘㤋㒊㛗）

13:00 㠃ㄯ（Dr.ᮏ㒓、環境変動グループ）

14:30 㠃ㄯ（Ms. Mingrang Kloulechad ⥲ົ㒊㛗）

4th 13᪥ 水 13:00 㠃ㄯ（Mr.႐℩、生≀ከᵝᛶグループ）

5th 14᪥ ᮌ 08:00 㠃ㄯ（Mr. Victor Nestor、生≀ከᵝᛶグループ）

14:00 㠃ㄯ（Ms. Marine Gouezo、生≀変動グループ）

15:00 㠃ㄯ（Ms. Andrea Uchel、政策提言ᢸᙜ）

6th 15᪥ 金 13:00 㠃ㄯ（Ms. Lincy Lee Marino ♫会⤒῭ホ౯グループ） → 䜻䝱ンセル

7th 16᪥ ᅵ   資料ᩚ理

8th 17᪥ ᪥ 20:40 パラオ╔（௻画༠ຊ）    資料ᩚ理

9th 18᪥ 月 09:00 㠃ㄯ（PANF マネジ䝱ー Mr. Regis Emesiochel、PANO マネジ䝱ー Mr. Foober Skebong）
11:30 JICA パラオᨭᡤᡴྜ䛫

13:30 㠃ㄯ（Dr. Yimnang Golbuu CEO）

4:30 㠃ㄯ（コロール州ಖ඲・法ᇳ⾜㒊㛗 Mr. Jose Ise）
10th 19᪥ ⅆ 09:00 㠃ㄯ（Mr. Noah Idechong PICRC 理஦㛗）

10:30 㠃ㄯ（観光局 Ms. Anastacio 局㛗、Mr. Orrukem、Mr. Iyar、Mr. Marino）
13:00 㠃ㄯ（海洋資※局 Mr. King Sam 局㛗௦理）

11th 20᪥ 水 09:00 㠃ㄯ（気候変動オフィス Mr. Xavier Matsutaro）
13:30 㠃ㄯ（PALARIS  Mr. David Idip Jr.）
14:20 㠃ㄯ（PCC 学㛗 Dr. Patrick Tellei）
20:40 パラオ╔（プロジェクトリー䝎ー、Dr. Nakamura ）

12th 21᪥ ᮌ 09:30 㠃ㄯ（アイライ州政ᗓ PAN コーディネータ Mr. Kammen Chin、レンジ䝱ー Mr.Artingal Polloi）
༗ᚋ プロジェクト・サイトどᐹ（Nikko 湾、Malakal 湾、Airai 湾）

20:40 パラオ╔（⥲ᣓ／SATREPS 計画・ホ౯）

13th 22᪥ 金 09:00 ⾲ᩗ（Palau Community Collage）
11:00 ⾲ᩗ（PICRC CEO）

13:00 ⾲ᩗ（PCRC 理஦㛗）

14:00 ホ౯報告書（᱌）にಀる༠議

20:40 パラオ╔（SATREPS 計画・ホ౯）

14:00 ホ౯報告書（᱌）にಀる༠議

14th 23᪥ ᅵ プロジェクト・サイトどᐹ（Rock Island Southern Lagoon）
15th 24᪥ ᪥    ホ౯報告書（᱌）作成

16th 25᪥ 月 10:00 ホ౯報告書にಀる༠議

15:00 ホ౯報告書の᭱⤊化

10:00 ホ౯報告書にಀる༠議

15:00 ホ౯報告書の᭱⤊化

17th 26᪥ ⅆ 15:00 ホ౯報告書の⨫名 15:00 ホ౯報告書の⨫名

18th 27᪥ 水 ༠議

19th 28᪥ ᮌ 08:30 年ḟ P-CoRIE セミナー

14:30 ➨ 5 ᅇ JCC 会議 14:30 ➨ 5 ᅇ JCC 会議

20th 29᪥ 金 01:45 パラオⓎ（SATREPS 計画・ホ౯）

༗๓ ᪥ᮏ኱౑㤋䛚よ䜃 JICA ᨭᡤ報告

21th 30᪥ ᅵ 02:30 パラオⓎ
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ῧ௜ 3: 㠃ㄯ⪅リスト

パラオഃ

1.ᐇ᪋ᶵ関（PICRC 䛚よ䜃 PCC）
1) Ms. Geraldine Rengiil PICRC 研✲・水᪘㤋㒊㛗 9/11,12
2) Ms. Marine Gouezo PICRC リサー䝏䝱ー 9/11,14
3) Mr. Victor Nestor PICRC リサー䝏䝱ー 9/11,14
4) Ms. Lincy Lee Marino PICRC リサー䝏䝱ー 9/11
5) Ms. Mingrang Kloulechad PICRC ⥲ົ㒊㛗 9/12
6) Ms. Andrea Uchel PICRC 政策策ᐃオフィサー 9/12, 14
7) Dr. Yimnang Golbuu PICRC CEO 9/18,22
8) Mr. Noah Idechong PICRC 理஦㛗 9/19,22
9) Dr. Patrick U. Tellei PCC 学㛗 9/20,22

2. 関ಀᶵ関

1) Mr. Regis Emesiochel PAN 基金ジェネラル・マネジ䝱ー 9/18
2) Mr. Foober Skebong PAN オフィス 䝏ーフ・マネジ䝱ー 9/18
3) Mr. Jose A. Ise コロール州政ᗓ ಖ඲・法ᚊ㒊㛗 9/18
4) Ms. Bouvuau K Anastacio 観光局㛗 9/19
5) Mr. David A. Orrukem シニア・コンプライアンスᑓ㛛ᐙ 9/19
6) Mr. Kay Marino コンプライアンスᑓ㛛ᐙ 9/19
7) Mr. Fabian B. Iyar シニア観光政策アドバイザー 9/19
8) Mr. King Sam 海洋資※局 局㛗௦理 9/19
9) Mr. Xavier Matsutaro 気候変動オフィス国ᐙ気候変動調ᩚᐁ 9/20
10) Mr. David Idip Jr. シニア GIS アナリスト、PALARIS オフィス 9/20
11) Mr. Kammen M. Chin アイライ州 PAN オフィスಖ඲ᐁ 9/21
12) Ms. Kiara Ringang アイライ州 PAN フィールドモニタリング・䝔クニシ䝱ン 9/21
13) Mr. Artingal Polloi アイライ州 PAN レンジ䝱ー 9/21
14) Mr. Skilang Harold アイライ州 PAN レンジ䝱ー 9/21

᪥ᮏഃ

1. プロジェクト

1) Dr. ୰ᮧ ᓫ ⌰⌫኱学理学㒊海洋⮬↛科学科 㐍化・生態学ㅮᗙ ෸ᩍᤵ 8/29
2) Dr. ୰㇂ ㄔ἞ 業ົ調ᩚᑓ㛛ᐙ 9/11-21
3) Dr. ᮏ㒓 ᐂ㌶ ⌰⌫኱学 理学㒊 海洋⮬↛科学科 9/11,12
4) Mr. ႐℩ ᾈ㍤ ⌰⌫኱学኱学㝔 理ᕤ学研✲ 9/11,13
5) Dr. ᰩཎ ᬕᏊ ⌰⌫኱学 9/20
6) Ms. ୕ᮧ ࿴⨾ ⌰⌫኱学 9/20
7) Ms. Evelyn Otto ⌰⌫኱学 9/20
8) Dr. Yuen Yeong Shyan ⌰⌫኱学 9/20
9) Mr. ᮌᮧ ໷ 一⯡♫ᅋ法ே ⮬↛環境研✲センター ୖᖍ研✲ဨ 9/28
10) Prof. ⸨⏣ 㝧Ꮚ ⌰⌫኱学 国際Ἀ⦖研✲ᡤ ᡤ㛗 9/28
11) Dr. James Davis Reimer ⌰⌫኱学 ෸ᩍᤵ 9/28
12) Dr. ᐑ国 ⸅Ꮚ ⌰⌫኱学 観光⏘業科学㒊 ⏘業⤒Ⴀ学科 9/28

2. ኱౑㤋、JICA ᨭᡤ

1) Mr. Ⲷ野 Ẏ ᅾパラオ᪥ᮏ国኱౑㤋 一➼書グᐁ 9/28
2) Ms. ᮧୖ 䜂と䜏 ᅾパラオ᪥ᮏ国኱౑㤋 ୕➼書グᐁ 9/28
3) Mr. ᐑ⏣ ఙ᫛ JICA パラオᨭᡤ㛗 9/18
4) Ms. TAKADA Aileen JICA パラオᨭᡤ プログラム・オフィサー 9/27
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ῧ௜ 4: ᑓ㛛ᐙのὴ㐵

        2017 年 9 月時Ⅼ

Ặ名

出Ⓨ᪥ – ᖐ国᪥ （ᮇ㛫）

ྜ計2013 年ᗘ

2013 年 3 月- 2014 年 3 月

2014 年ᗘ

2014 年 3 月– 2015 年 3 月

2015 年ᗘ

2015 年 4 月– 2016 年 3 月

2016 年ᗘ

2016 年 4 月– 2017 年 3 月

2017 年ᗘ

2017 年 4 月- 現時Ⅼ

1 ୰ᮧ ᓫ ⌰⌫኱学

7/30-8/4
9/23-9/30
11/29-12/12
1/15-1/23

(6)
(8)
(14)
(9)

5/14-5/21
10/31-11/5
11/21-12/4
1/30-2/5
3/1-3/8

(8)
(6)
(14)
(7)
(8)

4/10-4/14
7/29-8/3
10/14-10/25

(5)
(6)
(12)

8/10-8/14
9/17-9/25
12/10-12/15
2/26-3/6

(5)
(9)
(6)
(9)

7/5-7/8
7/22-7/26
9/20-10/1

(3)
(4)
(7)

2 ᅵᒇ ㄔ ⌰⌫኱学
9/24-9/28
3/15-3/19

(5)
(5)

10/31-11/5
11/23-11/27
3/4-3/7

(6)
(5)
(4)

6/11-6/15
9/24-10/3

(5)
(10)

9/20-9/26
3/11-3/15

(7)
(5)

9/21-9/25 (4)

3 ⸨⏣ 㝧Ꮚ ⌰⌫኱学
8/20-8/25
9/23-9/28
3/8-3/19

(6)
(6)
(12)

9/20-9/27
11/23-11/27
2/28-3/7

(8)
(5)
(8)

9/22-9/30
10/20-10/25
3/7-3/15

(9)
(6)
(9)

8/29-9/4
9/17-9/25
12/4-12/7

(7)
(9)
(4)

9/27-10/1 (4)

4 James Davis Reimer ⌰⌫኱学

7/28-8/2
12/2-12/8

(6)
(7)

9/10-9/19
11/22-11/28

(10)
(7)

4/26-5/9
9/5-9/17
10/18-10/27

(14)
(13)
(10)

5/5-5/13
9/20-9/20
1/12-1/16
2/26-3/21

(9)
(1)
(5)
(24)

9/25-9/30 (5)

5 ᰩཎ ᬕᏊ ⌰⌫኱学

11/27-12/5
3/16-3/24

(9)
(9)

9/4-9/12
11/16-11/26
3/5-3/20

(9)
(11)
(16)

6/20-6/28
9/12-9/24
10/17-11/8
3/5-3/15

(9)
(13)
(23)
(11)

9/6-9/25
2/18-3/5

(20)
(16)

6/23-6/28
9/17-10/1

(5)
(14)

6 ᐑ国 ⸅Ꮚ ⌰⌫኱学

8/20-8/26
9/24-9/29
3/8-3/19

(7)
(6)
(12)

9/20-9/28
11/22-11/30
2/28-3/8

(9)
(9)
(9)

6/20-6/24
9/22-9/30
10/20-10/25

(5)
(9)
(6)

8/29-9/4
9/17-9/25
12/4-12/11
2/25-3/5

(7)
(9)
(8)
(9)

9/27-10/1 (4)

7 Yuen Yeong Shyan ⌰⌫኱学
7/24-10/19
11/19-2/23

(88)
(97)

5/8-8/9
9/4-12/6
1/3-3/19

(94)
(94)
(76)

5/15-8/16
9/25-12/6
1/12-3/13

(94)
(73)
(62)

6/14-8/21
1/6-3/12

(69)
(66)

5/13-8/5
9/16-12/9

(84)
(84)

8 Julien Simon Pierre Lorion ⌰⌫኱学

7/24-10/19
10/31-2/16

(88)
(109)

4/10-7/11
8/11-10/9
10/27-12/21
1/19-3/18

(93)
(60)
(56)
(59)

4/21-7/2
7/24-11/18

(73)
(108)

5/5-7/18
8/24-10/14

(75)
(52)

9 Ἑ஭ ᓫ ⌰⌫኱学

9/17-12/8
1/16-3/12
3/20-3/30

(83)
(56)
(11)

5/13-8/11
8/21-12/7
12/13-2/18
2/23-3/18

(91)
(109)
(68)
(24)

10 ᮏ㒓 ᐂ㌶ ⌰⌫኱学
3/11-3/20 (10) 6/6-7/26

9/8-11/25
1/9-3/16

(51)
(79)
(68)

5/11-8/11
9/6-11/30
1/7-3/15

(93)
(86)
(68)

4/29-8/9
9/9-11/18

(102)
(70)

11 ᮌᮧ ໷ ⮬↛環境研✲センター

9/20-9/29 (10) 4/19-4/27
9/12-9/21
11/18-11/28

(9)
(10)
(11)

5/15-5/25
6/11-6/23
9/24-9/29
10/15-10/26
11/17-11/23
3/1-3/7

(11)
(13)
(6)
(12)
(7)
(7)

6/2-6/9
9/16-9/25
2/27-3/6

(8)
(10)
(8)

5/19-5/28
7/5-7/8
9/22-10/2

(9)
(3)
(10)

12 Ώ㑓 ᩔ ᮾிᕤ業኱学
9/8-9/19
11/16-11/23
3/6-3/20

(12)
(8)
(15)

10/20-11/4
3/5-3/13

(16)
(9)

9/10-9/25
2/21-3/5

(16)
(13)

9/24-10/1 (7)

13 Ᏻ⏣ ┤Ꮚ ⌰⌫኱学 3/17-3/27 (11)

14 ୕ᮧ Ἠ⨾ ⌰⌫኱学
9/2-10/5
11/19-11/26

(34)
(8)

10/13-11/11 (30) 9/6-9/25
2/18-3/5

(20)
(17)

9/17-10/1 (14)

ῧ
௜

㈨
ᩱ

㸲

－
35

－



2/24-3/18 (23)

15 ୖ野 ኱㍜ ⌰⌫኱学
7/8-7/19
3/5-3/17

(12)
(13)

16 Masucci Giovanni Diego ⌰⌫኱学 1/12-3/19 (67)
17 Biondi Piera ⌰⌫኱学 1/12-3/19 (67)

18 ႐℩ ᾈ㍤ ⌰⌫኱学
4/12-7/12
8/16-9/30

(91)
(45)

19 ୰㇂ ㄔ἞ JICA 業ົ調ᩚᑓ㛛ᐙ 2013/7/9 -

出඾）JST 䜈の⤊஢報告書（2017 年 6 月）ῧ௜資料䛚よ䜃䛭のᚋのプロジェクトによるアップデート。

注） JST 予⟬によるᏛ生の派遣ྵࡣまれ࡚࠸なࠋ࠸
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2/24-3/18 (23)

15 ୖ野 ኱㍜ ⌰⌫኱学
7/8-7/19
3/5-3/17

(12)
(13)

16 Masucci Giovanni Diego ⌰⌫኱学 1/12-3/19 (67)
17 Biondi Piera ⌰⌫኱学 1/12-3/19 (67)

18 ႐℩ ᾈ㍤ ⌰⌫኱学
4/12-7/12
8/16-9/30

(91)
(45)

19 ୰㇂ ㄔ἞ JICA 業ົ調ᩚᑓ㛛ᐙ 2013/7/9 -

出඾）JST 䜈の⤊஢報告書（2017 年 6 月）ῧ௜資料䛚よ䜃䛭のᚋのプロジェクトによるアップデート。

注） JST 予⟬によるᏛ生の派遣ྵࡣまれ࡚࠸なࠋ࠸

ῧ௜ 5: ౪୚ᶵᮦ
2017 ᖺ 9 ᭶時Ⅼ

No ᶵᮦ ༢౯（⡿ドル・᪥ᮏ෇） 䝴ニット ౯᱁（⡿ドル） ౯᱁（᪥ᮏ෇） ᶵᮦ฿╔᪥ ㉎入場ᡤ

1 27 foot Yamaha Boat with twin 115HP engines, accessories and a trailer $82,381.00 1 $82,381.00 20140806 Palau
2 THEMAL CYCLER ¥561,750 1 ¥561,750 20140122 Japan 
3 TABLE TOP REFRIGERARED CENTRIFUGE 5500 ¥1,588,650 1 ¥1,588,650 20140122 Japan
4 JFE ADVANTECH DATA LOGGER ¥945,000 3 ¥2,835.000 20140122 Japan 
5 Freezer: MYBIO VT-208 ¥580,000 1 ¥580,000 20140122 Japan
6 Freezer: SF-3120F3 ¥460,000 1 ¥460,000 20140122 Japan 
7 Oxygen analyser FIBOX3 TRACE ¥1,899,500 1 ¥1,899,500 20140122 Japan
8 SP-PST3-NAU-D5 ¥118,750 2 ¥237,500 20140122 Japan 
9 SP-PST6-NAU-D5 ¥118,750 2 ¥237,500 20140122 Japan
10 DP-PST6 ¥114,000 2 ¥228,000 20140122 Japan 
11 DIVING-PAM ¥3,760,000 1 ¥3,760,000 20140122 Japan
12 ND-2000C NANODROP2000C ¥1,640,000 1 ¥1,640,000 20140122 Japan 
13 Spectrofluorometer FP-8300 ¥1,262,800 1 ¥1,262,800 20140122 Japan
14 DELL OPTIPLEX 7010 DT ¥300,000 1 ¥300,000 20140122 Japan 
15 VERITI FAST 96-WELL THERMAL CYCLE ¥882,000 1 ¥882,000 20140122 Japan
16 MILLI-Q DIRECT 8 S.KIT ¥1,503,000 1 ¥1,503,000 20140122 Japan 
17 GEMI2 GEL DOCUMENTATION SYSTEM ¥1,144,000 1 ¥1,144,000 20140122 Japan
18 THERMAL PRINTER ¥211,200 1 ¥211,200 20140122 Japan
19 WATER QUALITY MONITORING: MODEL.599502-02, OPTION ¥2,050,000 2 ¥4,100,000 20140122 Japan 
20 MODEL, CALK,3169, TURB,3822, 3823, CHL/CYA ¥106,000 1 ¥106,000 20140122 Japan
21 PORTABLE CARBON DIOXIDE ANALYZER CO2-09-LI ¥4,000,000 1 ¥4,000,000 20140122 Japan 
22 GEO-S10 ¥180,000 1 ¥180,000 20140122 Japan
23 EQS-09 ¥700,000 1 ¥700,000 20140122 Japan 
24 Toyota Succeed Van 1.5L, 4WD $28,200 1 $28,200 20140128 Palau
25 Air Conditioner, Split, 21500 Frigidaire $1,056.19 2 $2,112.38 20140211 Palau
26 Digital Video Camera, Sony HDR-CX580V $1,195.00 1 $1,195.00 20140211 Palau
27 Underwater Case for Video Camera, Ikelite $1,595.00 1 $1,595.00 20140211 Palau
28 Pippette, Research plus 3-pack $1,420.00 2 $2,840.00 20140211 Palau
29 Pippette, Research plus pipette, 8 channel 0.5-10μL $1,388.00 1 $1,388.00 20140211 Palau
30 Pippette, Research plus pipette, 8 channel 10-100μL $1,342.00 1 $1,342.00 20140211 Palau
31 PC, RSIDELLXP8700 $1,599.00 1 $1,599.00 20140211 Palau
32 Laptop, RS120217 $1,595.00 1 $1,595.00 20140211 Palau
33 Adobe Photoshop, XA6 for Win (For Item 14) $899.00 1 $899.00 20140211 Palau
34 Water pump, MF343 $1,614.05 2 $3,228.10 20140211 Palau
35 PC, Lenovo ThinkCenter M93p $2,245.00 1 $2,245.00 20140211 Palau
36 Desktop computer, 27-inch iMac ¥300,965 1 ¥300,965 20140211 Japan 
37 Water quality meter AAQ-RINKO ¥2,625,000 1 ¥2,625,000 20140211 Japan
38 Water quality meter accessory, AAQ 100m cable ¥315,000 1 ¥315,000 20140211 Japan
39 Water quality meter accessory, Waterproof IF unit ¥315,000 1 ¥315,000 20140211 Japan 
40 Laptop computer, TOUGH BOOK ¥374,640 1 ¥374,640 20140211 Japan
41 Multi-Parameter Water Quality Measuring Equipment ¥2,050,000 1 ¥2,050,000 20110319 Japan 
42 Portable multi water quality measuring Instrument ¥249,900 2 ¥499,800 20130319 Japan
43 Portable multi water quality measuring Instrument ¥217,000 1 ¥217,000 20140319 Japan 
44 Diving PAM ¥3,760,000 1 ¥3,760,000 20110319 Japan 
45 Fiber optic oxygen transmitters Temperature compensated system ¥2,972,550 1 ¥2,972,550 20130319 Japan
46 Massflow controller for Acidization experimental device ¥1,776,000 1 ¥1,776,000 20140319 Japan
47 Total alkalinity titration apparatus ¥1,100,000 1 ¥1,100,000 20110319 Japan 
48 LED system ¥261,240 1 ¥261,240 20130319 Japan
49 Aquarium cooler ¥201,500 2 ¥403,000 20140319 Japan 
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50 Oil Free BEBICON 1.5OU-9.5GB6 ¥326,550 1 ¥326,550 20110319 Japan
51 Flowmeter for Acidization experimental device ¥400,050 1 ¥400,050 20130319 Japan 
52 Transformer for Acidization experimental device ¥175,014 1 ¥175,014 20140319 Japan
53 Air Dryer for Acidization experimental device ¥220,500 1 ¥220,500 20110319 Japan 
54 Semi-Micro Dual Range Weighing ¥104,000 1 ¥104,000 20130319 Japan
55 Onset Weather Station ¥482,350 1 ¥482,350 20140319 Japan 
56 Sea Kayak ¥125,000 1 ¥125,000 20140319 Japan
57 Light meter ¥184,680 1 ¥184,680 20140806 Japan 
58 Underwater quantum sensor ¥174,420 1 ¥174,420 20140806 Japan
59 Water sampler ¥137,400 1 ¥137,400 20140806 Japan 
60 Ultrasonic cleaner ¥200,000 1 ¥200,000 20140806 Japan
61 Aquarium Cooler XRW400 $2,429.00 2 $4,858.00 20150320 Palau
62 Halogen Light Source 150W $904.90 2 $1,809.90 20150320 Palau
63 Halogen Light Source 100W $830.70 2 $830.70 20150320 Palau
64 Touch panel display EIZO T2381 $1,143.00 1 $1,143.00 20150320 Palau
65 Laptop PC, HP Probook430 $865.00 1 $865.00 20150320 Palau
66 PC, HP110-017CB23” $829.00 1 $829.00 20150320 Palau
67 Laptop PC, Panasonic CR-SX3 $2,730.00 1 $2,730.00 20150320 Palau
68 DAN Rescue kit $1,200.00 1 $1,200.00 20150320 Palau
69 PC Dell Desktop 24” i3489-6928BK $1,095.00 1 $1,095.00 20150320 Palau
70 Nikon Auto Level AE-7 ¥138.618 1 ¥138.618 20150320 Japan
71 SPSS Software ¥298,493 1 ¥298,493 20150320 Japan 
72 Tough pad FZ-G1, Panasonic ¥206,064 1 ¥206,064 20150609 Japan
73 Light logger, ALW-CMP ¥486,000 1 ¥486,000 20150609 Japan 
74 Cast Away CTD ¥801,900 1 ¥801,900 20150609 Japan
75 Fluorometer (Trilogy) ¥1,500,120 1 ¥1,500,120 20150609 Japan
76 TA/DIC auto analyzer (ATT-05-RM-AS) ¥1,728,000 1 ¥1,728,000 20150609 Japan 
77 Laptop, Panasonic CF-LX4JD9BR ¥270,864 1 ¥270,864 20150609 Japan
78 Statistical software, SPSS ¥298,493 1 ¥298,493 20150609 Japan 
79 GPS, SIMRAD NSS7 evo 2 ¥463,966 1 ¥463,966 20150609 Japan
80 Anchor winch, Yamaha 140W $1,575.00 1 $1,575.00 20150609 Palau
81 Laptop computer, Acer E5-571-58CG i5 $869.95 1 $869.95 20160314 Palau
82 Niskin water sampler (5L) and messenger ¥174,852 1 ¥174,852 20170221 Japan
83 Multi shaker and stand ¥149,796 1 ¥149,796 20170221 Japan
84 Zetoight ZWT200 Black ¥127,000 6 ¥762,000 20170607 Japan
85 Water tanks (2000L) $3,500 2 $7,000 Under production Palau

ྜ計 $156,256 ¥ 55,196,222

出඾) プロジェクトからの資料提౪による᪥ᮏ෇で 10 ୓෇௨ୖのᶵᮦリスト。

注 1) ᶵᮦリストは、JICA ண⟬により㉎入䛥䜜パラオഃに౪୚䛥䜜たᶵᮦの䜏。䛣の௚に JST ண⟬により㉎入䛥䜜᪥ᮏにタ⨨䛥䜜たᶵᮦも䛒る。

注 2) ༳のついているもの     は、PCC に⛣動・タ⨨䛥䜜た DNA 関連ᶵჾ。   
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67 Laptop PC, Panasonic CR-SX3 $2,730.00 1 $2,730.00 20150320 Palau
68 DAN Rescue kit $1,200.00 1 $1,200.00 20150320 Palau
69 PC Dell Desktop 24” i3489-6928BK $1,095.00 1 $1,095.00 20150320 Palau
70 Nikon Auto Level AE-7 ¥138.618 1 ¥138.618 20150320 Japan
71 SPSS Software ¥298,493 1 ¥298,493 20150320 Japan 
72 Tough pad FZ-G1, Panasonic ¥206,064 1 ¥206,064 20150609 Japan
73 Light logger, ALW-CMP ¥486,000 1 ¥486,000 20150609 Japan 
74 Cast Away CTD ¥801,900 1 ¥801,900 20150609 Japan
75 Fluorometer (Trilogy) ¥1,500,120 1 ¥1,500,120 20150609 Japan
76 TA/DIC auto analyzer (ATT-05-RM-AS) ¥1,728,000 1 ¥1,728,000 20150609 Japan 
77 Laptop, Panasonic CF-LX4JD9BR ¥270,864 1 ¥270,864 20150609 Japan
78 Statistical software, SPSS ¥298,493 1 ¥298,493 20150609 Japan 
79 GPS, SIMRAD NSS7 evo 2 ¥463,966 1 ¥463,966 20150609 Japan
80 Anchor winch, Yamaha 140W $1,575.00 1 $1,575.00 20150609 Palau
81 Laptop computer, Acer E5-571-58CG i5 $869.95 1 $869.95 20160314 Palau
82 Niskin water sampler (5L) and messenger ¥174,852 1 ¥174,852 20170221 Japan
83 Multi shaker and stand ¥149,796 1 ¥149,796 20170221 Japan
84 Zetoight ZWT200 Black ¥127,000 6 ¥762,000 20170607 Japan
85 Water tanks (2000L) $3,500 2 $7,000 Under production Palau

ྜ計 $156,256 ¥ 55,196,222

出඾) プロジェクトからの資料提౪による᪥ᮏ෇で 10 ୓෇௨ୖのᶵᮦリスト。

注 1) ᶵᮦリストは、JICA ண⟬により㉎入䛥䜜パラオഃに౪୚䛥䜜たᶵᮦの䜏。䛣の௚に JST ண⟬により㉎入䛥䜜᪥ᮏにタ⨨䛥䜜たᶵᮦも䛒る。

注 2) ༳のついているもの     は、PCC に⛣動・タ⨨䛥䜜た DNA 関連ᶵჾ。   

ῧ௜ 6: ᮏ㑥ᣍ䜈い

2017 年 9 月時Ⅼ

ス䜻ーム Ặ名 ᡤᒓ ᮇ㛫 ゼၥ先

JICA 㛗ᮇ研修 1 Victor Nestor Researcher, PICRC 2013/9/29-2016/3/31 ⌰⌫኱学

2 Evelyn Otto Researcher, PICRC 2016/4/3 -2018/3/31 ⌰⌫኱学

JICA ▷ᮇ研修 1 Kevin Rolloi Chief Researcher, PICRC 2013/11/11-2013/11/20 ➨ 1 ᅇアジア国❧බᅬ会議

2 Geraldine Rengiil Director of Research and Aquarium Department, PICRC
2014/11/30-2014/12/21 アクアマリン䜅䛟しま、⌰⌫኱学

2016/6/15-2017/6/21 㫽⩚水᪘㤋

3 Asap Bukurrrou Aquarium supervisor, PICRC
2014/11/30-2014/12/21 アクアマリン䜅䛟しま、⌰⌫኱学

2016/6/15-2017/6/21 㫽⩚水᪘㤋

4 Evelyn Otto Researcher, PICRC 2015/11/14-2015/11/25 ⌰⌫኱学

5 Lincy Marino Researcher, PICRC 2016/10/2-2016/10/9 ⌰⌫኱学での♫会科学研修

6 Harlen Herman Aquarist, PICRC 2016/12/5-2016/12/18 アクアマリン䜅䛟しまᒎ♧研修

7 Vicente Abedneko Aquarist, PICRC 2016/12/5-2016/12/18 アクアマリン䜅䛟しまᒎ♧研修

8 Yimnang Golbuu CEO, PICRC 2017/6/15-2017/6/21 㫽⩚水᪘㤋

出඾）JST 䜈の⤊஢報告書（2017 年 6 月）ῧ௜資料
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ῧ௜ 7: プロジェクトά動㈝

᪥ᮏഃ（JICA ᅾ外஦業ᙉ化㈝)                                                                                                                            （༢఩: USD）

No
㈝┠

2013 年ᗘ

2013 年 3 月- 2014 年 3 月

2014 年ᗘ

2014 年 3 月– 2015 年 3 月

2015 年ᗘ

2015 年 4 月– 2016 年 3 月

2016 年ᗘ

2016 年 4 月– 2017 年 3 月

2017 年ᗘ

2017 年 4 月- 現時Ⅼ
ྜ計

1 ⯟✵㈤ 0 11,309 12,979 4,576 5,200 34,064
2 業ົዎ⣙ 700 3,268 9,059 12,651 0 25,678
3 一⯡業ົ㈝ 108,753 97,291 67,638 119,398 57,900 450,980
4 会議㈝ 656 5,169 1,661 - 0 7,486
5 ㅰ金報㓘 0 34,223 19,882 - 0 54,105
6 ᪑㈝（⯟✵㈤௨外） 245 6,833 2,605 - 0 9,683

ྜ計 110,354 158,093 113,824 136,625 63,100 581,996
出඾）JST 䜈の⤊஢報告書（2017 年 6 月）ῧ௜資料䛚よ䜃䛭のᚋのプロジェクトによるアップデート

注）2016 年ᗘより㈝┠区分䛜変᭦、⯟✵㈤、業ົዎ⣙、一⯡業ົ㈝䛰䛡にな䛳た。  
                                                                                                            
パラオഃ（PICRC ά動⤒㈝）                                                                                                                                          （༢఩: USD）

No ㈝┠ 2013 年 10 月 - 2014 年 9 月 2014 年 10 月 - 2015 年 9 月 2015 年 10 月 - 2016 年 9 月 2016 年 10 月 - 2017 年 9 月 ྜ計

1 調査⯪౑⏝料 62,540 63,600 63,600 63,600 253,340
2 水㐨光⇕㈝ 16,425 14,400 14,400 8,400 53,625
3 ே௳㈝（研✲ဨ⤥୚） 11,734 16,511 16,511 16,511 61,267
4 ே௳㈝（研✲⿵ຓဨ⤥୚） 4,365 4,365 4,365 4,365 17,460
5 ே௳㈝（⥲ົ⫋ဨ⤥୚） 2,922 2,922 2,922 3,500 12,266
6 ே௳㈝（ᡤ㛗・研✲㒊㛗⤥୚） 8,072 8,072 8,072 13,900 38,116
7 会議室౑⏝料 3,450 9,375 9,375 9,375 31,575
8 ラ䝪ラトリー౑⏝料 18,900 19,005 19,005 19,005 75,915
9 ே௳㈝（タഛಖᏲ⫋ဨ⤥୚） 1,800 1,800 1,800 1,800 7,200

10 コミュニ䜿ーシ䝵ン&アウトリー䝏、政策策ᐃオフィサー 0 0 0 2,550 2,550
11 オフィス౑⏝料 7,200 8,400 8,400 8,400 32,400

ྜ計 137,408 148,450 148,450 151,406 585,714
出඾）JST 䜈の⤊஢報告書（2017 年 6 月）ῧ௜資料䛚よ䜃䛭のᚋのプロジェクトによるアップデート。

注）⤒㈝については、඲య⤒㈝（時㛫）の୰でプロジェクトに㈝䜔した⤒㈝（時㛫）の๭ྜ䜢஌䛨て⟬出した᥎ᐃ್。
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ῧ௜ 8: パラオഃேᮦの配⨨
2017 年 9 月時Ⅼ

No Ặ名 ᡤᒓ ポジシ䝵ン ᮇ㛫 プロジェクトでのᙺ๭

1 Dr. Yimnang Golbuu PICRC
（パラオ国際サンゴ礁セ

ンター）

Chief Executive Officer Jun. 2012- Present

2
Geraldine Rengiil

Department Head Research & Aquarium Dept. Communication/Outreach 

Officer

Sep. 2013 – Present 

3 Marine Gouezo Researcher, Research & Aquarium Dept. May 2014 – Present 

4 Victor Nestor Researcher Jun. 2012 – Present

5 Lincy Marino Researcher Oct. 2016 – Present

6 Geory Mereb Research Assistant, Research & Aquarium Dept. Jun. 2012 – Present

7 Arius Merep Maintenance/Technician, Administration & Engineering Dept. Jun. 2012 – Present

8 Dawnette Olsudong Research Assistant, Research & Aquarium Dept. Jun. 2012 – Present

9 Randa Jonathan Chief, Engineering Administration & Engineering Dept. Jun. 2012 – Present

10 Asap Bukurrou Chief Aquarist, Research & Aquarium Dept. Jun. 2012 – Present

11 Ines Kintoki Assistant Education Officer, Research & Aquarium Dept. Jun. 2012 – Present

12 Joyra Shmull Sam Accounting Clerk, Administration & Engineering Dept. Jun. 2012 – Present

13 Mingrang Kloulechad Department Head, Administration & Engineering Dept. Business Manager Jun. 2012 – Present

14 Ilebrang Olkeriil Development Coordinator Oct 2015 – Present

15 Ms. Andrea Uchel Policy Development Officer Jun. 2017 - Present

16 Lincoln Rehm Researcher, Research & Aquarium Dept. Study in the U.S. (- Jun. 2015)

17 Jay Oruetamor Aquarist, Research & Aquarium Dept. Retired (- Dec. 2014) 

18 Anthony Raquinio Equipment/facilities maintenance assistance engineer  Retired (- Mar 2015)

19 Lukes Isechal Researcher Moved to the Government (-Sep 2013) 

20 Kevin Polloi Chief Researcher   Retired (-Apr. Jan 2013)

21 Mary Yangilmau Department Head, Administration & Engineering Dept. Retired (- Jan 2013)

22 Carol O. Emaurois Education Officer, Research & Aquarium Dept. Retired (- Mar. 2014)

23 John Wong Equipment/facilities maintenance engineer Retired (- Mar. 2014)

24 Shirley D. Koshiba Researcher, Research & Aquarium Dept. Study in Tsukuba Univ. (- Apr. 2016)

25 Evelyn Otto Researcher, Research & Aquarium Dept. Study in Univ. of the Ryukyus (- Apr. 2016)

26 Dr. Patrick U. Tellei PCC
（パラオ・コミュニ䝔ィ・カ

レッジ）

President Jun. 2012 – Present 

27 Thomas Taro Vice-President of Cooperative Research and Extension Sep. 2013 – Present

28 Rebert Ramarui Dean of Academic Affairs Oct. 2016 – Present 

29 Christpher Kitalong Lecturer Retired (- Oct 2016) 

出඾）JST 䜈の⤊஢報告書（2017 年 6 月）ῧ௜資料䛚よ䜃䛭のᚋのプロジェクトによるアップデート。
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ῧ௜ 9: ホ౯グリッド（᱌）
2017 年 8 月

ホ౯㡯┠ ホ౯タၥ ᑠ㡯┠・ุ᩿基‽、�→䛚よ䜃現時Ⅼでᚓら䜜ている᝟報) ᝟報入手先 ・入手手ẁ

1. ጇᙜᛶ 1.1 国ᐙ・ᆅ方レ䝧ルで、

関連する᪂たな政策・

戦略の動䛝・変化は䛒る

か。

・パラオの国レ䝧ルで環境ಖ඲に関する法ᚊ、政策、計画に䛭のᚋの変᭦は䛒るか。

→ 「国ᐙ㛤Ⓨマスター計画 2020」䛚よ䜃、「୰ᮇ㛤Ⓨ計画(2009 年䡚2014 年)」のḟᮇ計画とのᩚྜᛶ

→ 海洋ಖㆤ区のຠ果ⓗな㐠⏝にྥ䛡た PAN（Protected Area Network）法（2003 年ไᐃ）

→ サンゴ礁ᓥᕋ生態系のಖ඲のためのMC（ミクロネシア・䝏䝱レンジ）（2006年ᐉ言）、䛚よ䜃MC のᐇ᪋にྥ䛡て環境⛯

ᑟ入と PAN 基金のタ❧（2008 年の PAN 法のᨵᐃ）

・研✲ά動対㇟サイトに関連する法ᚊ、政策、計画➼は䛒るか。

・୰㛫レ䝡ュー報告書

・⤊஢報告書・ᐇ᪋報告書

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・パラオ関ಀᶵ関インタ䝡ュー

1.2 ᐇ᪋ᶵ関のニー䝈・ᮇ

ᚅとのᩚྜᛶに変化は

ないか。

・ᐇ᪋（参ຍ）ᶵ関の戦略ᩥ書䜔ά動計画➼で、プロジェクトά動に関するグ㍕䜔఩⨨䛵䛡は䛒るか。   
→   パラオ⮬↛資※・環境・観光┬：R/D の⨫名ᶵ関

       パラオ国際サンゴ礁センター（PICRC）：R/D の⨫名ᶵ関䛚よ䜃ᐇ᪋ᶵ関

       パラオ・コミュニ䝔ィ・カレッジ（PCC）
・プロジェクト㛤ጞ௨㝆で参ຍᶵ関の⤌⧊ᨵ⦅、ேဨయไの変化（୺せ研✲⪅の␗動など）は䛒䛳たか。

・୰㛫レ䝡ュー報告書

・⤊஢報告書・ᐇ᪋報告書

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・パラオ関ಀᶵ関インタ䝡ュー

1.3 プロジェクトのアプロ

ー䝏は㐺ษで䛒䛳た

か。

・プロジェクトのアプロー䝏はㄢ㢟ゎỴの手ẁとして㐺ษで䛒䛳たか。

・ά動対㇟ᆅᇦの㑅ᐃは㐺ษか。

・ᐇ᪋（参ຍ）ᶵ関の㑅ᐃは㐺ษか。

→ PICRC は 2000 年に↓ൾ資金༠ຊでᘓタ、ᢏプロ「PICRC ᙉ化プロジェクト」(2002䡚2006 年)、ᢏプロ「サンゴ礁モニタリ

ング⬟ຊྥୖプロジェクト」（2009䡚2012 年）

・⤊஢報告書・ᐇ᪋報告書

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

・パラオ関ಀᶵ関インタ䝡ュー

1.4 ┦手国䜈の᪥ᮏの༠ຊ

方㔪とᩚྜしているか。

・㛤Ⓨ༠ຊ኱⥘（2015 年 2 月㛶議Ỵᐃ）とのᩚྜᛶ

・対パラオ国別᥼ຓ方㔪（2012 年 5 月）、஦業ᒎ㛤計画の䛭のᚋの᭦᪂の᭷↓。

・ ᩥ⊩調査

2. ᭷ຠᛶ

（成果とᐇ⦼）

2.1 成果 1 の㐍ᤖ   → ⥲ྜ᝟報データ䝧ースᵓ⠏の㐍ᤖ（බ㛤䜢ྵ䜐）☜ㄆと、プロジェクトᚋの㐠⏝・管理䜢༠議。

→ 生≀✀リストのための基ᮏ管理シス䝔ムの㛤Ⓨの㐍ᤖ（බ㛤䜢ྵ䜐）☜ㄆと、プロジェクトᚋの㐠⏝・管理䜢༠議。

→ 「㝣ᇦと海ᇦの関連ᛶ」にಀる研✲の㐍ᤖཬ䜃௒ᚋの計画䜢☜ㄆ。

・⤊஢報告書・ᐇ᪋報告書

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

2.2 成果 2 の㐍ᤖ → ୰㛫レ䝡ューによる「タスクフ䜷ースయไ」について、⮬↛科学・♫会科学の⤫ྜによるサンゴ礁のᣢ⥆ⓗ⥔ᣢ管理に㈉

⊩する方法ㄽの㛤Ⓨ≧況について☜ㄆ。

2.3 成果 3 の㐍ᤖ （別途、成果グリッドに現ᅾの㐍ᤖと䛣䜜までのᐇ⦼䜢ᩚ理）

2.4 成果 4 の㐍ᤖ → P$1（஦ົ局、ཬ䜃ྠไᗘୗに䛚いて PA 䜢管理している州政ᗓ⫋ဨ）の管理⬟ຊྥୖにྥ䛡て、௒ᚋのேᮦ⫱成計

画について☜ㄆ。

2.5 成果 5 の㐍ᤖ → 研✲成果から国ᐙ政策䜈の提言までのス䜿ジュール䜢☜ㄆし、ᐇ現にྥ䛡たຠ果ⓗなアプロー䝏䜢༠議

2.6 プロジェクト┠ᶆ䛜㐩

成䛥䜜るぢ㎸䜏は䛒る

か。

・ṧりの༠ຊᮇ㛫でணᐃのά動䛜⤊஢、ྛ成果䛜㐩成䛥䜜るぢ㎸䜏は䛒るか。

→ R�' は、2013 年 2 月 14 ᪥⨫名。国際ඹྠ研✲ᮇ㛫は、2013 年 4 月 1 ᪥䡚2018 年 3 月 31 ᪥（5 年㛫）

→ プロジェクト┠ᶆの㐩成は成果 5 の㐍ᤖに౫り、䛭䜜にྥ䛡て⮬↛科学分野と♫会科学分野の⤫ྜプロセス䜢明らかに

するᚲせ。プロジェクト䜢㏻䛨て成䛥䜜る政策提言オプシ䝵ンは、生≀学ⓗ▱ぢ䛰䛡でな䛟、観光⏘業、⤒῭学ⓗ▱ぢか

らのアプロー䝏もྲྀり㎸䜣䛰ものとなるணᐃ。

・PDM のプロジェクトせ⣙（ά動・成果・┠ᶆ）に、現時Ⅼで、修ṇ・変᭦のᚲせᛶは䛒るか。

・PDM の┠ᶆ・成果レ䝧ルのྛᣦᶆは、プロジェクト⤊஢時の成果䛚よ䜃ᐇ⦼䜢測䜜るよ䛖㐺ษにタᐃ䛥䜜ているか。

・SATREPS プログラムに䛚䛡る JICA の観Ⅼ（⬟ຊᙉ化、ேᮦ⫱成、㛤Ⓨニー䝈䜈の㈉⊩）、JSTの観Ⅼ（科学ᢏ⾡のྥୖ、♫

会ᐇ⿦）からの஦業ຠ果・౽┈はぢ㎸めるか（᭷ຠᛶまたはインパクト）。

・⤊஢報告書・ᐇ᪋報告書

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

・パラオ関ಀᶵ関インタ䝡ュー

2.7 ୰㛫レ䝡ューでの提

言䜈の対ᛂ≧況

・୰㛫レ䝡ュー報告書での提言

→  �� ⮬↛科学グループと♫会科学グループ㛫の⤫ྜプロセスの☜❧。

2) ⮬↛科学グループ㛫に䛚䛡る⤫ྜプロセス䜢☜❧する。

  3) ୖ㏙ 1)䛚よ䜃 2)のᐇ現のため、⤫ྜにྥ䛡たタスクフ䜷ース・䝏ーム䜢⤖成する。

  4) ⤫ྜにྥ䛡たプロセス（コンセプト・アイデア）䜢ྍど化する。

5) 政ᗓ計画䜈のプロジェクト研✲成果の提᱌・⤌㎸䜏（ス䝔ーク䝩ル䝎ーとの調ᩚ、ᶫΏしேᮦ௵࿨）

6) 㝣ᇦと海ᇦの関連ᛶにかかる研✲についてᩚ理・説明

・୰㛫レ䝡ュー報告書

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

3. ຠ⋡ᛶ

（ᐇ᪋プロセス）

3.1 プロジェクトの計画

（PDM）は関ಀ⪅㛫でㄆ

・プロジェクト㛤ጞᚋの PDM の᭦᪂・ᨵゞの᭷↓。

・PDM は、プロジェクトの計画として関ಀ⪅の㛫にどの⛬ᗘ明░にㄆ㆑䛥䜜ているか。

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

ῧ
௜
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㆑・ඹ᭷䛥䜜ているか。 ・ά動計画（PO）とᐇ際のά動の㛫に㢧ⴭなᕪ␗は䛒るか、䛒る場ྜは䛭のཎᅉ。

3.2 R/D にྜព䛥䜜たᐇ᪋

యไཬ䜃ᢞ入はᏲら䜜

ているか。

・JCC 会議の㛤ദᐇ⦼䛚よ䜃㛤ദ⤖果にかかる M/M（または議஦㘓）の᭷↓。

→ ➨ 1 ᅇ JCC、➨ 2 ᅇ JCC、➨ 3 ᅇ JCC、➨ 4 ᅇ、➨ 5 ᅇ

・┦手国ഃの研✲⪅の௵࿨・参ຍ、プロジェクトά動㈝のᨭ出、᪋タの提౪➼の≧況

・᪥ᮏഃの研✲⪅のὴ㐵、ᮏ㑥ᣍ⪸、౪୚ᶵᮦの提౪（౑⏝・管理）、現ᆅά動㈝のᐇ⦼

（別途、ᢞ入にಀる資料にヲ⣽䜢ᩚ理）

・⤊஢報告書・ᐇ᪋報告書

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

3.3 ᪥ᮏഃ・┦手国ഃの

研✲⪅㛫、䛚よ䜃研✲

グループ㛫のコミュニ䜿

ーシ䝵ンは༑分か。

・JCC 会議௨外にプロジェクトの㐠Ⴀ・調ᩚのための内㒊ⓗᡴྜ䛫のᐇ᪋≧況。

→ PICRC とᑓ㛛ᐙによるプロジェクト月౛会議䛜ᐃ╔し、ពᛮ␯㏻䛜ᨵၿ。

・Web サイト・ニュースレター・パンフレット➼によるプロジェクトᗈ報のᐇ᪋≧況。

・研✲⪅グループ㛫のコミュニ䜿ーシ䝵ンはྥୖして䛝たか。

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

3.4 プロジェクトの現時Ⅼ

までのಁ㐍せᅉ・㜼ᐖ

せᅉ。

・PDM にグ㍕の外㒊᮲௳のⓎ現は䛒䛳たか。

→ 「PICRC のண⟬☜ಖ」については、⡿国との⮬⏤連ྜ༠ᐃ（コンパクト）に基䛵䛟㈈政ᨭ᥼䛜 2024 年までணᐃ。

・୰㛫レ䝡ューでᣦ᦬のಁ㐍せᅉ・㜼ᐖせᅉ

（ಁ㐍せᅉ）C/P のオーナーシップとコミットメント、月౛会議による᝟報ඹ᭷

（㜼ᐖせᅉ）プロジェクト㛤ጞᙜึは♫会科学分野䜢ᢸᙜする研✲⪅のアサインメント䛜な䛟、䛭のά動㛤ጞの㐜䜜。

・䛭の௚で≉グす䜉䛝ಁ㐍せᅉ・㜼ᐖせᅉ（計画に関する䛣と・ᐇ᪋プロセスに関する䛣と）。

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

4. インパクト 4.1 ୖ఩┠ᶆはプロジェク

ト⤊஢ᚋ 3䠉5 年での㐩

成䛜ぢ㎸めるか。

・ୖ఩┠ᶆのタᐃは、ᣦᶆもྵめて、現時Ⅼでも㐺ษか。

・ୖ఩┠ᶆの㐩成にྥ䛡た㐨のりはぢ㏻䛫るか。䛭のためのά動は㛤ጞ䛥䜜ているか。

→ ୖ఩┠ᶆの㐩成には、プロジェクト┠ᶆཬ䜃成果 5 の㐩成䛜୙ྍḞ、䛭のためには⮬↛科学グループと♫会科学グル

ープの⤫ྜプロセス䛜明☜化䛥䜜るᚲせ。

→ パラオ政ᗓ䜈のプロジェクト成果の཯ᫎに関し、཯ᫎするୖでの現≧のㄢ㢟䜢ᢳ出し、戦略ⓗかつຠ果ⓗなアプロー

䝏について༠議

→ 政策提言・ᬑཬにᚲせな関ಀ⪅の理ゎにྥ䛡て、௒ᚋのパラオ国内外での研✲成果のᬑཬ計画について☜ㄆし、ຠ

果ⓗなᬑཬά動について関ಀ⪅㛫で᳨ウ。

・プロジェクト・サイトから௚ᆅᇦ䜈のプロジェクトຠ果のᬑཬ䜢ᨭ᥼するྲྀり⤌䜏はఱかᐇ᪋䛥䜜ているか。

・⤊஢報告書・ᐇ᪋報告書

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

・パラオ関ಀᶵ関インタ䝡ュー

4.2 ୖ఩┠ᶆ௨外の᝿ᐃ

䛥䜜るポジ䝔ィブ（また

はネ䜺䝔ィブ）なインパ

クトはఱか䛒るか。

・ポジ䝔ィブ・ネ䜺䝔ィブなインパクトの᭷↓（≉に㈋ᅔ๐ῶ、環境ಖ඲、ジェン䝎ー➼の㛤Ⓨㄢ㢟）。

→ PCCにパラオึの㑇ఏᏊᐇ㦂・研✲᪋タ䛜ᩚഛ䛥䜜た。またプロジェクト㛤ጞ௨㝆、PCCから10名௨ୖの学生䛜プアシ

スタントとして DNA ゎ析などで参ຍして䛚り（現ᅾは 5 名䛜プロジェクトとዎ⣙）、䛭䛣でᚓた▱㆑・ᢏ⾡䜢 PCC Step-Up 
Program で、Palau High School の学生にఏ㐩。

→ プロジェクトの「Green Fins」䜈のインプット・ᙺ๭について☜ㄆし、プロジェクト⤊஢ᚋ、ྠไᗘᬑཬに対する成果のά⏝

方法䜢༠議

→ 㝣ᇦからのストレス（ᅵ◁ὶ出、ୗ水᤼出）䜈の対ᛂ䛜ᛴົとᣦ᦬䛥䜜ている䛣とにつ䛝、現場どᐹ・༠議䜢㏻䛨、⥅⥆

᱌௳形成にྥ䛡たㄢ㢟のᢳ出とᒎᮃの☜ㄆ

・プロジェクトά動௨外での現ᆅ国内・௚国に䛚䛡る関連⾜஦・セミナー➼䜈の出ᖍ・Ⓨ⾲。

・஧国㛫関ಀᙉ化、᪥ᮏ௻業／ᢏ⾡の参入ಁ㐍とい䛳たᙳ㡪の᭷↓。

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

・パラオ関ಀᶵ関インタ䝡ュー

4.3 ௚のプロジェクトとの

༠ຊまたは䛭のணᐃは

䛒るか。

・௚の関連 JICA プロジェクトとの᝟報஺᥮はఱか䛒るか。

→ 㟷年海外༠ຊ㝲との連ᦠにより、PICRC 水᪘㤋の説明モニターの᧯作ᛶྥୖ䛜ᐇ現した。

・国連ᶵ関・௚国の᥼ຓᶵ関による関連ά動䜔プロジェクトとの連ᦠ䜔᝟報஺᥮は䛒るか。

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

5. ᣢ⥆ᛶ 5.1 政策・ไᗘの観Ⅼから

の௙⤌䜏はᩚ䛳ている

か。

・政ᗓの環境ಖ඲に関するྲྀり⤌䜏䛜኱䛝䛟変化するよ䛖なணぢは䛒るか（༠ຊ⤊஢ᚋも政策㠃からのᨭᣢは⥅⥆䛥䜜るぢ㎸

䜏は䛒るか）。

・プロジェクト౽┈の⥔ᣢ䛚よ䜃ᣑ኱、䛥らにはୖ఩┠ᶆの㐩成にྥ䛡た政ᗓのពᛮ・コミットメントは☜ㄆで䛝るか（計画・ᩥ書

での言ཬ、関連会議の୺ദ⛬ᗘ䜔Ⓨ言内ᐜ、⊂⮬ண⟬によるά動の᭷↓など）

・プロジェクトά動の᥎㐍・⥔ᣢにྥ䛡て、関ಀᶵ関とṇᘧなྲྀりỴめ（ᶵ関㛫 MoU など）䜢するᚲせはないか。

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

・パラオ関ಀᶵ関インタ䝡ュー

5.2 ౽┈䜢ᣢ⥆してい䛟た

めの⤌⧊యไ・ேᮦは

༑分か。

・༠ຊ⤊஢ᚋも、ᐇ᪋ᶵ関はຠ果䜢ᣢ⥆してい䛟ための⤌⧊⬟ຊ（ேᮦ配⨨、業ົᡤᤸなど）䜢᭷しているか。

→ ⮬↛科学と♫会科学の⤫ྜタスクフ䜷ースにより政策提言᱌の調ᩚ䛜㐍めら䜜ていると䛣䜝、プロジェクト⤊஢ᚋもᮏタ

スクフ䜷ース䛜⥅⥆䛥䜜るయไ䜢提᱌。

・⤌⧊としてቑဨのྍ⬟ᛶは䛒るか。C/P の㞠⏝形態にパーマネント、䝔ンポラリーの別は䛒るか。

→ ᮏプロジェクトに参ຍしているのは、PICRC ᑓᒓの研✲⪅。

  → ᮏ㑥研修に参ຍしたேᮦのプロジェクト⤊஢ᚋの⬟ຊ㣴成のᐇ᪋䛚よ䜃ά⏝について☜ㄆ。

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

・パラオ関ಀᶵ関インタ䝡ュー
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注 1）「ホ౯グリッド（᱌）」は、「JICA ஦業ホ౯䜺イドライン（➨ 2 ∧、2014 年 5 月）」、「JICA ஦業ホ౯ハンドブック（Version 1、2015 年 8 月）」にἢ䛳て作成。

注 2）ハイライトは、2017 年 8 月 29 ᪥の対処方㔪会議に䛚いて、୺せ༠議஦㡯・␃ព஦㡯として説明の䛒䛳たもの。

5.3 ㈈政㠃からのᣢ⥆ᛶ

のぢ㏻しは䛒るか。

・プロジェクトᐇ᪋ᮇ㛫୰のண⟬☜ಖのᐇ⦼、また௒ᚋのண⟬☜ಖにྥ䛡たᥐ⨨はㅮ䛨ら䜜ているか。

→ 年㛫ண⟬に基䛵䛝、研✲スタッフ、ᶵᮦ、䛭䜜にక䛖ண⟬䜢配㈿。

→ 政ᗓண⟬௨外の収入ቑຍにྥ䛡た収入のከᵝ化（ేタ水᪘㤋䜈の᮶ゼᐈによる入場料収┈のቑຍ、外㒊研✲⪅ཷ

䛡の᭷料ᐟ⯋のᘓタに╔手）。

・ୖ఩┠ᶆの㐩成にྥ䛡た௒ᚋのᐇ᪋計画、䛭のためのண⟬計画は䛒るか。

・国連・国際༠ຊᶵ関からのᨭ᥼または༠ാのྍ⬟ᛶ。

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

・パラオ関ಀᶵ関インタ䝡ュー

5.4 ᢏ⾡㠃からのᣢ⥆ᛶ

はぢ㎸めるか。

・㛤Ⓨᢏ⾡の⥅⥆ⓗなά⏝はぢ㎸めるか。

  → プロジェクト⤊஢ᚋの研✲、௒ᚋの研✲యไ（ඹྠ研✲యไ䜢ྵ䜐）について☜ㄆ

→ 観光学䜔環境⤒῭学とい䛳た♫会科学系はパラオにとり᪂しい分野で、調査分析手法の☜❧䜔ேᮦの⬟ຊ㛤Ⓨ䜢㐍

める䛣と䛜ồめら䜜る。

・౪୚ᶵᮦのᣢ⥆ⓗな㐠⏝はぢ㎸めるか（㈐௵ᶵ関、ண⟬、ᢸᙜ㒊⨫、Ⅼ᳨䜢ྵ䜐⥔ᣢ管理యไ䛚よ䜃計画はጇᙜか）。

→ PICRC の収入※の一つで䛒るレンタルᐇ㦂室ス䝨ース䛜ᅽ㏕䛥䜜ていた䛣とから、1) 分Ꮚ生≀学分野の研✲資ᶵᮦに

ついては、PCC のᐇ㦂室（学生ᩍ⫱にも౑⏝）に⤫ྜ、䛥らに 2) ಴ᗜス䝨ースのᣑᙇᕤ஦により PICRC のラ䝪ス䝨ー

ス䜢ᣑ඘。

・プロジェクト௨外で、カウンターパート䛜ᢏ⾡・▱㆑䜢アップデートする研修ᶵ会➼は䛒るか。

・パラオഃ研✲⪅インタ䝡ュー・㉁ၥ⚊

・᪥ᮏഃ研✲⪅インタ䝡ュー

・パラオ関ಀᶵ関インタ䝡ュー
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ῧ௜ 10: 成果グリッド（ᣦᶆの㐩成ᗘ）
2017 ᖺ 9 ᭶時Ⅼ

せ⣙ ᣦᶆ ⤊஢時ホ౯調査時Ⅼ（2017 年 9 月）での㐍ᤖ アセスメント

ୖ఩┠ᶆ

ᮏプロジェクトの成果䛜、パラオに

䛚䛡るサンゴ礁ᓥᕋ生態系の⥔ᣢ

管理にಀる政策の❧᱌・ᐇ᪋にά

⏝䛥䜜る。

a. プロジェクト䛜提᱌した政策௦᱌䛜パラオ政

ᗓの気候変動㐺ᛂ策の一環として᥇ᢥ䛥䜜

る。

・ ⓗ☜なス䝔ーク䝩ル䝎ー、関ಀᶵ関䜢≉ᐃするᚲせ。候⿵としては PAN（ಖㆤ区ネットワーク）䜢᳨ウ。 㐩成ྍ⬟

プロジェクト┠ᶆ

パラオに䛚䛡るサンゴ礁ᓥᕋ生態

系についての研✲⬟ຊཬ䜃ᣢ⥆

ⓗな⥔ᣢ管理⬟ຊ䛜ᙉ化䛥䜜る。

a. パラオഃにより、モニタリング䛜⥅⥆ⓗにᐇ᪋

䛥䜜る。

㒊分ⓗに㐩成

b. プロジェクトで㛤Ⓨ䛥䜜た᝟報データ䝧ース

䛜、関ಀᶵ関のつ๎にᚑ䛳て⥅⥆ⓗに管理

䛥䜜、බ㛤䛥䜜る。

・ ᝟報データ䝧ースは㒊分ⓗに᏶成した䛜、WEB 䜢㏻䛨たබ㛤はᐇ現していない。シス䝔ムᵓ⠏の㐜䜜

と、研✲ㄽᩥ䛜Ⓨ⾲䛥䜜ていない䛣とによる。

㐩成ぢ㎸䜏

c. 観光、⤒῭、生態系管理に基䛵䛟ᣢ⥆ྍ⬟

なパラオ♫会のための⥲ྜⓗな政策オプシ䝵

ン䛜、パラオ政ᗓの気候変動㐺ᛂ策として提

᱌䛥䜜る。

・ 2017 年 7 月 7 ᪥に PICRC にて「Science and Policy: Dialogue with OEK Members」䛜㛤ദ䛥䜜、16 名の

議ဨ（House of Delegation から 13 名、Senateから 3 名）䛜参ຍした。OEK と PICRC の㛫で、科学研✲に

基䛵䛟海洋資※のಖ඲・ᣢ⥆ⓗ฼⏝にかかる政策ⓗᯟ⤌䜏の策ᐃにྥ䛡たྜពᩥ書䛜⨫名䛥䜜た。

㐩成ぢ㎸䜏

成果

1. サンゴ礁ᓥᕋᇦ生態系・海洋環

境に関する⥅⥆ⓗなモニタリン

グにᚲせな科学ⓗデータシス䝔

ム䛜ᩚ理䛥䜜る。

a. 㛤ጞ1.5 年までに、ྛ海ᇦの⥲ྜ᝟報デー

タ䝧ース䛜HP にて㐠⏝・බ㛤䛥䜜、関ಀᶵ

関の政策䛜཯ᫎ䛥䜜る（ター䝀ットサイト：3 カ
ᡤ௨ୖ）。

（生≀変動グループ）サンゴ礁

・15ᆅⅬに䛚䛡る₯水調査により、永久方形区（3.5m×3.5m）䜢ྛ3基タ⨨し、水୰デジタル෗┿により、

サンゴ䜢ྵ䜐ᗏ生生≀・ᗏ㉁䜢どぬⓗ᝟報としてグ㘓した。ే䛫て、࿘㎶でのഃ⥺（15m×5 ᮏ）調査に

よる㨶㢮⩌集（ಶయᩘ・サイ䝈）調査䜢ᐇ᪋した。また、ྛᆅⅬに水 ロ䜺ー䜢タ⨨し、水 変化䜢ᖹ⾜

してグ㘓している。

・඲ᆅⅬの方形区の画ീ㈞りྜ䜟䛫処理、画ീ分析、データ入ຊ䛜⤊஢、ྛ調査Ⅼでのサンゴ✀（ᒓ）

のᵓ成、サンゴ⿕ᗘ、ྛ✀ᗏ㉁⿕ᗘなどの᝟報䛜明らかとな䛳た。ᐃⅬ方形区内の画ീデータは、デー

タ䝧ースとして᱁⣡・ඹ᭷してい䛟。

㒊分ⓗに㐩成

b. 㛤ጞ2 年までに、生≀✀リストのための基ᮏ

データ管理シス䝔ム䛜㛤Ⓨ・බ㛤䛥䜜る。

（生≀ከᵝᛶグループ）

1) 2017 年 1 月より、෌ᗘ、パラオ඲ᇦ（඲ 39 ᆅⅬ）のサンゴ礁から⾲ᅾ・内ᅾ生≀䜢᥇ྲྀし、ᶆᮏとしてグ

㍕する作業䜢ᐇ᪋した。௒ᚋ、next-generation sequencing 方法でሷ基配ิ䜢Ỵᐃしゎ析䜢⾜䛖ணᐃ。ま

た、ᶆᮏデータの基♏生≀データ䝧ース（生≀✀リスト）ᵓ⠏についても、

2) 䛥らに、フタモ䝏䝦䝡䜺イ㢮䜢ྍ⬟な㝈りከ䛟のᆅⅬから᥇ྲྀし、集ᅋ㑇ఏゎ析䜢⾜䛳た⤖果、≉に 2 ᆅ

Ⅼ（Ngechesar、Nikko 湾）に䛚いて᭷ពな㑇ఏⓗᕪ␗䛜ぢら䜜た。

㒊分ⓗに㐩成

c. 㛤ጞ1.5 年までに、環境ストレスᐇ㦂⿦⨨䛜

PICRC にタ⨨䛥䜜る。

（環境変動グループ）水㉁

1) パラオ඲ᇦ 22 ヶᡤの⾲ᒙと 8m ῝より、㞵Ꮨཬ䜃஝Ꮨに䛚いて基♏ⓗな水㉁環境データ䜢ྲྀᚓし、海

水ヨ料は඲て分析䜢⤊஢した。䛭の⤖果、䜋䜌඲てのᆅⅬで環境基‽್内に収ま䛳ている䛣と、パラオ

のサンゴ礁環境は኱䛝䛟 3 ヶᡤに኱別出᮶る䛣と➼䛜明らかとな䛳た。

2) パラオ࿘㎶海ᇦに䛚䛡るⅣ⣲化学環境動態の計測により、パラオ䜢ྲྀりᕳ䛟外洋海水は኱気୰の CO2

のୖ᪼に㏣㝶し、╔ᐇに㓟ᛶ化䜢⥆䛡ている䛣と、また、コロール州 Nikko 湾に䛚䛡るⅣ⣲化学環境の

ホ౯により、水 䜔 CO2䛜㧗いにも関䜟ら䛪ከᵝな生≀䛜生ᜥする≉␗な環境䛜䛒る䛣と䛜♧䛥䜜た。

3) コロール州Malakal湾のୗ水処理᪋タからのୗ水᤼出による湾内䜈のᙳ㡪ホ౯のため、඲ 34ᆅⅬより

海水の᥇水・分析、湾内 9 ヶᡤで䝧ントス⩌集調査とオニヒトデのಶయ⩌調査䛜ᐇ᪋䛥䜜た。また、バ䝧

ル䝎オブᓥで㛤Ⓨ䛜㐍⾜しつつ䛒るアイライ州 Ngerikill ᕝὶᇦ䜢対㇟に、㝣ᇦから海ᇦ䜈のᅵ◁ὶ入

によるᙳ㡪䛜ホ౯䛥䜜た。

4) バ䝧ル䝎オブᓥᮾ海ᓊの Melekeok 州サンゴ礁䜢対㇟とした㜵Ἴሐ・㜵₻ሐᶵ⬟のᐃ㔞ⓗ⟬出、ᑗ᮶

のྎ㢼と海㠃ୖ᪼のᙳ㡪によるᶵ⬟の変化ண測、䛭のためにᚲせなサンゴの✀㢮とサンゴ礁の㔞の᥎

ᐃ、対策᱌の提♧䛜⾜䜟䜜、䛣䜜までの⤖果はパラオഃ研✲⪅とඹⴭで国際ㄅにᢞ✏䛥䜜た。

・ୖ㏙ 1)に関連し、水㉁環境の測ᐃ関連ᶵჾ・分析ᶵჾ、ヨ料の処理にᚲせなᶵᮦ㢮は、先方䜈ᘬ䛝Ώ

㐩成
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し䜢⤊஢。ୖ㏙ 2)についても、㓟ᛶ化、 ᬮ化ᐇ㦂シス䝔ム䜢 PICRC にᵓ⠏し、ᒇ外・ᒇ内でのᐇ㦂に

関連するᶵᮦ㢮、㣫⫱ᐇ㦂関連シス䝔ムも先方䜈のᘬ䛝Ώし䜢⤊஢。

d. 㛤ጞ2.5 年までに、サンゴ礁生≀モニタリン

グ・プロトコル䛜国内で配布・ά⏝䛥䜜る。

・PICRC によるサンゴモニタリング㋃査䛜ᐇ᪋䛥䜜て䛝ている。

・୰㛫レ䝡ュー௨๓で方形区調査・ഃ⥺調査のᐇ᪋マニュアル䛜᏶成（生≀変動グループ）。

・ᶆ‽ⓗなデータゎ析方法（෗┿データの処理）についてのマニュアル䜢作成（生≀変動グループ）。

㐩成

e. 㛤ጞ5 年までに、㑇ఏᏊデータ䝧ース䛜㛤

Ⓨ・බ㛤䛥䜜る。

・ 㑇ఏᏊデータ䝧ースは᏶成している䛜、බ㛤は関連内ᐜ䜢ㄽᩥにⓎ⾲ᚋ。 㐩成ぢ㎸䜏

2. ⮬↛科学ⓗ・♫会科学ⓗな分

析ཬ䜃ホ౯䜢㏻䛨、気候変動ᙳ

㡪ୗに䛚䛡るサンゴ礁ᓥᕋ生態

系のᣢ⥆ⓗな⥔ᣢ管理に資す

る▱ぢ・ㄢ㢟䛜ᢳ出䛥䜜る。

a. 㛤ጞ 4 年までに、研✲成果䛜᪥ᮏ国内・国

際学会、国際ㄅで成果報告䛥䜜る（ᑡな䛟と

もྛά動 1 ௳௨ୖ）。

（サンゴ礁ᓥᕋ生態系サー䝡スグループ）♫会科学ⓗホ౯ 䊻 ά動 1.9
1) 観光・環境・漁業に関するព㆑調査（2014 年ᗘ）：඲国つᶍで 1283 ௳の調査⚊䜢ᅇ収し、䛭のᚋ

PICRC にて入ຊ作業䜢ᐇ᪋。⤖果は䝔クニカル・レポートとして 2017 年ᗘにබ⾲ணᐃ。

2) サンゴ礁の⤒῭ⓗ౯್ホ౯：2016 年 11~12 月にか䛡て「CVM（௬᝿ホ౯法）」䜢⏝いた⤒῭ⓗ౯್ホ

౯のᮏ調査ᐇ᪋し、⤖果については 2017 年 7 月の国際ᑠᓥᕋ学会ୡ⏺኱会にはⓎ⾲ணᐃ。また「௦

᭰㈝⏝法」䜢⏝いて、（ᮏ㒓研✲ဨの調査・分析⤖果に基䛵䛝）Melekeok 州サンゴ礁のኳ↛の㜵Ἴሐと

してのᶵ⬟䜢㈌ᖯ༢఩で᥎計୰。

3) 観光に関するఫẸព㆑：観光ᐈᩘのቑຍによるᙳ㡪䛜ᠱᛕ䛥䜜、アン䜿ート調査では、パラオ඲ᅵに

1,547௳のアン䜿ート調査䜢配布し、1,064௳のデータ䜢集計・分析。⤖果については 2016年 6月ナポリ

の国際学会でⓎ⾲、2017 年 3 月パラオの「Green Fins Workshop」でㅮ₇。現ᅾ、䝔クニカル・レポート䜢

᏶成୰。

4) 䜻䝱リング・䜻䝱パシ䝔ィ：2017 年 3 月からアン䜿ート調査䜢配布。

（ᬑཬၨⓎグループ）

䡡 シンポジウム「Integrated Discussion on the Connectivity Between Nature and Human Society」（2014 年 3
月、PCC）䜢ᐇ᪋。

䡡 フ䜷ローアップシンポジウム「Connectivity between mangrove and coral reef ecosystems with reference to 
their ecosystem services」（2014 年 11 月）のᐇ᪋。

・୰㛫レ䝡ュー調査時Ⅼまでに 8 ᮏの研✲成果に関するㄽᩥ・書⡠䛜Ⓨ⾲。௚方、サンゴ礁生態系のᣢ

⥆ⓗな⥔ᣢ管理に資する方法ㄽについてはとりまとめら䜜ていない。

㒊分ⓗに㐩成

3. サンゴ礁ᓥᕋ生態系のಖ඲ཬ

䜃生≀ከᵝᛶと生態系サー䝡ス

に対するఫẸの理ゎ䛜ᗈ䛜る。

a. 㛤ጞ 1 年┠に、プロジェクトά動に関するᅄ

༙ᮇ䛤との௻画ᒎ♧䛜ᐇ᪋䛥䜜る。

（ᬑཬၨⓎグループ）

・ ポスター3 セット䜢作成。水᪘㤋の説明䜢タッ䝏パネルにᨵⰋ。

䡡 サンゴ礁、マングローブ、◁὾、海ⲡᖏなどの生態系サー䝡スに関するグ㏙䜢ྵ䜐書⡠䜢ୖᱻのணᐃ。

䛣䜜は、現ᆅ㧗ᰯ生・▷ᮇ኱学生の䜺イドブックとして配布ணᐃ。

㐩成

b. 㛤ጞ2.5 年までに、ఫẸၨⓎ䜢┠ⓗとしたレ

ク䝏䝱ー・シリー䝈ཬ䜃ワークシ䝵ップ䛜、1 ᅇ
௨ୖ㛤ദ䛥䜜る。

（ேᮦ⫱成グループ）

1) 州政ᗓ対㇟研修「Ecological Monitoring of MPSs」（2014 年 8 月 11~22 ᪥）：PAN サイト䜢Ⓩ㘓している

10 州から 10 名の⮬↛ಖㆤᐁ䛜参ຍ。

2) PANコーディネータ（2014年11月 20~21᪥）：PANサイト䜢Ⓩ㘓している 11州から 16名の⮬↛ಖㆤᐁ、

PAN コーディネータ䛜参ຍ。また᭱⤊᪥には PAN サイト䜢Ⓩ㘓する 4 州から州▱஦・州▱஦௦理䛜出

ᖍ。ワークシ䝵ップの「Proceedings」「Summary Report」䜢作成。

3) アイライ州サンゴ礁モニタリング現ᆅ研修（2016年 2月 8~17 ᪥）：アイライ州⮬↛ಖㆤᐁ、PAN 関ಀ⪅、

PCS、PCC、PICRC 䜢ྵ䜐⣙ 10 名䛜参ຍ。

4) コロール州 PAN 生態系モニタリング研修（2017 年 2 月 7 ᪥）：コロール州⮬↛ಖㆤᐁ、PAN 関ಀ⪅、

PICRC 䜢ྵ䜐⣙ 15 名䛜参ຍ。

5) サンゴ礁⤒῭ホ౯ワークシ䝵ップ（2016 年 3 月 3~4 ᪥）：PAN ஦ົ局、EQPB、コロール州政ᗓ、PCS ➼

の政ᗓᶵ関䛚よ䜃 NGO 䜢対㇟し、ㅮ⩏と⤒῭ホ౯に䛚䛡る௒ᚋのロードマップ䜢作成。

㐩成

4. サンゴ礁ᓥᕋ生態系のಖ඲に

ᚲせなᑓ㛛ⓗᢏ⾡・▱ぢ䛜ඹ

᭷䛥䜜、ேᮦ䛜⫱成䛥䜜る。

a. 㛤ጞ3 年までに、PICRC スタッフにより、分

Ꮚ生≀学ⓗᐇ㦂・生理学ⓗᐇ㦂プロトコル䛜

作成・බ⾲䛥䜜る。

・ᶵჾ㢮の౑⏝方法・ヨ料の処理方法、海水化学環境の野外観測／海水分析手法䜢まとめた説明資料

䜢作成（環境変動グループ）

・

㒊分ⓗに㐩成
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b. プロジェクトᮇ㛫内に、PICRC スタッフ作成

のㄽᩥ䛜、査ㄞ௜䛝国際学⾡ㄅに1 ௳௨ୖ

ཷ理䛥䜜る。

・ḟの 2 ௳䛜国際ㄅにᥖ㍕（┦手国研✲䝏ームとのඹⴭ）
1) Tsuchiya M, Mimura I, Yano Y, Oldiais NW, Golbuu, Y, Fujita Y. and Miyakuni K. Mangrove forest 

cosystem services with reference to the transportation of organic materials to coral reefs: A 
preliminary study in Palau. In; Marine productivity: Disturbance and resilience of costal 
soci-ecosystemse, Hubert J. Ceccaidi et al. ed., Springer. in press（2014 年ᗘ）

2) Golbuu Y, Gouezo M, Kurihara H, Rehm L, Wolanski E (2016) Long-term isolation and local 
adaptation in Palau's Nikko Bay help corals thrive in acidic waters. Coral Reefs 35, 909-918 （2016
年ᗘ）

（㛗ᮇ研修）

・2013 年 9 月䡚2016 年 3 月まで、PICRC リサー䝏䝱ー1 名（Mr.Victor）䛜⌰⌫኱学（生≀ከᵝᛶグルー

プ研✲室）にᅾ⡠し、修ኈ䜢ྲྀᚓ。

・2016 年 4 月より、PICRC リサー䝏䝱ー1 名（Ms.Evelyn）䛜⌰⌫኱学（環境変動グループ研✲室）に修ኈ

学生としてᅾ⡠し、コロール州 Malakal 湾の୺యⓗな調査䜢㏻して水㉁環境の測ᐃ・分析、データゎ析

ᢏ⾡䜢⩦ᚓ୰。

㐩成

5. サンゴ礁ᓥᕋ生態系のಖ඲に

資する政策提言䛜⾜䜟䜜る。

a. プロジェクトᮇ㛫内に、サンゴ礁ᓥᕋ生態系

のᆅᇦⓗ環境ストレス基‽䛜作成䛥䜜る。

・ ྛ研✲成果のㄽᩥ化とᖹ⾜して、ྛ研✲䝔ーマ䜢一⯡ྥ䛡にゎ説した「Technical Report」としてྲྀりま

とめ、᭱⤊年ᗘにプロジェクトのṇᘧな報告書として᏶成ணᐃ。

㐩成ぢ㎸䜏

b. 㛤ጞ4 年までに、気候変動環境ᙳ㡪䜢⪃៖

したᆅᇦⓗ㈇Ⲵについてのపῶ策の提᱌書

䛜作成䛥䜜る。

・ 「Technical Report」の᏶成ᚋ、政策提言にかかる㒊分䜢ྲྀりまとめて「政策Ỵᐃ⪅ྥ䛡サマリー」䜢作成

し、関ಀ⪅䜔一⯡のコメント・議ㄽ䜢⾜いな䛜ら年ᗘᚋ༙に᏶成。

䡡 Green Fin ワークシ䝵ップ（2017 年 3 月 1~3 ᪥）：プロジェクト、PCS、Reef-World Foundation（ⱥ国 NGO）

のඹദで、ኳ↛資※環境観光┬観光ᗇ（Bureau of Tourism）、パラオ観光局（Palau Visitors 
Authority）、コロール州政ᗓ、ᆅඖ䝎イ䝡ングシ䝵ップ➼の環境業⪅など⣙ 50 名䛜参ຍ。

䡡 （Reef-Word Foundation の 3 名䛜、2017 年 8~9 月に、コロール州会議室で 2 ᅇ┠となるワークシ䝵ップ䜢

㛤ദした䛜、䛣䜜についてはプロジェクトとしての関୚はなか䛳た。）

㐩成

c. プロジェクトᮇ㛫内に、観光、⤒῭、生態系管

理に基䛵䛟ᣢ⥆ྍ⬟なパラオ♫会のための

⥲ྜⓗな政策オプシ䝵ン䛜、パラオ政ᗓの気

候変動㐺ᛂ策の一環として作成䛥䜜る。

・ 「Technical Report」の᏶成ᚋ、政策提言にかかる㒊分䜢ྲྀりまとめて「政策Ỵᐃ⪅ྥ䛡サマリー」䜢作成

し、関ಀ⪅䜔一⯡のコメント・議ㄽ䜢⾜いな䛜ら年ᗘᚋ༙に᏶成。䛭のᚋ、政策提言の䜶グ䝊ク䝔ィブサ

マリーとして MNRET 䜈の報告䜢┠ᣦす。

㐩成ぢ㎸䜏

注）プロジェクト「せ⣙」については PDM（ver. 20150831）。
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収集・参照資料一覧

分野 資料名 入手先

1. 関連する計

画・政策など

1-1. PICRC 5 ヶ年戦略計画 2013-2017 PICRC ヒアリング時（9/12）に入手

1-2. PAN 現況報告書 2003-2015 PAN 基金ヒアリング時（9/18）にハードコピーで入手

1-3. パラオ PAN 戦略計画 2016-2020 PAN 基金ヒアリング時（9/18）に入手

1-4. ロック・アイランド・サザン・ラグーン管理計画 2012-2016 コロール州ヒアリング時（9/18）に入手

1-5. パラオ観光政策フレームワーク 2017-2021 観光局ヒアリング時（9/19）に入手

1-6. パラオ気候変動政策 2015 気候変動室ヒアリング時（9/20）にハードコピーで入手

1-7. アイライ州海洋生態系モニタリング計画（2/17/2016） Airai 州ヒアリング時（9/21）にハードコピーで入手

1-8. 国際サンゴ礁シンポジウム（ICRS）2016 アブストラクト集 報告書作成のためインターネットより入手

2. プロジェクト

作成資料

2-1. PAN コーディネータ研修（2014 年 11 月）プロシーディングス プロジェクトより入手

2-2. PAN コーディネータ研修（2014 年 11 月）サマリーレポート プロジェクトより入手

2-3. サンゴ礁モニタリング・プロトコル プロジェクトより入手

2-4. 永久方形区イメージ処理マニュアル プロジェクトより入手

2-5. 海水化学環境の野外観測／海水分析手法のプロトコル・説

明資料

プロジェクトよりハードコピーで入手

2-6. 「科学と政策：OEK メンバーとの対話」会議（2017/7/7）配布

資料

PICRC ヒアリング時（9/14）にハードコピーで入手

2-7. パラオの内湾漁業管理（2017 年 3 月）（成果 5 にかかるロー

カルコンサルタントによる調査報告書）

プロジェクトより入手

2-8. P-CoRIE セミナー「政策提言サマリー」（2017/9/28） セミナー会場（9/28）にてハードコピーで入手

注）「ハードコピー」については、先方からハードコピーにより入手したもので、別途にまとめて提出。
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